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第１章 事業報告（概要）  

 

１．１ 情報調査提供の目的 

商用周波電磁界に係る国内外の研究動向、諸外国の規制動向、リスクコミュニケー

ション手法等の情報収集を行い、収集した情報に対し、科学的・中立的な評価を行い、

広く国民に提供し、電磁界の健康影響に対する国と国民との間のリスク認識のギャッ

プを埋め、国民の漠然とした不安感を低減させることを目的とする。 

 

１．２ 成果の概要 

１．２．１ 国内外における電磁界に関する研究動向・規制動向調査 

世界最大の電磁界データベースである EMF-PORTALの検索機能を使用して、公表年が

2020年と記された文献は 127件あった（2021年 1月 22日現在）。これらのうち、内容

が生体影響に関わらないもの、電撃傷や感電死に関するもの、医療応用（電気刺激な

ど）に関するもの、会議予稿集・コメント・レターに類するもの、英語以外の言語で

書かれたものは除外した。その結果、53件を除いた 74件について整理を実施した。 

また、国内外の商用周波電磁界に対する規制（一般公衆）、国外の商用周波電磁界に

対する規制（職業者）について、関係する機関（ホームページ）等の調査を行い、結

果をとりまとめた。 

 

１．２．２ 電力設備から発生する磁界の測定 

講演会の開催地域である山形市、津市、大阪市、松江市、那覇市の全国 5 箇所にお

いて、電気設備及び日常生活環境の磁界測定を実施し、その結果を各講演会で情報提

供した。 

 

１．２．３ 講演会の開催 

行政の取り組みの紹介及び講演 1「電磁界を知る（電磁界とは何か、主に低周波電磁

界の影響と身のまわりの磁界の強さ等を紹介します）」、講演 2「くらしを取り巻くその

他の電磁界について（IH 調理器、電子レンジや携帯電話など身のまわりの電磁界の影

響について国際機関の見解などを中心に紹介します）」をテーマとした講演を山形市、

津市、大阪市、松江市、那覇市の全国 5 箇所で開催した。なお、参加費はいずれも無

料とした。マスメディア等を活用した効果的な開催周知を行ったことにより、合計で

446 名の参加となった。 

また、講演会に参加できない方や、広く一般の方が講演内容を視聴可能なように、

津市講演会の様子を動画撮影し、インターネット上で公開した。 
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＜大阪市講演会＞ 

日 時：令和 2年 10 月 8日（木）13:00～16:00 

場 所：大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター）ホール（7階） 

＜津市講演会＞ 

日 時：令和 2年 10 月 15 日（木）13:00～16:00 

場 所：河芸公民館 大ホール（1階） 

＜山形市講演会＞ 

日 時：令和 2年 11月 13日（金）13:00～16:00 

場 所：山形県生涯学習センター（遊学館）遊学館ホール（2階） 

＜那覇市講演会＞ 

日 時：令和 2年 11 月 20日（金）13:00～16:00 

場 所：てんぶす那覇（那覇市ぶんかテンブス館）テンブスホール（4階） 

＜松江市講演会＞ 

日 時：令和 2年 12月 3日（木）13:00～16:00 

場 所：松江市総合文化センター プラバホール（1階） 

 

１．２．４ ホームページ及びパンフレット「電磁界と健康」の作成及び改訂 

パンフレット「電磁界と健康」は、令和元年 10 月に更新されてから IARC による発

がん性分類に関するページを中心に更新を行った。また、有識者の監修によりパンフ

レット全体について分かり易い表現の視点から修正を加えた。 

なお、印刷物は、令和 2年 10月に改訂第 18版を発行し、10月から 12月にかけて実

施した大阪市、津市、山形市、那覇市、松江市の講演会で配布した。 

併せて、ホームページも見直し、国民が電磁界情報を必要とするときに、最新かつ

正確な情報を入手できるようにした。 
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第２章 事業報告（詳細） 

 

２．１ 国内外における電磁界に関する研究動向・規制動向調査 

２．１．１ 国内外における電磁界に関する研究動向調査 

電磁界の健康影響に関連する研究論文についての世界最大のデータベースである

EMF-Portal <https://www.emf-portal.org/ja> を使用し、2020年に公表された文献を

収集・整理して内容をとりまとめた。 

 

① 調査対象 

 EMF-Portalの論文検索機能を使用して下記の条件で抽出を行った。 

  （抽出条件） 

・ キーワード ：空白 

・ 著者  ：空白 

・ 学術誌  ：空白 

・ 出版年  ：「2020」を入力 

・ トピックス ：「実験研究」「疫学研究」「技術／ドシメトリの研究」「法律、 

勧告、ガイドライン」「リスクコミュニケーション」「その 

他」の項目にチェック 

・ 周波数範囲 ：「電力線周波数（50/60 Hz）」にチェック 

・ 論文登録の時期 ：「全て」にチェック 

抽出した結果、公表年が 2020 年と記された文献は 127 件あった（2021 年 1 月 22 日

現在）。 

 

② 整理する文献の絞り込み 

 ①のうち、内容が生体影響に関わらないもの、電撃傷や感電死に関するもの、医療応

用（電気刺激など）に関するもの、会議予稿集・コメント・レターに類するもの、英

語以外の言語で書かれたものは除外した。 

  （除外した論文の内訳） 

a) 内容が生体影響に関わらないもの（電磁障害を含む）：12件 

b) 電撃傷や感電死に関するもの：2件 

c) 医療応用（電気刺激など）に関するもの：13 件 

d) 会議予稿集・コメント・レターに類するもの：23件 

e) 英語以外の言語を使用：3件 

以上より、53件を除いた 74件について整理を実施した。 
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③ 整理した文献の分析 

74 件の論文の内訳は以下の通りである。 

・ 疫学研究：14件 

・ 実験研究：45件 

- ヒト研究： 9件 

- 動物研究：18件 

- 細胞研究：18件 

・ 技術／ドシメトリの研究：9 件 

・ 法律、勧告、ガイドライン：0 件 

・ リスクコミュニケーション：2 件 

・ その他：4件 

 

今回収集した論文のうち、商用周波数磁界の健康影響に関するものとして、発電所労

働者の酸化ストレス指標への影響が認められたとするものや、磁界への職業的ばく露と

運動神経疾患との関連は認められなかったとするもの、アルツハイマー病のモデルラッ

トの海馬での神経新生の強化（有益な影響）が認められたとするものがあった。但し、

これらはいずれも、ばく露評価や交絡因子の調整が不十分といった研究手法上の問題点

があることから、全体としては、「磁界ばく露との因果関係があるとまでは言えない」

という従来の結論に変更を迫るような新たな知見はなかった。 

 今回収集したもの以外の分類ではあるが、低周波領域全般において 2020年 4月に国

際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）から「『時間変化する電界および磁界へのばく露

制限に関するガイドライン（1Hzから 100kHzまで）』に関連する知識のギャップ」と題

する解説文書が発表された。その中には、更なる研究が将来の ICNIRP またはその他の

組織による低周波ガイドライン策定に大いに役立つであろうと思われる知識のギャッ

プの一覧が提示されている。これらの研究ニーズに優先順位は与えられておらず、非電

離放射線防護の改善に資するという全体的な目的を持って、これらの重要な論点への対

処を検討することを意図して策定されている。また、本文書の中で「小児白血病につい

ては、生物学的根拠のある仮説に基かない更なる疫学研究は推奨されない」などとされてい

る。 
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№1 

和文 

タイトル 

ラットの骨髄間葉系幹細胞の星状細胞への電磁界周波数依存性の分化 

英文 

タイトル 

EMF frequency dependent differentiation of rat bone marrow mesenchymal stem 

cells to astrocyte cells. 

著者 Asadian N, Jadidi M, Safari M, Jadidi T, Gholami M 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Neurosci Lett 2020; 744: 135587 

国名 イラン 

DOI 10.1016/j.neulet.2020.135587 PubMed ID 33373676 

概要 骨髄間葉系幹細胞（BMMSC）の自己再生および分化応答は多数の因子によっ

て調節される。この研究は、ラットの BMMSCの神経細胞および星状細胞への

分化および増殖に対する、外部誘導因子としての電磁界の影響力を調べた。

ラットの大腿骨および脛骨から採取した BMMSC を CO2 インキュベーターで

培養し、無作為に抽出した血小板を、擬似ばく露群、矩形波ばく露群（25、

50および 75 Hz、400 μT、1時間／日、7日間）、正弦波ばく露群（同）の

7 群に割り付けた。生細胞カウントおよび増殖を MTT 試験で、BMMSC の神経

細胞および星状細胞への分化を免疫組織化学染色で調べた。その結果、BMMSC

の生存率および増殖率は、25 Hz正弦波、50 Hz矩形波、および 75 Hz正弦

波ばく露群で、擬似ばく露群よりも低下した。BMMSC から神経細胞への分化

は、50 Hz および 75 Hz正弦波ばく露群で最大であった。BMMSCから星状細

胞への分化は周波数に依存して増加し、最大の分化は 75 Hz 矩形波および

75 Hz正弦波ばく露群に見られた、と著者らは報告している。 

 

№2 

和文 

タイトル 

ヒト神経芽腫細胞での 50 Hz磁界による MAPK シグナル伝達活性化における

NADPHオキシダーゼの役割 

英文 

タイトル 

Role of NADPH oxidase in MAPK signaling activation by a 50 Hz magnetic field in 

human neuroblastoma cells. 

著者 Martínez MA; Úbeda A; Trillo MÁ 

誌名 年; 

巻(号):頁

Electromagn Biol Med 2020; 1-14: Online 
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-頁 

国名 スペイン 

DOI 10.1080/15368378.2020.1851250 PubMed ID 33345643 

概要 先行研究では、50 Hz、100 µT の正弦波磁界への間欠ばく露が、上皮成長因

子受容体（EGFR）ならびに分裂促進因子活性化タンパク質キナーゼ‐細胞外

シグナル制御キナーゼ 1/2（MAPK-ERK1/2）および p38 経路の活性化を介し

てヒト NB69 神経芽腫細胞の増殖を促進することと、この影響がキレート剤

の N-アセチルシステインによって阻害されることが示されている。この研

究は、磁界ばく露がフリーラジカル産生に及ぼす影響、ならびに、磁界によ

る MAPK 経路の活性化におけるニコチンアミドアデニンジヌクレオチドリン

酸（NADPH）オキシダーゼ（活性酸素種（ROS）の主な源）の潜在的関与を調

べるため、NADPHオキシダーゼ阻害剤のジフェニレンヨードニウムクロリド

（DPI）の有無での MAPK-ERK1/2、-p38および-JNK活性化、ならびに p67phox

サブユニットの発現に対する磁界の影響を分析した。その結果、磁界ばく露

はフリーラジカル産生を増加させ、NADPH オキシダーゼ、p67phox の細胞質

ゾル成分の早期の一過性の発現を生じた。また、磁界による MAPK-JNK 経路

の活性化は DPIによって阻害されたが、-ERK1/2または-p38経路は阻害され

なかった。これらの結果を先行研究の結果とあわせて考えると、フリーラジ

カル依存性または非依存性の各種のメカニズムが、MAPK シグナル伝達の活

性化が介在する磁界による増殖反応に関与していることを示している、と著

者らは結論付けている。 

 

№3 

和文 

タイトル 

50 Hzの均一磁界へのばく露によって脳内に誘導される電界の評価における

導電率の不確かさの影響 

英文 

タイトル 

Effect of electrical conductivity uncertainty in the assessment of the electric fields 

induced in the brain by exposure to uniform magnetic fields at 50 Hz. 

著者 Soldati M; Laakso I 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

IEEE Access 2020;  : Online 

国名 フィンランド 

DOI 10.1109/ACCESS.2020.3043602 PubMed ID － 
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概要 国際的なばく露規格／ガイドラインでは、身体外部の電磁界強度についての

限度が確立されている。低周波領域での最大許容可能ばく露レベルは、健康

への悪影響を避けるために策定されている身体内部の電界強度で定義され

る限度に由来する。電気電子学会・国際電磁界安全性委員会（IEEE/ICES）

の規格では、身体内部と外部の電磁界の関係は均質な楕円モデルから取得し

ており、組織の誘電毒性は考慮されていない。しかし、国際非電離放射線防

護委員会（ICNIRP）のガイドラインは、現実的な解剖学的モデルについての

計算ドシメトリを用いて確立されている。この場合、組織の導電率のばらつ

きが、許容可能な身体外部の電磁界強度の導出の際の不確かさの主な発生源

となる。この論文の著者らは、均一な 50 Hz磁界にばく露された 25人の脳

に誘導されるピーク電界強度のばらつきに対する異なる組織の導電率の影

響を調べることで、この不確かさを特徴付けた。その結果、脳組織の導電率

の新たな推定値を用いて計算した最大電界強度は、低周波ドシメトリで一般

的に用いられている数値を用いて取得したものよりも有意に低かった。この

低い電界強度は、脳の導電率の新たな値が、ドシメトリモデリング計算に通

常適用されているものよりも相当高いことによる。感度解析でも、灰白質お

よび白質の導電率のばらつきが、脳でのピーク電界強度に大きな影響を有す

ることが示された、と著者らは報告している。 

 

№4 

和文 

タイトル 

ラットの卵巣組織に対する出生前後の電磁界ばく露の影響 

英文 

タイトル 

The effects of prenatal and postnatal exposure to electromagnetic field on rat ovarian 

tissue. 

著者 Burcu A; Nevin E; Ilkay A; Amac K; Alper BH; Muge K 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Toxicol Ind Health 2020; 36 (12): 1010-1018 

国名 トルコ 

DOI 10.1177/0748233720973136 PubMed ID 33190593 

概要 この研究は、仔ラットの卵巣の発達に対する出生前および出生後の磁界ばく

露（50 Hz、3 mT）の影響を調べた。妊娠ラット 8匹から生まれた仔ラット

を用いた。電磁界ばく露を妊娠初日に開始し、出生後 42 日目まで継続した。
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42 日目のばく露群および擬似ばく露群の仔ラットから血液および卵巣組織

サンプルを採取した。その結果、ばく露群では擬似ばく露群と比較して、卵

胞刺激ホルモンのレベルが有意に高く、エストラジオールのレベルが有意に

低く、組織誘導型一酸化窒素シンターゼ（iNOS）のレベルおよび発現が有意

に高かった。ばく露群の卵巣組織では、鬱血、出血領域、および卵胞構造の

変性が認められた、と著者らは報告している。 

 

№5 

和文 

タイトル 

ヒトの心拍変動に対する職業的レベルの 50 Hz電磁界の短期的影響 

英文 

タイトル 

The Short-Term Effect of Occupational Levels of 50 Hz Electromagnetic Field on 

Human Heart Rate Variability. 

著者 Binboğa E; Tok S; Munzuroğlu M 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Bioelectromagnetics 2020;  : Online 

国名 トルコ 

DOI 10.1002/bem.22308 PubMed ID 33211349 

概要 この研究は、心拍（HR）および心拍変動（HRV）に対する超低周波（ELF）電

磁界ばく露の短期的影響を調べた。健康な男性参加者 34 人（18-27 歳）を

無作為にばく露群および擬似ばく露群（各群 n = 17）に割付け、二重盲検

反復デザインで 5分間の実験を 3回実施した。ばく露群の胸部を、50 Hz、

28 μT、線形偏波、連続波の磁界にばく露し、HR および HRV を連続的に記

録した。その結果、被験者間の統計的分析では、ばく露群と擬似ばく露群の

両方で、HRの有意な減速が認められた。但し、N-N間隔の標準偏差（SDNN）、

連続する差の二乗平均値（RMSSD）、低周波（LF）および高周波（HF）パワー

は、ばく露群のみで上昇し、擬似ばく露群では安定したままであった。ばく

露中および擬似ばく露中に測定した HRV指標を比較したところ、被験者間分

析では、ばく露群では擬似ばく露群と比較して、SDNN、RMSSD、ならびに LF

および HFパワーが有意に高かった。LF/HF比には群間で有意差はなかった。

これらの結果から、ELF電磁界への胸部の短期ばく露は安静状態での副交感

神経優位を潜在的に強める可能性がある、と著者らは結論付けている。 
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№6 

和文 

タイトル 

がんとそのリスク因子についての成人の知識レベルおよび態度 

英文 

タイトル 

Knowledge levels and attitudes of adult individuals about cancer and its risk factors. 

著者 Karadeniz H; Cetinkaya F 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Niger J Clin Pract 2020; 23 (11): 1607-1614 

国名 トルコ 

DOI 10.4103/njcp.njcp_434_19 PubMed ID 33221789 

概要 この研究は、がんとそのリスク因子についての成人の知識および態度を、ト

ルコのトラブゾン市中心部で調べた。多段階無作為化サンプリング法を用い

て、人口集団 105071人からサンプル 1200人を抽出した。文献レビューと専

門家の意見を受けて開発したアンケートを用いてデータを収集した。その結

果、参加者の 45.7%が喫煙、9.1%が飲酒、40.8%が酸性食品を摂取、33.0%が

一等親血縁者にがんの家族暦あり、28.5%が一親等血縁者にがん関連死あり

であった。参加者は、がんが最も致命的な病気であり、上位 3つのがん原因

因子としてたばこ（95.7%）、携帯電話（90.4%）、アルコール（90.2%）を挙げ

た。62.4%はがんの症状を知らず、86.4%および 76.4%はそれぞれ「悲しみや

ストレスはがんを生じる」、「がんは遺伝する」と信じていた。この研究は、

成人はがんについてかなりのレベルの間違った不完全な情報を有しており、

がんのリスク要因についての彼らの行動を適切なものに変えることはでき

なかった、と著者らは報告している。 

 

№7 

和文 

タイトル 

SH-SY5Y ヒト神経芽腫細胞の 50 Hz磁界へのばく露：2次元（2D）と 3次元

（3D）のイン・ビトロ培養の比較 

英文 

タイトル 

Exposure of the SH-SY5Y Human Neuroblastoma Cells to 50-Hz Magnetic Field: 

Comparison Between Two-Dimensional (2D) and Three-Dimensional (3D) In Vitro 

Cultures. 

著者 Consales C; Butera A; Merla C; Pasquali E; Lopresto V; Pinto R; Pierdomenico M; 

Mancuso M; Marino C; Benassi B 



10 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Mol Neurobiol 2020;  : Online 

国名 イタリア 

DOI 10.1007/s12035-020-02192-x PubMed ID 33230715 

概要 この研究は、超低周波（ELF）磁界（50 Hz、1 mT）へのばく露に対する、3

次元（3D）足場と従来型の 2次元（2D）単層で培養したヒト神経芽腫細胞 SH-

SY5Yの応答を比較した。その結果、50 Hz磁界への 72時間のばく露に対し、

2Dと 3D の培地で、増殖の変化およびアポトーシスの活性化は生じないこと

が示された。また、ELFばく露による Ki67、MYCN、CCDN1および Nestin、侵

襲性および血管新生の制御遺伝子（HIF-1α、VEGF および PDGF）、ならびに

microRNAエピジェネティックシグネチャー（miR-21-5p、miR-222-3pおよび

miR-133b）の調節は認められなかった。一方、細胞内グルタチオン含量およ

びスーパーオキシドジスムターゼ 1（SOD1）の発現は、3D培地で低下したが、

2D単層で増殖させた場合には変化は認められなかった。更に、ELF磁界は 3D

培地のみで、神経芽腫のドーパミン作動性（DA）表現型への分化を刺激する

促進因子との相乗効果を発揮した。これらの知見は全体として、ELF磁界に

対する SH-SY5Y細胞の応答を調べる上で、3D培地は従来の 2D単層と比較し

て、より信頼性のある実験モデルであることを示している、と著者らは結論

付けている。 

 

№8 

和文 

タイトル 

50 Hzおよび可変強度の電界の影響力下でのミツバチの選択された生化学的

パラメータの変化 

英文 

タイトル 

Changes of selected biochemical parameters of the honeybee under the influence of 

an electric field at 50 Hz and variable intensities. 

著者 Migdał P; Roman P; Strachecka A; Murawska A; Bieńkowski P 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Apidologie 2020;  : Online 

国名 ポーランド 

DOI 10.1007/s13592-020-00774-1 PubMed ID － 

概要 この研究では、2日齢のミツバチを飼育ケージごと電界ばく露装置に入れ、
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5.0 kV/m、11.5 kV/m、23 kV/m、34.5 kV/mの電界に 1、3、6時間ばく露し、

血リンパ中のスーパーオキシドジスムターゼ（SOD）、カタラーゼ（CAT）、鉄

還元抗酸化能（FRAP）、ならびに酸性、中性、およびアルカリ性プロテアー

ゼを分析した。その結果、電界は抗酸化系（特に SOD）およびタンパク質分

解系の活性を高めることが示された。11.5 kV/m・6時間ばく露、23.0 kV/m・

1 時間ばく露、34.5 kV/m・1 時間ばく露の各群で、FRAP レベルが対照群よ

りも低下した、と著者らは報告している。 

 

№9 

和文 

タイトル 

発電所労働者における超低周波（ELF）磁界へのばく露と幾つかの生殖ホル

モンのレベルとの関係 

英文 

タイトル 

Relationship between exposure to Extremely Low-Frequency (ELF) magnetic field 

and the level of some reproductive hormones among power plant workers. 

著者 Suri S; Dehghan SF; Sahlabadi AS; Ardakani SK; Moradi N; Rahmati M; Tehrani 

FR 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

J Occup Health 2020; 62 (1): e12173 

国名 イラン 

DOI 10.1002/1348-9585.12173 PubMed ID 33078533 

概要 この横断研究は、イランのテヘラン周辺の発電所の男性労働者における超低

周波（ELF）磁界ばく露と幾つかの生殖ホルモンのレベルとの関連を調べた。

参加者は全員、人口統計学的データシートおよび一般的な健康アンケートに

回答した。122 人について、磁界ばく露の時間加重平均値（TWA）を IEEE 

C95.3.1 規格に準拠して測定した。このばく露レベルに基づき、参加者を 3

群に割り付けた。テストステロン、黄体形成ホルモン（LF）および卵胞刺激

ホルモン（FSH）の血清レベルを判定した。分散分析および Kruskal-Wallis

検定を用いてデータを分析し、線形回帰で変数との関連を評価した。その結

果、ELF 磁界ばく露とテストステロン、LHおよび FSHの血清レベルとの統計

的に有意な相関はなかった（r = 0.158）。LHの血清レベルは年齢および就

労期間と共に有意に低下した、と著者らは報告している。 

 

№10 
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和文 

タイトル 

50Hzおよび各種強度の電磁界周波数への 12時間のばく露後のミツバチの抗

酸化系の変化 

英文 

タイトル 

Changes in the Honeybee Antioxidant System after 12 h of Exposure to 

Electromagnetic Field Frequency of 50 Hz and Variable Intensity. 

著者 Migdał P; Murawska A; Strachecka A; Bieńkowski P; Roman A 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Insects 2020; 11 (10): E713 

国名 ポーランド 

DOI 10.3390/insects11100713 PubMed ID 33081029 

概要 近年、地球規模で蜂群崩壊症候群（CCD）の報告が増加しており、殺虫剤、

病気、およびその他の環境ストレス因子に加えて、電磁界もその原因の一つ

である可能性が指摘されている。この研究は、電磁界がミツバチの血リンパ

中のスーパーオキシドジスムターゼ（SOD）およびカタラーゼ（CAT）の活性

を上方制御し、総抗酸化能の変化を生じるとの仮説を検証するため、ミツバ

チを 50 Hz、強度が 5.0、11.5、23.0、34.5 kV/mの電界に 12時間ばく露し、

抗酸化系の変化を分析した。その結果、実験群では対照群と比較して、SOD

活性が 4倍上昇した。CAT 活性には群間で統計的有意差が認められ、最も高

い活性は 34.5 kV/mばく露群で、最も低い活性は 11.5 kV/mばく露群で記録

された、と著者らは報告している。 

 

№11 

和文 

タイトル 

イン・ビトロでの 50 Hz磁界への長期ばく露：ヒトリンパ芽球様 TK6 細胞の

細胞遺伝学的試験および試験環境の検証 

英文 

タイトル 

In vitro 50 Hz magnetic field long-term exposure: Cytogenetic tests on human 

lymphoblastoid TK6 cells and validation of the test environment. 

著者 Nguyen H; Ledent M; Beauvois V; Anthonissen R; Verschaeve L; Collard JF; 

Hinsenkamp M; Feipel V; Mertens B 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

MethodsX 2020; 7 : 101071 

国名 ベルギー 

DOI 10.1016/j.mex.2020.101071 PubMed ID 33088726 
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概要 この研究は、ヒトリンパ芽球様細胞株（TK6）における超低周波（ELF）磁界

への長期ばく露の遺伝毒性作用を調べるため、イン・ビトロのコメット／小

核研究の組合せの最適なプロトコルを検証している。また、インキュベータ

内のバックグラウンドの ELF 磁界を制限するための遮へい装置の使用につ

いても考察している。著者らは、ELF磁界を用いた TK6 細胞に対する細胞遺

伝学的試験のための最適なプロトコルが試験結果の再現性を担保する、ELF

磁界を用いた試験の実施前にばく露環境およびばく露装置を検証する必要

がある、細胞の遮へいと意図しない ELF磁界ばく露の低減のための単純だが

効果的な方法はミューメタル製シリンダーで構成される、と述べている。 

 

№12 

和文 

タイトル 

超低周波電磁界へのイン・ビトロばく露後の重症型β-サラセミアのヘモグ

ロビンのコンフォメーション変化および血漿の酸化状態：人工ニューラルネ

ットワーク分析 

英文 

タイトル 

Conformational changes of β-thalassemia major hemoglobin and oxidative status of 

plasma after in vitro exposure to extremely low-frequency electromagnetic fields: An 

artificial neural network analysis. 

著者 Rahmani S; Ansarihadipour H; Bayatiani MR; Khosrowbeygi A; Babaei S; Rasmi Y 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Electromagn Biol Med 2020; 1-14: Online 

国名 イラン 

DOI 10.1080/15368378.2020.1830289 PubMed ID 33092422 

概要 この研究は、重症型β-サラセミア［ヘモグロビンの合成異常によって生じ

る遺伝性貧血］の患者における血漿および赤血球の酸化状態に対する超低周

波（ELF）磁界の影響を調べた。また、酸素化ヘモグロビン（oxyHb）濃度の

評価のための人工ニューラルネットワーク（ANN）を設計した。重症型β-サ

ラセミア患者（n = 12）、ならびに年齢および性別でマッチングした健康な

提供者（n = 12）から採取した血液サンプルを、0.5および 1 mT の 50 Hz磁

界に 1および 2時間ばく露した後、血漿の酸化状態を評価した。血漿タンパ

ク質の構造的変化を未変性ポリアクリルアミドゲル電気泳動（Native PAGE）

およびドデシル硫酸ナトリウム・ポリアクリルアミドゲル電気泳動（SDS-

PAGE）で調べた。更に、oxyHb濃度に対する酸化および抗酸化パラメータの
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インパクトの予測のため、多層パーセプトロン（MLP）法を用いて、フィー

ドフォワード型 ANNモデルを設計した。その結果、ELF磁界への 2時間のば

く露は、重症型β-サラセミア患者から採取したサンプルに有意な酸化的変

化を生じた。電気泳動プロファイルからは、重症型β-サラセミア患者およ

び健康な提供者から採取した血漿サンプルにおいて 2 つの高分子量型タン

パク質凝集体が認められた。この研究における ANN の設計によれば、oxyHb

濃度の主な予測因子は、542、340、569、630、577、420 nmでのヘモグロビ

ンの光学密度、ならびにメトヘモグロビンおよびヘミクローム濃度であっ

た、と著者らは報告している。 

 

№13 

和文 

タイトル 

超低周波電磁界への複数世代にわたる連続ばく露下での Caenorhabditis 

elegans［線虫］の ATP レベルと抗酸化能の増強 

英文 

タイトル 

Enhancement in the ATP level and antioxidant capacity of Caenorhabditis elegans 

under continuous exposure to extremely low-frequency electromagnetic field for 

multiple generations. 

著者 Wang Y; Sun Y; Zhang Z; Li Z; Zhang H; Liao Y; Tang C; Cai P 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Int J Radiat Biol 2020; 96 (12): 1633-1640 

国名 中国 

DOI 10.1080/09553002.2020.1828657 PubMed ID 32991227 

概要 この研究は、複数世代にわたる生物に対する超低周波（ELF）磁界への連続

的なばく露の影響を調べた。モデル生物としての線虫（Caenorhabditis 

elegans）を、20 °C、50 Hz、3 mT の ELF磁界に複数世代にわたって卵から

ばく露した。長期ばく露後、15 世代目の成虫の ATP レベルおよび ATP アー

ゼを検出し、ATP シンターゼをエンコードする遺伝子（(r53.4、hpo-18、atp-

5、unc-32、atp-3）の発現レベルを RT-PCR で調べた。線虫の抗酸化系にお

いて、活性酸素種（ROS）のレベルをジクロロフルオレセイン染色で検出し、

総抗酸化能（T-AOC）、スーパーオキシドジスムターゼ（SOD）およびカタラ

ーゼ（CAT）活性を調べた。また、SODをエンコードする遺伝子（sod-1、sod-

2、sod-3）の発現を検出した。その結果、15世代目の成虫において体長の有

意な増加、ATP 含量の有意な増加、ATP 合成活性の有意な増強、ATP シンター
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ゼをエンコードする遺伝子の発現レベルの有意な上方制御、SOD活性の有意

な上昇、SODをエンコードする遺伝子の発現レベルの有意な上方制御が認め

られた。これらの結果は、50 Hz、3 mT の ELF磁界への多世代にわたる連続

ばく露は、線虫の体長を増加させ、ATP 合成を誘導し、抗酸化能を増強し得

ることを示している、と著者らは報告している。 

 

№14 

和文 

タイトル 

短い ELF-EMF ばく露は THP-1 細胞における SIRT1/Nrf2/HO-1 シグナル伝達

を標的とする 

英文 

タイトル 

Short ELF-EMF Exposure Targets SIRT1/Nrf2/HO-1 Signaling in THP-1 Cells. 

著者 Antonia P; Erica C; Alessio F; Mirko P; Francesca D; Oriana T; Marcella R 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Int J Mol Sci 2020; 21 (19): E7284 

国名 イタリア 

DOI 10.3390/ijms21197284 PubMed ID 33023074 

概要 超低周波（ELF）電磁界は、シグナル伝達経路を標的とし、酸化剤および抗

酸化剤の産生を通じて細胞の酸化還元バランスに影響力を及ぼすことで、炎

症反応を調節することが知られている。この研究は、ELF磁界の抗酸化作用

の根底にある分子メカニズム、特に核因子 E2 関連因子 2（Nrf2）を通じて

転写的に調節される抗酸化酵素について、THP-1細胞［ヒト単球由来細胞］

で調べた。リポ多唐（LPS）で処理した細胞を、50 Hz、1 mT の ELF磁界に 1

時間、6時間、24時間ばく露した。その結果、ELF磁界は LPSで処理した THP-

1 細胞において、ヘムオキシゲナーゼ-1（HO-1）の mRNA およびタンパク質

発現を生じ、そのピークは 6時間で生じることが示された。免疫染色分析で

は、HO-1の核の濃縮が確認された。更に、ELF磁界はサーチュイン 1（SITR1）

および核因子カッパ B（NF-kB）経路のタンパク質発現を阻害し、その抗炎症

性／抗酸化的な役割が確認された。Akt阻害剤の LY294002、および ERK阻害

剤の PD980559での事前処理は、ELFばく露した細胞での LPSによる Nrf2 核

転座および HO-1タンパク質発現を阻害した。これらの結果は、短期的な ELF

磁界ばく露は、細胞内グルタチオン蓄積に関連する Nrf-2/HO-1 および

SIRT1/NF-kB 経路の調節を介して、LPS 等の炎症性／酸化的傷害で処理した
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THP-1細胞において保護的な役割を生じることを示唆している、と著者らは

結論付けている。 

 

№15 

和文 

タイトル 

電撃および超低周波磁界への職業的ばく露と運動神経疾患 

英文 

タイトル 

Occupational Exposure to Electric Shocks and Extremely Low-Frequency Magnetic 

Fields and Motor Neurone Disease. 

著者 Chen GX; Mannetje A; Douwes J; Berg LH; Pearce N; Kromhout H; Glass B; Brewer 

N; McLean DJ 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Am J Epidemiol 2020; kwaa214: Online 

国名 ニュージーランド 

DOI 10.1093/aje/kwaa214 PubMed ID 33034341 

概要 この研究は、電撃および超低周波（ELF）磁界への職業的ばく露と運動神経

疾患との関連を、ニュージーランドにおける人口集団ベースの症例対照研究

で、職業‐ばく露マトリクスを用いて調べた。参加者を 2013-2016年に募集

した。電撃および ELF 磁界へのばく露のある職業への就労の有無、就労期

間、累積ばく露を、年齢、性別、民族性、社会経済的地位、教育、喫煙、飲

酒、運動、頭部または脊椎の損傷、および溶剤について調整したロジスティ

ック回帰を用いて評価し、その他のばく露について相互に調整した。分析は

全て性別で階層化して反復した。その結果、電撃を潜在的に受ける職業での

就労経験ありについてリスク上昇（オッズ比（OR）= 1.35、95%信頼区間（CI）

= 0.98-1.86）が認められ、最も強い関連（OR = 2.01、95% CI = 1.31-3.09）

は最も高いばく露レベルで認められた。ばく露期間についての分析では、電

撃へのばく露レベルが高い職業について非線形の関連、即ち短期間（3年未

満、OR =  4.69、95% CI = 2.25-9.77）および長期間（24年超、OR = 1.88、

95% CI = 1.05-3.36）の両方でリスク上昇が示唆され、その中間の期間では

関連はさほど強くなかった。ELF磁界との関連は認められなかった、と著者

らは報告している。 

 

№16 
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和文 

タイトル 

縦断的コホート研究で不妊治療を求めている女性の妊娠結果と電力周波数

磁界への個人ばく露との関連 

英文 

タイトル 

Association of personal exposure to power-frequency magnetic fields with pregnancy 

outcomes among women seeking fertility treatment in a longitudinal cohort study. 

著者 Ingle ME; Mínguez-Alarcón L; Lewis RC; Williams PL; Ford JB; Dadd R; Hauser 

R; Meeker JD; EARTH Study Team 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Fertil Steril 2020; 114 (5): 1058-1066 

国名 米国 

DOI 10.1016/j.fertnstert.2020.05.044 PubMed ID 33036793 

概要 この研究は、磁界への個人のばく露と、不妊治療クリニックに通院する女性

のコホートにおける妊娠結果との潜在的関連を、縦断的前向きコホートで調

べた。2012-2018 年に募集した、体外受精（n = 163サイクル）および／ま

たは子宮内受精（n = 123サイクル）を行った女性 119人を分析に含めた。

被験者は個人ばく露モニタを 24 時間連続で、数週間のインターバルで最大

3回装着した。主な妊娠結果として、着床、臨床妊娠、出産、流産を調べた。

その結果、磁界ばく露レベルの全日平均（およびピーク）の中央値および最

大値は、それぞれ 1.10 mG（2.14 mG）および 15.54 mG（58.73 mG）であっ

た。全体として、磁界ばく露尺度と不妊治療または妊娠結果との統計的に有

意な関連は認められなかった、と著者らは報告している。 

 

№17 

和文 

タイトル 

超低周波電磁界への長期間の職業的ばく露に関連する酸化ストレス 

英文 

タイトル 

Oxidative stress associated with long term occupational exposure to extremely low 

frequency electric and magnetic fields. 

著者 Bagheri Hosseinabadi M; Khanjani N; Norouzi P; Reza Mirbadie S; Fazli M; Mirzaii 

M 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Work 2020;  : Online 

国名 トルコ 
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DOI 10.3233/WOR-203244 PubMed ID 32925155 

概要 この研究は、超低周波（ELF）電磁界ばく露が脂質過酸化および抗酸化酵素

活性に影響を及ぼすかどうかを、ばく露群として発電所作業員 115人、非ば

く露群として事務所作業者 145人を対象に調べた。被験者の血清中のマロン

ジアルデヒド（MDA）、スーパーオキシドジスムターゼ（SOD）、カタラーゼ

（Cat）、総抗酸化能（TAC）を測定した。ELF電磁界ばく露はスポット測定お

よび IEEE C95.3.1規格に基づいて測定した。その結果、ばく露群では非ば

く露群と比較して、MDA、SODおよび Catのレベルが有意に高かったが、TAC

のレベルには有意差は認められなかった。MDAおよび SODのレベルは、電界

ばく露レベルが低い作業者よりも高い作業者で高かった。TAC 以外の全ての

酸化ストレス指標は、磁界ばく露が高いほど高かった。発電所作業者におけ

る抗酸化系の不均衡は、電磁界への長期間の職業的ばく露と関連しているか

も知れない、と著者らは結論付けている。 

 

№18 

和文 

タイトル 

筋萎縮性側索硬化症、超低周波磁界および電撃への職業的ばく露：系統的レ

ビューおよびメタ分析 

英文 

タイトル 

Amyotrophic lateral sclerosis, occupational exposure to extremely low frequency 

magnetic fields and electric shocks: a systematic review and meta-analysis. 

著者 Jalilian H; Najafi K; Khosravi Y; Röösli M 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Rev Environ Health 2020;  : Online 

国名 イラン 

DOI 10.1515/reveh-2020-0041 PubMed ID 32946420 

概要 超低周波（ELF）磁界および電撃へのばく露は多くの職場および職業で発生

するが、それらが筋萎縮性側索硬化症（ALS）の原因となるかどうかは不明

である。この系統的レビューおよびメタ分析は、ELF磁界および／または電

撃への職業的ばく露が ALS のリスク因子であるかどうかを調べた。2019 年

末までに発行された文献を PubMed、Embaseおよび Web of Scienceデータベ

ースで検索し、包含基準を満たした 27 報を同定した。プールしたリスク推

定値を、無作為効果メタ分析で計算した。その結果、ELF磁界への職業的ば

く露と ALSのリスクについては、弱いが有意な関連が認められ（プールした
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リスク推定値：1.20、95%信頼区間（CI）= 1.05-1.38）、研究間の不均一性

は中程度～高く、出版バイアスが見られた。電撃と ALSのリスクについては

関連は認められず（プールしたリスク推定値：0.97、95% CI = 0.80-1.17）、

研究間の不均一性は高く、出版バイアスはほとんど見られなかった。これら

の知見は、ELF磁界への職業的ばく露は ALSのリスク因子であるが、電撃は

そうではないことを示しているが、研究間の不均一性が中程度～高いこと

と、出版バイアスの可能性があることから、この結果は慎重に解釈すべきで

ある、と著者らは結論付けている。 

 

№19 

和文 

タイトル 

ヒト精子の運動性に対する低周波電界スクリーニングの影響 

英文 

タイトル 

Effect of low-frequency electric field screening on motility of human sperm. 

著者 Górski R; Kotwicka M; Skibińska I; Jendraszak M; Wosiński S 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Ann Agric Environ Med 2020; 27 (3): 427-434 

国名 ポーランド 

DOI 10.26444/aaem/116019 PubMed ID 32955226 

概要 この研究は、ヒト精子の運動性に対する 50 Hzの超低周波（ELF）電磁界の

影響をイン・ビトロで調べた。20 人の被験者から採取した精子サンプルを

ELF電磁界にばく露し、その 5、15、30分後に精子の運動性（1. 直線速度、

2. 頭部振動数、3. 頭部振幅、4. 前進運動率の均一性）を分析した。その

結果、ELF電磁界の影響力下では、精子の運動速度の有意な低下、および頭

部振動数の有意な増加が認められた。頭部振幅または前進運動性の均一性に

は影響は見られなかった、と著者らは報告している。 

 

№20 

和文 

タイトル 

2つの異なる強度の低周波磁界にばく露されたウズラ胚とその胚体外血管網

の形態計測的評価 

英文 

タイトル 

Morphometric evaluation of Japanese quail embryos and their extraembryonic 

vascular networks exposed to low-frequency magnetic field with two different 
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intensities. 

著者 Lola Costa EV; Silva Araújo VFD; Pereira Santos AP; de Albuquerque Nogueira R 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Electromagn Biol Med 2020; 39 (4): 403-410 

国名 ブラジル 

DOI 10.1080/15368378.2020.1821708 PubMed ID 32954862 

概要 この研究は、60 Hz磁界（0.16 および 0.65 mT）にばく露したウズラ（Coturnix 

japonica）の卵黄嚢膜の血管網における形態計測評価を実施した。合計 30

個の胚を 10 個ずつ、対照群、0.16 mT ばく露群、0.65 mT ばく露群に割付

け、スケルトン化した血管網の画像について 2つの方法（ボックスカウント

次元（Dbc）および情報次元（Dinf））で分析した。また、体重、頭位置の長

さ、体面積を評価した。その結果、血管網の画像分析および体重については

群間に差は認められなかったが、0.65 mT ばく露群の胚では成長（体面積お

よび頭長さのパーセンテージ）の低下が認められた、と著者らは報告してい

る。 

 

№21 

和文 

タイトル 

白血病の発症率が高く、ELF磁界へのばく露が高い都市での超低周波磁界と

小児の骨髄性急性リンパ芽球性白血病のリスク 

英文 

タイトル 

Extremely Low-Frequency Magnetic Fields and the Risk of Childhood B-Lineage 

Acute Lymphoblastic Leukemia in a City With High Incidence of Leukemia and 

Elevated Exposure to ELF Magnetic Fields. 

著者 Núñez-Enríquez JC; Correa-Correa V; Flores-Lujano J; Pérez-Saldivar ML; 

Jiménez-Hernández E; Martín-Trejo JA; Espinoza-Hernández LE; Medina-Sanson 

A; Cárdenas-Cardos R; Flores-Villegas LV; Peñaloza-González JG; Torres-Nava JR; 

Espinosa-Elizondo RM; Amador 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Bioelectromagnetics 2020; 41 (8): 581-597 

国名 メキシコ 

DOI 10.1002/bem.22295 PubMed ID 32965755 

概要 この研究は、ELF 磁界ばく露と小児の骨髄性急性リンパ芽球性白血病（B-
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ALL）との関連についての症例対照研究を、小児がんの発症率が高く、ELF磁

界へのばく露も高いメキシコシティ（メキシコ）で 2010-2011 年に実施し

た。16 歳未満の B-ALL 症例 290 人および対照 407 人について、居住環境で

の 24 時間の ELF 磁界測定値を取得した。対照は性別、年齢（±18 か月）、

医療機関でマッチングした。調整後のオッズ比（aOR）および 95%信頼区間

（CI）を計算した。<0.2 μT の磁界ばく露を参照群の定義に用いた。対照の

11.3%で≥0.3 μT の磁界ばく露が認められた。高ばく露カテゴリーの定義に

は異なるカットオフ値を用いた。それぞれのカットオフ値についての高ばく

露カテゴリーを、対応する低ばく露カテゴリーと比較して、B-ALLのリスク

上昇と関連付けた。その結果、カットオフ値が ≥0.2 μT では aOR = 1.26

（95% CI: 0.84-1.89）、 ≥0.3 μTでは aOR = 1.53（95% CI: 0.95-2.48）、 

≥0.4 μT では aOR = 1.87（95% CI: 1.04-3.35）、 ≥0.5 μTでは aOR = 1.80

（95% CI 0.95-3.44）、 ≥0.6 μT では aOR = 2.32（95% CI: 1.10-4.93）で

あった。磁界ばく露を連続変数（0.2 μTごと）とした場合も、B-ALLのリ

スクと関連付けられた（aOR = 1.06、95% CI: 1.01-1.12）。この研究では、 

≥0.3 μT にばく露される子どもの比率は、報告されている中では世界で最

も高かった、と著者らは報告している。 

 

№22 

和文 

タイトル 

前庭に特異的な高い超低周波磁気刺激に対するヒトの姿勢応答 

英文 

タイトル 

Human Postural Responses to High Vestibular Specific Extremely Low-Frequency 

Magnetic Stimulations. 

著者 Bouisset N; Villard S; Legros A 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

IEEE Access 2020; 8: 165387-165395 

国名 カナダ 

DOI 10.1109/ACCESS.2020.3022554 PubMed ID － 

概要 国際機関は、超低周波（ELF）磁界からの労働者および一般公衆の防護のた

めの基準およびガイドラインの更なる確立のためには、知識が欠如している

ことを認識している。これに関連して、この論文の著者らは、ヒトでの潜在

的悪影響のバイオマーカーとして姿勢制御を検討することを提案している。
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前庭系は、姿勢制御におけるその重要な役割と特異的な神経生理学的特徴か

ら、ELF 磁界の標的候補として挙げられているが、前庭への ELF磁界ばく露

が姿勢制御を変化させるかどうかについては結論が得られていない。このた

め、この研究は、外側前庭に特異的な ELF磁界刺激が実際の姿勢に及ぼすイ

ンパクトを調べた。健康な参加者 38 人の姿勢制御を、外側前庭に特異的な

ELF磁界刺激（20-160 Hz、最大で 142 T/s および同じ周波数の前庭電気刺

激）について分析した。空間的方向付けおよび移動変数の量を用いて姿勢の

変化を調べた。その結果、周波数条件に関わらず、ELF磁界および交流刺激

ばく露には有意な影響は認められなかった、と著者らは報告している。 

 

№23 

和文 

タイトル 

ミトコンドリア／カスパーゼ依存性のアポトーシス経路はアルツハイマー

病の神経細胞モデルに対する電力周波数電磁界の正の影響に役割を果たし

ている 

英文 

タイトル 

The Mitochondria/Caspase-Dependent Apoptotic Pathway Plays a Role in the 

Positive Effects of a Power frequency electromagnetic field on Alzheimer's Disease 

Neuronal Model: Running tittle: The effects & mechanism of PF-MF on an AD 

neuronal model. 

著者 Zuo H; Liu X; Li Y; Wang D; Hao Y; Yu C; Xu X; Peng R; Song T 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

J Chem Neuroanat 2020; 109: 101857 

国名 中国 

DOI 10.1016/j.jchemneu.2020.101857 PubMed ID 32918997 

概要 この研究は、ラットの褐色細胞腫（PC12）細胞を、神経成長因子（NGF、50 

ng/mL）およびアミロイドβ25-35（20 μmol/L）を用いたアルツハイマー病

（AD）神経モデルに誘導し、電力周波数磁界（50 Hz、100 µT、24時間）へ

のばく露による形態学的構造、細胞の生存率、アポトーシス率、およびアポ

トーシス関連タンパク質の発現における変化を、それぞれ光学および電子顕

微鏡、MTT アッセイ、免疫組織化学、フローサイトメトリならびに酵素結合

免疫吸着法で調べた。その結果、磁界ばく露の 3-12時間後、AD神経モデル

において病理学的損傷の部分的な改善、代謝活性の促進、アポトーシスの阻

害が認められた。加えて、磁界ばく露はカスパーゼ-8、カスパーゼ-3および
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CytCを有意に阻害したが、Bcl-2/Baxの比率を高めた。他方、磁界には Fas

および TNFR1 の発現への影響はなさそうであった。これらの結果は、AD 神

経も出るに対する電力周波数磁界の正の影響においては、ミトコンドリア／

カスパーゼ依存性のアポトーシス経路が重要な役割を果たしていることを

示すものであり、電力周波数磁界ばく露には AD の治療に対して潜在的な価

値があるかもしれないことを示唆しており、根底にある分子メカニズムを更

に研究する必要がある、と著者らは結論付けている。 

 

№24 

和文 

タイトル 

超低周波磁界への職業的ばく露におけるフーリエ変換赤外分光法による

DNAおよびヘモグロビンの品質評価 

英文 

タイトル 

Quality assessment of DNA and hemoglobin by Fourier transform infrared 

spectroscopy in occupational exposure to extremely low-frequency magnetic field. 

著者 Zendehdel R; Asadi S; Alizadeh S; Ranjbarian M 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Environ Sci Pollut Res Int 2020; 27 (36): 45374-45380 

国名 イラン 

DOI 10.1007/s11356-020-09503-8 PubMed ID 32789635 

概要 先行研究では、造血系に対する超低周波（ELF）磁界の影響が示されている

が、その分子的改変および生物学的毒性は不明である。この研究は、ヘモグ

ロビンおよび DNA の変化に対する ELF磁界への職業的ばく露の影響を、フー

リエ変換赤外（FTIR）分光法で調べた。発電所制御室内での作業従事者から

抽出した 29 人を ELF 磁界ばく露群、ばく露群と性別、年齢、労働経験、喫

煙習慣、社会経済的状態でマッチングしたボランティア参加者 29 人を対照

群とした。血液サンプルから DNA およびヘモグロビンを採取し、FTIR 分光

法で調べた。その結果、ばく露群および対照群の磁界ばく露レベルは、それ

ぞれ 0.38-50 μT および 0.19-20 μT の範囲であった。ばく露群のヘモグロ

ビンのレベルは 15.67 ± 1.42 g/dL で、対照群よりも有意に低く（p = 

0.0001）、ヘモグロビンの炭化水素（CH）含量および COO 構造に有意な変化

が認められた。更に、DNAには有機塩基の官能基による有意な変化が認めら

れた。これらの DNA およびヘモグロビンの構造変化はヒトの健康にリスクを

生じる可能性がある、と著者らは述べている。 
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№25 

和文 

タイトル 

Sprague-Dawley ラットの肝臓と腎臓のヘマトグラム、血液化学、線維症、お

よび酸化ストレス状態に対する長期間の 50 Hz 電力周波数電磁界ばく露の

影響に関する調査 

英文 

タイトル 

An Investigation Into the Effects of Long-Term 50-Hz Power-Frequency 

Electromagnetic Field Exposure on Hematogram, Blood Chemistry, Fibrosis, and 

Oxidant Stress Status in the Liver and the Kidney From Sprague-Dawley Rats. 

著者 Zhang Y; Wang J; Liu X; Ding L; Wu X; He M; Hou H; Ruan G; Lai J; Chen C 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Bioelectromagnetics 2020; 41 (7): 511-525 

国名 中国 

DOI 10.1002/bem.22291 PubMed ID 32841426 

概要 この研究は、Sprague-Dawley（SD）ラットにおける一般的な生理状態に対す

る、50 Hzの電力周波数電磁界（30、100、500 μT）への長期間のばく露の

影響を調べた。24 週間のばく露期間中、体格ならびに摂水量および摂餌量

を定期的に記録した。血液学的パラメータを 12 週毎に検出し、血液化学分

析を 4 週毎に実施した。屠殺後、ヘマトキシリン-エオシン、マッソン、お

よび免疫組織化学染色で形態学を同定した。線維症関連の遺伝子発現および

酸化ストレス状態も検出した。その結果、対照群と比較して、いずれの磁界

ばく露群においても、体格、摂餌量または摂水量への影響は認められず、血

液学的パラメータまたは血液化学分析にも有意差は認められなかった。更

に、形態学的アッセイでも、肝臓または腎臓の構造に対する磁界ばく露の影

響力は認められなかった。線維症関連の遺伝子発現および酸化ストレス状態

にも変化は認められなかった、と著者らは報告している。 

 

№26 

和文 

タイトル 

ミツバチを超低周波電磁界と農薬で処理する：アゾキシストロビンと λ-シ

ハロトリンの消失率と確率分子の幾つかの官能基の構造への影響 

英文 

タイトル 

Treating honey bees with an extremely low frequency electromagnetic field and 

pesticides: Impact on the rate of disappearance of azoxystrobin and λ-cyhalothrin and 

the structure of some functional groups of the probabilistic molecules. 



25 

著者 Piechowicz B; Sadło S; Woś I; Białek J; Depciuch J; Podbielska M; Szpyrka E; 

Kozioł K; Piechowicz I; Koziorowska A 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Environ Res 2020; 190 : 109989 

国名 ポーランド 

DOI 10.1016/j.envres.2020.109989 PubMed ID 32758720 

概要 この研究は、ミツバチ（Apis mellifera）の体内でのアゾキシストロビン（殺

菌剤の有効成分）およびλ-シハロトリン（殺虫剤の有効成分）の消失、な

らびにその確率分子の幾つかの官能基の構造に対する、50 Hz電磁界のイン

パクトを調べた。これらの薬剤はミツバチが受粉する作物の保護に用いられ

る。クロマトグラフィー法を用いて有効成分の消失を調べた。その結果、電

磁界は 6時間以内にミツバチの体内でのアゾキシストロビンおよびλ-シハ

ロトリンの消失率に影響を及ぼした。これらの有効成分を個別に用いた場

合、電磁界下での消失率はそれぞれ 1 時間あたり 12.6%から 10.5%、および

9.2%から 4.8%に低下し、両者を混合して用いた場合、消失率はそれぞれ 1時

間あたり 14.1%から 14.7%、および 9.3%から 11.5%に上昇した。ミツバチの

確率分子の官能基の変化をフーリエ変換赤外分光法（FTIR）で調べた結果、

電磁界はアミド Iおよび II、DNA、RNAおよびリン脂質振動からの対称 PO32-

グループに統計的に有意に干渉することが示された。また、電磁界はアゾキ

ストロビンをベースにした殺菌剤による確率分子の官能基の変化の数を増

加させたが、同時に、シハロトリンをベースにした殺虫剤および両者の混合

物で処理したミツバチの体内での官能基の変化を制限した。加えて、これら

の殺菌剤または殺虫剤で個別にまたは同時に処理したミツバチの電磁界ば

く露は、対照群と比較して、タンパク質の二次的構造に差を生じた（p < 

0.05）。これらの結果は、電磁界はミツバチの体内での殺虫剤の代謝率およ

び解毒過程に影響を及ぼすかも知れないことを示すものである、と著者らは

結論付けている。 

 

№27 

和文 

タイトル 

海底電力線から生じる電界および磁界の無脊椎動物への影響に関する現在

の知見 

英文 A current synthesis on the effects of electric and magnetic fields emitted by 
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タイトル submarine power cables on invertebrates. 

著者 Albert L; Deschamps F; Jolivet A; Olivier F; Chauvaud L; Chauvaud S 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Mar Environ Res 2020; 159 : 104958 

国名 フランス 

DOI 10.1016/j.marenvres.2020.104958 PubMed ID 32662447 

概要 このレビュー論文の著者らは、海洋の無脊椎動物に対する海底電力線からの

電界および磁界へのばく露の影響について論じている。電界および磁界の強

度は距離と共に低下するため、底生の無脊椎動物はそのような潜在的にばく

露される領域の主要な動物種である。この著者らは、海洋における自然のお

よび人工的な電界および磁界発生源についての背景となる知識について紹

介した上で、海洋無脊椎動物の磁気および電気受容性についての証拠を取り

まとめ、人工的な発生源との相互作用についての知識の現状を強調し、更な

る研究を要する主なギャップと今後の課題について論じている。 

 

№28 

和文 

タイトル 

燃え尽き症候群およびうつ病の重症度に対する超低周波電磁界ばく露の影

響の調査；酸化ストレスの役割 

英文 

タイトル 

Investigating the effects of exposure to extremely low frequency electromagnetic 

fields on job burnout syndrome and the severity of depression; the role of oxidative 

stress. 

著者 Bagheri Hosseinabadi M; Khanjani N; Ebrahimi MH; Mousavi SH; Nazarkhani F 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

J Occup Health 2020; 62 (1): e12136 

国名 イラン 

DOI 10.1002/1348-9585.12136 PubMed ID 32710586 

概要 この研究は、火力発電所の労働者における燃え尽き症候群およびうつ病の重

症度に対する、超低周波（ELF）電磁界ばく露によって生じるかも知れない

影響、ならびに酸化ストレスの役割を調べた。火力発電所労働者 115人（ば

く露群）および病院の管理職員 124人（非ばく露群）について、血清サンプ

ル中のマロンジアルデヒド（MDA）、スーパーオキシドジスムターゼ（SOD）、
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カタラーゼ（CAT）等の酸化ストレスのバイオマーカーのレベル、ならびに

総抗酸化能を測定した。IEEE C95.3.1 規格を用いて各発電所で電界および

磁界ばく露を測定した。燃え尽き症候群およびうつ病の重症度は Maslach燃

え尽き症候群および Beckうつ病インベントリを用いて評価した。その結果、

ばく露群では非ばく露群と比較して、MDAおよび SODのレベルが有意に低か

った。ばく露群では燃え尽き症候群の有病率およびうつ病の重症度が高かっ

た。多重線形回帰では、労働経験、MDAレベル、磁界ばく露レベルが、燃え

尽き症候群およびうつ病の重症度の最も重要な予測変数であることが示さ

れた。また、CAT のレベルの減少が燃え尽き症候群の増加と有意に関連して

いた。これら結果から、ELF電磁界にばく露される火力発電所の労働者には

燃え尽き症候群およびうつ病のリスクがあり、その影響は磁界ばく露によっ

て直接的に、または酸化ストレス指標の上昇によって間接的に引き起こされ

る可能性がある、と著者らは結論付けている。 

 

№29 

和文 

タイトル 

小学校の授業中の超低周波磁界ばく露測定 

英文 

タイトル 

Extremely Low-Frequency Magnetic Fields Exposure Measurement during Lessons 

in Elementary Schools. 

著者 Park J; Jeong E; Seomun G 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Int J Environ Res Public Health 2020; 17 (15): E5284 

国名 韓国 

DOI 10.3390/ijerph17155284 PubMed ID 32707979 

概要 この研究は、環境中の超低周波（ELF）磁界への小学生のばく露をより良く

理解するため、4つの学校の 5つの教室でデジタル学習の授業中に ELF磁界

の数値を測定した。測定には EMDEX IIフィールドアナライザを用いて、教

室内の各児童の座席の位置でばく露レベルを調べた。その結果、ELF磁界ば

く露レベルは国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）のガイドラインよりも

低かったが、学校および各児童の座席によって有意差が認められた。児童の

座席の位置での ELF磁界ばく露は主に電気製品、電気配線、配電盤から生じ

ていたが、発生源からの距離の増加と共にばく露レベルは減少した。このこ
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とから、学校でのデジタル学習のための安全で適切な環境のデザイン、例え

ば児童の ELF 磁界ばく露をできるだけ避けるための適切な座席配置が重要

である、と著者らは結論付けている。 

 

№30 

和文 

タイトル 

電磁界を原因と考える本態性環境不耐性の研究における共同設計されたば

く露プロトコル 

英文 

タイトル 

Co-Designed Exposure Protocol in the Study of Idiopathic Environmental 

Intolerance Attributed to Electromagnetic Fields. 

著者 Ledent M; Vatovez B; Pirard W; Bordarie J; Prignot N; Oftedal G; Geuzaine C; 

Beauvois V; Bouland C; Verschaeve L; Dieudonné M 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Bioelectromagnetics 2020; 41 (6): 425-437 

国名 ベルギー 

DOI 10.1002/bem.22281 PubMed ID 32602188 

概要 電磁界を原因と考える本態性環境不耐症（IEI-EMF）が電磁界によって生じ

るという仮説は、IEI-EMFの人々を実験室環境において特定の電磁界にばく

露し、その反応を観察する誘発研究で広く調査されてきた。そうした研究の

大多数では、ばく露とは独立した反応が認められているが、それらの研究の

大半には研究デザインおよび方法論における限界があり、その知見にバイア

スを生じたか、その精度を低下させた可能性がある。この論文の著者らが実

施する ExpoComm プロジェクトには、プロトコルの開発に IEI-EMF の人々を

関与させること、検査に対する不安の低減、プロトコルの個人化、試験前の

中立的または自然の反応性状態の検証、ならびに人工的なものではなく実際

の発生源を用いること、といった複数のイノベーションが導入されている。

IEI-EMFの人々を関与させることの目的は、技術的制約および科学的な品質

要件を尊重しつつ、プロトコルの関連性および受容性を高めることである、

と著者らは論じている。 

 

№31 

和文 

タイトル 

50 Hzの均一磁界へのばく露によって脳に誘導される電界の個人間のばらつ

き 
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英文 

タイトル 

Inter-individual variations in electric fields induced in the brain by exposure to 

uniform magnetic fields at 50 Hz. 

著者 Soldati M; Murakami T; Laakso I 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Phys Med Biol 2020; 65 (21): 215006 

国名 フィンランド 

DOI 10.1088/1361-6560/aba21e PubMed ID 32615544 

概要 国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）のガイドラインおよび電気電子学会

（IEEE）の規格は、電磁界へのヒトのばく露に対する安全限度を策定してい

る。低い周波数では、身体内部の誘導電界と外部の磁界との関連付けにおい

て、極少数の計算人体モデルまたは単純化された幾何学形状が用いられてい

る。その結果、ICNIRPガイドラインと IEEE規格はどちらも、個人間のばら

つきを考慮せずに、外部磁界に対するばく露参考レベルを導出している。こ

の論文で著者らは、50 Hzの一様な磁界にばく露された 118 人の脳に誘導さ

れた、最大電界強度のばらつきについての定量的データを提示している。著

者らは、年齢や頭蓋骨の容積といった個人的特徴、ならびに入射磁界の向き

が、電界のピーク値に体系的に影響することを見出した。高齢者では誘導電

界強度がより高く、これは年齢に関連した脳の解剖学的変化によるものであ

る可能性がある。頭蓋骨の容積が大きいほど、また入射磁界が横向きの場合

に、電界強度のピーク値は高かった。更に、ばく露制限の導出の際に ICNIRP

が用いた解剖学的モデルから提示される電界のピーク値は、ここで得られた

値よりも相当高かった。対照的に、IEEE が用いた楕円ばく露モデルからは、

電界のピーク値はより低かった。この結果は、異なる解剖学的モデル間の誘

導電界のドシメトリにおける不確かさを低減するものであり、ここで得られ

た結果は、低周波電磁界ばく露からの人体防護のための参考レベル導出の際

の適切な低減係数の選択の基礎に用いることができる。これらの知見は現行

のガイドラインおよび規格の改定およびハーモナイゼーションにおいて有

益である、と著者らは結論付けている。 

 

№32 

和文 

タイトル 

超低周波電磁界はヒト肺線維芽細胞株 MRC-5 の増殖能および酸化還元恒常

性の変化を生じる 



30 

英文 

タイトル 

Extremely low-frequency electromagnetic field induces a change in proliferative 

capacity and redox homeostasis of human lung fibroblast cell line MRC-5. 

著者 Lekovic MH; Drekovic NE; Granica ND; Mahmutovic EH; Djordjevic NZ 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Environ Sci Pollut Res Int 2020; 27 (31): 39466-39473 

国名 セルビア 

DOI 10.1007/s11356-020-10039-0 PubMed ID 32651790 

概要 この研究は、超低周波（ELF）電磁界にばく露したヒト肺線維芽細胞株 MRC-

5の増殖能および酸化還元恒常性の変化を調べた。MRC-5を 1時間／日、1、

2、3、7日間、50 Hz電磁界にばく露し、最後のばく露の 24時間後に細胞の

増殖能、ならびに酸化／抗酸化系の成分（スーパーオキシドアニオン（O2.-）、

過酸化水素（H2O2）、一酸化窒素（NO）、ペルオキシナイトライト（ONOO-）、

還元型グルタチオン（GSH）、酸化型グルタチオン（GSSG）、スーパーオキシ

ドジスムターゼ（SOD）、カタラーゼ（CAT）、グルタチオン ペルオキシダー

ゼ（GSH-Px）、グルタチオン還元酵素（GR）、およびグルタチオン S-トランス

フェラーゼ（GST））の濃度および活性を判定した。その結果、ELF電磁界は

酸化／抗酸化防御系の偏重を通じて MRC-5の細胞周期の制御に影響し、その

影響はばく露時間に依存することが示された、と著者らは報告している。 

 

№33 

和文 

タイトル 

満員の高速鉄道車両における電磁界ばく露の安全性評価 

英文 

タイトル 

Safety Assessment of Electromagnetic Exposure in High-Speed Train Carriage with 

Full Passengers. 

著者 Tian R, Lu M 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Ann Work Expo Health 2020; 64 (8): 838-851 

国名 中国 

DOI 10.1093/annweh/wxaa048 PubMed ID 32483584 

概要 この研究は、満員時に電力ケーブルにばく露される高速鉄道車両内の電磁環

境の安全性を評価した。COMSOL Multiphysicsソフトウェアを用いて、実際
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の車両、2組の電力ケーブルと 84人の乗客の電磁気学的モデルを設定した。

車両内ならびに乗客の体内および皮膚表面での誘導電界及び磁界の分布を

調べた。その結果、窓での誘導電界および磁界は乗客よりも高く、誘導電界

および磁界の最大値は、それぞれ 2.0 × 10^5 mV/mおよび 2627.10 µT であ

ることが示された。乗客 84 人の脳組織での誘導電界および磁界の最大値は

3 列目に生じ、3 列目の乗客の頭部の横断面での誘導電界および磁界は通路

側よりも窓側で大きいことが示された。3列目では、窓の近くの 2人の乗客

の頭部における誘導電界および磁界の最大値は、それぞれ 94.6 mV/m、90.9 

µT、96.3 mV/m、90.4 µT であった。取得したデータは全て、国際非電離放射

線防護委員会（ICNIRP）の参考レベル以下で、車両が満員の場合の電力ケー

ブルから生じる電磁界ばく露は乗客の健康に対する脅威とはならないこと

が示された、と著者らは報告している。 

 

№34 

和文 

タイトル 

妊娠初期の電磁界放射の結果‐イン・ビトロでのブタの子宮筋からのアンド

ロゲン合成および放出 

英文 

タイトル 

Consequences of electromagnetic field (EMF) radiation during early pregnancy - 

androgen synthesis and release from the myometrium of pigs in vitro. 

著者 Franczak A, Waszkiewicz EM, Kozlowska W, Zmijewska A, Koziorowska A 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Anim Reprod Sci 2020; 218 : 106465 

国名 ポーランド 

DOI 10.1016/j.anireprosci.2020.106465 PubMed ID 32507253 

概要 この研究は、胎児の着床前後の期間のブタから採取した子宮筋層のステロイ

ド産生活性に対する、非電離の電磁放射の影響を調べた。子宮筋スライスを

電磁界（50 Hzおよび 120 Hz、2および 4時間インキュベート）で処理し、

アロマターゼチトクローム P450 17α-ヒドロキシラーゼ／C17-20リアーゼ

（CYP17A1）および 3β-ヒドロキシステロイドデヒドロゲナーゼ／Δ5-Δ4

イソメラーゼ（HSD3B1）mRNA 転写産物の量、チトクローム P450c17 および

3βHSD タンパク質の量、ならびにアンドロステンジオン（A4）およびテスト

ステロン（T）の分泌について調べた。電磁界からの防護剤としてのプロゲ

ステロン（P4）の機能を調べるため、一部のスライスを P4 で処理した。P4
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なしでインキュベートしたスライスでは、50 Hz の電磁界はチトクローム

P450c17 タンパク質の量（4時間）、HSD3B1 mRNA転写産物の量（4時間）、A4

放出（2時間）を変化させ、P4で処理したスライスでは T放出（2時間）を

変化させた。120 Hzの電磁界は、P4処理なしのスライスでは A4放出（2時

間および 4時間）を変化させたが、P4処理ありのスライスでは CYP17A1 mRNA

転写産物の量（4時間）、3βHSD タンパク質の量（4時間）、A4放出（4時間）

および T放出（2時間）を変化させた、と著者らは報告している。 

 

№35 

和文 

タイトル 

ヒトの健康に対する超低周波磁界ばく露の生物学についての洞察 

英文 

タイトル 

Insights in the biology of extremely low-frequency magnetic fields exposure on 

human health. 

著者 Karimi A, Ghadiri Moghaddam F, Valipour M 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Mol Biol Rep 2020; 47 (7): 5621-5633 

国名 イラン 

DOI 10.1007/s11033-020-05563-8 PubMed ID 32515000 

概要 このレビュー論文は、ELF 磁界の生物学の理解における最近の進展につい

て、介在する疾病のメカニズムに焦点を当てて考察すると共に、がん、神経

疾患、心臓血管疾患、生殖系疾患に対する ELF磁界ばく露の影響についての

最新の実験研究および疫学研究の結果を要約している。ゲノム不安定性効果

についての最近の見解、ならびに ELF磁界療法についての科学的証拠につい

ても言及している。この論文の著者らは、ELF磁界ばく露には電流密度、磁

界強度およびばく露の持続時間に応じた有害な生物学的影響、ならびに、ELF

磁界ばく露と小児がん、アルツハイマー病および流産との間に相関があるこ

とを示す疫学的証拠がある、と結論付けている。一方、成人のがんについて

はリスク上昇は認められておらず、心臓血管系疾患の死亡率については一貫

性のある証拠はない、としている。 

 

№36 

和文 皮膚線維芽細胞の成長および増殖速度の減少および増加に対する電磁界の



33 

タイトル 影響 

英文 

タイトル 

The effect of electromagnetic field on decreasing and increasing of the growth and 

proliferation rate of dermal fibroblast cell. 

著者 Naghibzadeh M, Gholampour S, Naghibzadeh M, Sadeghian-Nodoushan F, Nikukar 

H 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Dermatol Ther 2020; 33 (4): e13803 

国名 イラン 

DOI 10.1111/dth.13803 PubMed ID 32526050 

概要 この研究は、皮膚線維芽細胞に対する 50 Hz磁界ばく露（24、48、72時間）

の影響を調べた。その結果、24、48 および 72 時間のばく露強度を 2 mT か

ら 1 mT に減少させると、線維芽細胞がそれぞれ 60.3%、144.9%および 90.1%

増加した。48 および 72時間のばく露強度を 3mT から 4 mT に増加させると、

線維芽細胞がそれぞれ 6.8%および 86.7%減少した。これらの結果から、傷や

皮膚病変の治癒に最も適したばく露条件は、磁界強度を 2mT から 0.5mT に減

少させ、ばく露時間を 24時間から 72時間に増加させることであることが示

唆された、と著者らは結論付けている。 

 

№37 

和文 

タイトル 

アルゼンチンモリゴキブリ［Blaptica dubia］のエネルギー代謝および移動

に対する磁界への慢性ばく露のインパクト 

英文 

タイトル 

The impact of chronic exposure to a magnetic field on energy metabolism and 

locomotion of Blaptica dubia. 

著者 Todorović D, Ilijin L, Mrdaković M, Vlahović M, Grčić A, Petković B, Perić-

Mataruga V 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Int J Radiat Biol 2020; 96 (8): 1076-1083 

国名 セルビア 

DOI 10.1080/09553002.2020.1770360 PubMed ID 32412321 

概要 この研究は、静磁界および超低周波（ELF）磁界への慢性ばく露による、ア

ルゼンチンモリゴキブリへの影響を包括的に分析した。1月齢の幼虫を静磁
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界（110 mT）または ELF磁界（50 Hz、10 mT）に 5か月間ばく露し、10分間

のオープンフィールド試験で移動（移動距離、移動時間および平均速度）を

モニタした。その後、脂肪体とその主成分（グリコーゲンおよび総脂質）の

量を判定した。幼虫の体重を磁界ばく露の 1か月後および 5か月後にも推定

した。その結果、静磁界および ELF磁界への慢性ばく露は、幼虫の体重およ

び脂肪体中のグリコーゲン量を減少させたが、移動についての全てのパラメ

ータを増加させた。また、静磁界への慢性ばく露は脂肪体中の総脂質量を増

加させたが、ELF磁界への慢性ばく露は脂肪体および総脂質量を減少させた。

これらの知見は、ゴキブリの幼虫は印加した磁界に対して敏感であること、

ならびに、ストレス条件を克服するためのエネルギー代謝戦略が、静磁界と

ELF磁界に対して異なることが示された、と著者らは結論付けている。 

 

№38 

和文 

タイトル 

超低周波電磁界への職業的ばく露と聴神経鞘腫との関連についての症例対

照研究 

英文 

タイトル 

Case-control study on occupational exposure to extremely low-frequency 

electromagnetic fields and the association with acoustic neuroma. 

著者 Carlberg M, Koppel T, Ahonen M, Hardell L 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Environ Res 2020; 187 : 109621 

国名 スウェーデン 

DOI 10.1016/j.envres.2020.109621 PubMed ID 32422481 

概要 この研究は、1997-2003 年および 2007-2009年の期間の脳および頭部腫瘍に

ついての症例対照研究で、生涯の職業ならびに異なる因子へのばく露を評価

した。INTEROCC 研究における超低周波（ELF）磁界についての職業‐ばく露

マトリクスを用いて、ELF磁界ばく露（μT）と聴神経鞘腫を関連付けた。累

積ばく露（μT-年）、平均ばく露（μT）および最もばく露された職業（μT）

を計算した。その結果、いずれのカテゴリーでも、聴神経鞘腫のリスク上昇

葉認められなかった。累積ばく露が最も高いカテゴリー（>8.52 μT-年）で

は、オッズ比（OR）= 1.2、95%信頼区間（CI）= 0.8-2.0、P値の線形傾向 = 

0.37と計算された。1-14年および 15年超の潜伏期間での統計的に有意なリ

スクは認められなかった。ELF磁界への職業的ばく露は聴神経鞘腫のリスク
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上昇とは関連していなかった、と著者らは結論付けている。 

 

№39 

和文 

タイトル 

高レベルの超低周波磁界下でのヒトの姿勢制御 

英文 

タイトル 

Human Postural Control Under High Levels of Extremely Low Frequency Magnetic 

Fields. 

著者 Bouisset N, Villard S, Legros A 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

IEEE Access 2020; 8: 101377-101385 

国名 カナダ 

DOI 10.1109/ACCESS.2020.2997643 PubMed ID  

概要 これまで、超低周波（ELF）磁界は誘導電界を通じてヒトの前庭機能にイン

パクトを及ぼすという仮説に基づき、姿勢制御を変調させる前庭での理論的

閾値として 4 T/s が提唱されてきたが、この値を超えるデータは欠如してい

た。この研究は、健康な参加者 20人の姿勢制御に対する、4T/s の閾値を超

える頭部全体への一様な ELF磁界刺激（20 Hz、60 Hz、90 Hz）のインパク

トを、揺れの速度、主方向、空間分散について調べた。その結果、3つの周

波数のいずれについても、ELF磁界ばく露の有意な影響は認められなかった。

事前の予想よりも ELF磁界のインパクトが弱かったのは、前庭系のごく一部

にしかインパクトを及ぼさなかったためであろう、と著者らは結論付けてい

る。 

 

№40 

和文 

タイトル 

高圧架空電力線の近傍での電界および空気イオンばく露と成人のがん：イン

グランドおよびウェールズにおける症例対照研究 

英文 

タイトル 

Electric field and air ion exposures near high voltage overhead power lines and adult 

cancers: a case control study across England and Wales. 

著者 Toledano MB, Shaddick G, de Hoogh K, Fecht D, Sterrantino AF, Matthews J, 

Wright M, Gulliver J, Elliott P 

誌名 年; 

巻(号):頁

Int J Epidemiol 2020; 49 Suppl 1: i57-i66 
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-頁 

国名 英国 

DOI 10.1093/ije/dyz275 PubMed ID 32293005 

概要 高圧架空電力線から生じる電界および荷電イオンが成人のがんリスクとど

のように関連し得るかを説明するため、様々なメカニズムの仮説が提唱され

ているが、これまで大規模な疫学研究での系統的な探索は実施されてこなか

った。この研究は、英国のイングランドおよびウェールズ地方における

1974-2008年の成人のがんリスクを、高圧架空電力線から 600 mでのモデル

化したイオン濃度（cm^3あたり）（口腔、肺、呼吸器系のがんに集中して分

析）、ならびに 25 mでの電界計算値（悪性黒色腫以外の皮膚がんに集中して

分析）との関連で調べた。その結果、空気イオン濃度が 5 段階中の最高位

（0.504-1）の群を、最低位（0-0.01879）の群と比較したところ、年齢、性

別、貧困および過疎について調整したオッズ比（OR）は、口腔がんについて

0.94（95%信頼区間（CI）= 0.82-1.08）から、呼吸器系のがんについて 1.03

（95% CI = 0.97-1.09）の範囲で、リスクに傾向は認められなかった。代替

モデルから推定したコロナイオン［訳注：送電線等からの発光（コロナ）を

伴う放電により電離（イオン化）した大気構成分子］を用いたがんリスクの

パターンも同様であった。ケラチノサイト癌腫については、電界強度が 3段

階中の最高位（1.06-4.11 kV/m）の群を、最低位（< 0.70kV/m）の群と比較

したところ、調整後の ORは 1.23（95% CI = 0.65-2.34）で、リスクに傾向

は認められなかった。これらの結果は、電力線の近傍での空気イオン濃度ま

たは電界が成人のがんリスクと関連している、という仮説を支持する証拠を

提示していない、と著者らは結論付けている。 

 

№41 

和文 

タイトル 

空間補間に基づく電磁界ばく露地図の分析と開発 

英文 

タイトル 

Analysis and development of an electromagnetic exposure map based in spatial 

interpolation. 

著者 de Andrade HD, de Figuêiredo AL, Fialho BR, Paiva JLdaS, Queiroz Júnior IdeS, 

Sousa MET 

誌名 年; 

巻(号):頁

Electron Lett 2020; 56 (8): 373-375 
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-頁 

国名 ブラジル 

DOI 10.1049/el.2019.3854 PubMed ID － 

概要 この研究は、230 kV、60 Hz の空気絶縁変電所における電磁界ばく露レベル

および空間分布の分析方法を提案している。領域内全体での電磁界の挙動お

よびレベルの完全な評価を可能にするため、電流規格および空間補間法に基

づいて測定プロトコルを決定し、等電圧図を作成している。その結果、当該

領域内でのばく露レベルは規制当局が勧告するレベル以下であることが示

された、と著者らは報告している。 

 

№42 

和文 

タイトル 

ラットの心臓血管系に関連するパラメータに対する 500 µT の 50 Hz 電磁界

の影響の調査 

英文 

タイトル 

Examination of the Effect of a 50-Hz Electromagnetic Field at 500 μT on Parameters 

Related With the Cardiovascular System in Rats. 

著者 Zhang Y, Li L, Liu X, Ding L, Wu X, Wang J, He M, Hou H, Ruan G, Lai J, Chen C 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Front Public Health 2020; 8 : 87 

国名 中国 

DOI 10.3389/fpubh.2020.00087 PubMed ID 32318532 

概要 この研究は、500 μTの 50 Hz磁界ばく露がラットの心臓血管系に及ぼす影

響を調べた。48週齢の雄の Sprague-Dawleyラットを無作為に擬似ばく露群

およびばく露群に割り付けた。20 時間／日、24 週間の磁界ばく露中、血圧

および脈拍数を 4週毎に記録した。屠殺前に、心電図、心エコー検査、およ

び心臓カテーテル検査分析を実施し、心臓の機能を評価した。また、ヘマト

キシリン‐エオシン（HE）染色、ウェスタンブロット、リアルタイムポリメ

ラーゼ連鎖反応（PCR）検査を実施し、心臓のリモデリングの徴候である形

態学的および分子構造的な変化を同定した。その結果、心拍数、血圧、脈拍

数に対する磁界ばく露の影響は認められなかった。HE 染色でも形態学およ

び心筋細胞の配置に変化は認められなかった。更に、心臓の肥大に関連した

遺伝子の mRNA およびタンパク質レベルへの影響もなかった。心エコー検査

および心臓カテーテル検査でも、ばく露群と擬似ばく露群の心臓の機能に有
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意差は認められなかった、と著者らは報告している。 

 

№43 

和文 

タイトル 

電磁界と健康リスクについての最近の研究－スウェーデン放射線安全庁

（SSM）の電磁界についての科学評議会の第 14次報告書、2019年 

英文 

タイトル 

Recent Research on EMF and Health Risk - Fourteenth report from SSM’s Scientific 

Council on Electromagnetic Fields, 2019 

著者 Huss A, Poulsen AH, Dasenbrock C, van Rongen E, Danker-Hopfe H, Mjönes L, 

Moberg L, Röösli M 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Swedish Radiation Safety Authority (SSM) 2020; SSM Report 04 : 1-72 

国名 スウェーデン 

DOI － PubMed ID － 

概要 スウェーデン放射線安全庁（SSM）の「電磁界についての科学評議会」は、

電磁界へのばく露に関連する潜在的健康リスクについての現行の研究をモ

ニタし、あるかも知れない健康リスクの評価について同庁に助言を提示して

いる。科学的検証が必要な政策事案について同庁が提言を示さなければなら

ない場合、同評議会は助言を提示する。同評議会には、現行の研究及び知識

の状況について、書面での報告の提出が毎年求められている。この報告書は

一連の報告書の 14番目のもので、2018 年 4月から 2018年 12月までに発表

された、異なる領域の電磁界（静磁界、低周波、中間周波、および無線周波

電磁界）、ならびに、生物学的研究、ヒト研究、疫学研究等の異なるタイプ

の研究をカバーしている。今回の報告書では、「電磁界ばく露と健康リスク

との新たに確立された因果関係は同定されなかった」と結論付けている。 

 

№44 

和文 

タイトル 

発電所労働者のコメット解析の指標およびアポトーシスに対するビタミン E

および Cの影響：二重盲検無作為化対照臨床試験 

英文 

タイトル 

The effect of vitamin E and C on comet assay indices and apoptosis in power plant 

workers: A double blind randomized controlled clinical trial. 

著者 Bagheri Hosseinabadi M, Khanjani N, Atashi A, Norouzi P, Mirbadie SR, Mirzaii M 

誌名 年; Mutat Res Genet Toxicol Environ Mutagen 2020; 850–851: 503150 
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巻(号):頁

-頁 

国名 イラン 

DOI 10.1016/j.mrgentox.2020.503150 PubMed ID 32247559 

概要 この研究は、2017 年 7 月～11 月に運用開始した複数の火力発電所の従業員

81 人に対するビタミン E および C 補充の効果を、二重盲検無作為化対照臨

床試験で調べた。従業員を以下の 4 群に割付けた：グループ 1（ビタミン E 

400単位／日投与群）、グループ 2（ビタミン C 1000 mg／日投与群）、グル

ープ 3（ビタミン E＋C投与群）、グループ 4（非介入群）。末梢血リンパ球の

DNA損傷およびアポトーシスを、それぞれコメット解析およびフローサイト

メトリで調べた。その結果、ビタミン E投与群のコメットのテール強度およ

びテール長、ならびにビタミン E＋C投与群およびビタミン C投与群（DNA損

傷指標を除く）の全てのコメット解析指標は、介入後に有意に低下したが、

対照群ではコメット解析指標に有意な変化は認められなかった。初期アポト

ーシス、後期アポトーシスおよびネクローシスを含むフローサイトメトリ指

標には、どの群にも介入後の変化は認められなかった。抗酸化ビタミン Eお

よび Cの投与は、非酵素的な抗酸化防御システムの活性を高め、DNAを超低

周波磁界ばく露による損傷から防護する、と著者らは結論付けている。 

 

№45 

和文 

タイトル 

活線労働者の磁界ばく露：ドシメトリ分析 

英文 

タイトル 

Exposure of Live-Line Workers to Magnetic Fields: A Dosimetric Analysis. 

著者 Bottauscio O, Arduino A, Bavastro D, Capra D, Guarneri A, Parizia AA, Zilberti L 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Int J Environ Res Public Health 2020; 17 (7): E2429 

国名 イタリア 

DOI 10.3390/ijerph17072429 PubMed ID 32252473 

概要 この研究は、Dawson他（2002）による研究を拡張し、より進化した解剖学的

モデル、「物理的作用因子（電磁界）に起因するリスクへの労働者のばく露

についての健康および安全の最低要求事項に関する欧州指令（2013/35/EU）」
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の新たな参考値、ならびに、2つの代用ソルバーの相互比較およびデータフ

ィルタリングの利用に基づく新たな手法を考慮して、高圧架空線および変電

所から生じる磁界への活線労働者のばく露に関連したドシメトリを分析し

ている。その結果、素手での高圧活線作業についてのばく露シナリオについ

ては、分析したどの位置でも、中枢神経系の組織およびその他の組織に対す

る一部のアクションレベルは超過するが、ばく露限度は超過しないことが示

された。220 kVおよび 380 kV線の近くの変電所での労働者のばく露につい

ては、線トラップを流れる電流が 1000 Aを超えなければ、トラップコイル

ばく露は規制限度に適合することが示された。ケーブル結合部の近くの変電

所での労働者のばく露については、位相電流値が 1600 A（二乗平均値）では

体内誘導電界の値は常に規制限度以下であることが示された、と著者らは報

告している。 

 

№46 

和文 

タイトル 

カリフォルニア電力線研究（CAPS）において磁界が小児白血病に及ぼす影響

を推定する際の住居の種類の役割 

英文 

タイトル 

The role of dwelling type when estimating the effect of magnetic fields on childhood 

leukemia in the California Power Line Study (CAPS). 

著者 Amoon AT, Crespi CM, Nguyen A, Zhao X, Vergara X, Arah OA, Kheifets L 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Cancer Causes Control 2020; 31 (6): 559-567 

国名 米国 

DOI 10.1007/s10552-020-01299-9 PubMed ID 32277327 

概要 この研究は、小児白血病に対する居住環境磁界ばく露の潜在的影響を推定す

る際の住居の種類の役割を、「カリフォルニア電力線研究（CAPS）」のデータ

を用いて調べた。この文脈では、住居の種類はリスク因子、リスク因子の代

用指標、磁界ばく露の原因、交絡因子、影響‐措置修飾因子［effect-measure 

modifier］、またはそれらの組合せとなり得る。2,000 人を超える被験者の

出生時の住居の種類についてのデータを取得した。多変数調整ロジスティッ

ク回帰を用いて、住居の種類が小児白血病のリスク因子か、どの共変量およ

び磁界ばく露が住居の種類と関連しているか、未調整の交絡がないという仮

定の下では磁界と白血病との関連において住居の種類は潜在的交絡因子か、
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あるいは影響‐措置修飾因子か、を調べた。その結果、大多数の子どもは一

戸建て、または二棟建ての住居に住んでいた（70%）。住居の種類は人種／民

族および社会経済状態と関連していたが、他の交絡因子について調整後の小

児白血病のリスクとは関連しておらず、潜在的交絡因子としての調整後は磁

界と白血病との関連を変化させなかった。階層化では、乗法スケールでの住

居の種類毎の潜在的な影響‐措置修飾が明らかになった。CAPS のデータセ

ットでは、住居の種類は白血病のリスク因子または交絡因子として磁界と白

血病との関連において重要な役割を担っていないようである、と著者らは結

論付けている。 

 

№47 

和文 

タイトル 

住居の電力線への近接度と一般公衆における脳腫瘍のリスク 

英文 

タイトル 

Residential proximity to power lines and risk of brain tumor in the general 

population. 

著者 Carles C, Esquirol Y, Turuban M, Piel C, Migault L, Pouchieu C, Bouvier G, Fabbro-

Peray P, Lebailly P, Baldi I 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Environ Res 2020; 185 : 109473 

国名 フランス 

DOI 10.1016/j.envres.2020.109473 PubMed ID 32278161 

概要 この研究は、フランスにおける住居の電力線への近接度と成人の脳腫瘍との

関連を、地理情報システムを用いて調べた。電力線の位置情報についての地

理的データソースを用いて、住居から電力線までの距離、ならびに住居の近

傍の電力線の数に基づくばく露スコアを作成した。マッチングした組合せに

対し、条件付きロジスティック回帰を用いてオッズ比（OR）および 95%信頼

区間（CI）を推定した。その結果、高圧線から 50 m未満での累積居住期間

と、脳腫瘍全体（OR 2.94; 95%CI 1.28-6.75）、および神経膠腫（OR 4.96; 

95%CI 1.56-15.77）との有意な関連が認められた、と著者らは報告している。 

 

№48 

和文 発電所における電磁界ばく露：従業員の労働安全認識の定性的評価 
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タイトル 

英文 

タイトル 

Electromagnetic field exposure in power plants: a qualitative assessment of work 

safety perceptions among employees. 

著者 Stege TAM, Bolte JFB, Claassen L, Timmermans DRM 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

J Risk Res 2020; 23 (12): 1650-1660 

国名 オランダ 

DOI 10.1080/13669877.2020.1750459 PubMed ID － 

概要 この研究は、発電所従業員の電磁界ばく露に関する労働安全についての認識

を調べるため、オランダの 3 箇所の発電所（原子力以外）で 15 個の準構造

化インタビューを実施した。その結果、この研究における発電所は必要な場

所でのフェンスおよび警告標識を十分に使用し、安全な労働環境を創出して

いることが示された。但し、一部の労働者は、電磁界の特性に関する規制が

曖昧で、組織的な問題があり、明確性が欠如していると認識していた。また、

電磁界に関する労働安全会議について改善の余地が若干あることも示され

た。従業員は電磁界とその潜在的健康影響および緩和方法についての情報を

欲していたが、その情報ニーズは限定的で単純であり、簡単な警告システム

と書面での安全情報で十分であろう、と著者らは結論付けている。 

 

№49 

和文 

タイトル 

ラットの骨格筋の機能に対する超低周波電磁界ばく露の影響 

英文 

タイトル 

Effects of extremely low-frequency electromagnetic field exposure on the skeletal 

muscle functions in rats. 

著者 Gunes S, Buyukakilli B, Yaman S, Turkseven CH, Ballı E, Cimen B, Bayrak G, 

Celikcan HD 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Toxicol Ind Health 2020; 36 (2): 119-131 

国名 トルコ 

DOI 10.1177/0748233720912061 PubMed ID 32279651 

概要 この研究は、ラットの横隔膜筋の電気生理学的、組織学的および生化学的特
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性に対する、超低周波（ELF）磁界への慢性ばく露の影響を体系的に調べた。

離乳直後（24日齢、23-80 g）の雌（n = 15）および雄（n = 14）の Wistar 

Albino ラット 29 匹を無作為に対照群及びばく露群に割付けた。ばく露群の

ラットは 50 Hz、1.5 mT の磁束密度で 4 時間／日、最長７か月間ばく露し

た。電気生理学的パラメータ（筋肉の生体電気活動のパラメータ：細胞内活

動電位および安静時膜電位、ならびに筋肉の機械的活動のパラメータ：力・

収縮頻度関係）、生化学的パラメータ（ラットの血清中の Na+、K+、Cl-、Ca2+

レベル；筋組織中の Na+-K+ATP アーゼ酵素の特異的活動；筋組織および血清

中のフリーラジカル代謝）、ならびに横隔膜筋の透過型電子顕微鏡での形態

計測パラメータを調べた。その結果、ELF磁界への慢性ばく露は、筋肉の組

織学的構造および機械的活動、ならびに筋肉の生化学的活動パラメータの大

半に有意な影響を及ぼさないことが示された。筋肉の生体電気的活動のパラ

メータの一部には変化が見られたが、それらは比較的小さく、臨床的に重要

ではなさそうである、と著者らは報告している。 

 

№50 

和文 

タイトル 

新たに同定され特徴付けられた神経病理学的障害としての電気過敏症：その

診断、治療、および未然防止の方法 

英文 

タイトル 

Electrohypersensitivity as a Newly Identified and Characterized Neurologic 

Pathological Disorder: How to Diagnose, Treat, and Prevent It. 

著者 Belpomme D, Irigaray P 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Int J Mol Sci 2020; 21 (6): E1915 

国名 フランス 

DOI 10.3390/ijms21061915 PubMed ID 32168876 

概要 この研究の著者らは 2009年以来、電磁過敏症（EHS）および／または多種化

学物質過敏症（MCS）の自己申告の症例 2000人以上を含むデータベースを構

築している。このデータベースによれば、EHS は MCS の症例の 30%と関連し

ており、これらの EHS/MCS 関連症例のうち 37%は EHS の発症よりも前に MCS

を呈していた。EHS と MCSは臨床的には同様の症候像で、生物学的には軽度

の炎症および O-ミエリンに対する自己抗体を含む自己免疫反応で特徴付け

ることができる。更に、EHSの症例の 80%は、末梢血中に 1つ、2つまたは 3
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つの検出可能な酸化ストレスバイオマーカーを示しており、これらの症例は

全体として真の客観的な身体症状を呈していることを意味している、と著者

らは主張している。また著者らは、超音波断層脈波検査［ultrasonic 

cerebral tomosphygmography］および経頭蓋ドップラー超音波検査を用い

て、これらの症例は中大脳動脈の血行動態の欠陥を有すること、ならびに側

頭葉の内包視床領域における組織脈波指数の低下を示し、辺縁系と視床の関

与を示唆している。これらのデータは、EHSは神経病理学的障害であり、診

断・治療・未然防止が可能であることを強く示唆している、と結論付けてい

る。著者らは世界保健機関（WHO）に対し、EHSを神経障害として国際疾病分

類に含めることを求めている。 

 

№51 

和文 

タイトル 

歯髄幹細胞の生存率と増殖率に対する電磁界の影響 

英文 

タイトル 

The effect of electromagnetic fields on survival and proliferation rate of dental pulp 

stem cells. 

著者 Samiei M, Aghazadeh Z, Abdolahinia ED, Vahdati A, Daneshvar S, Noghani A 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Acta Odontol Scand 2020; 78 (7): 494-500 

国名 イラン 

DOI 10.1080/00016357.2020.1734655 PubMed ID 32191156 

概要 歯髄細胞は多能性間質幹細胞（MSC）の源の一つとして知られており、骨髄

由来幹細胞（BMSC）と比較して、侵襲性がより低く、利用可能性がより高い

プロセスで入手することができる。この研究は、ヒト歯髄幹細胞（hDPSC）

の増殖率に対する超低周波（ELF）電磁界の影響を調べた。単巻変圧器、マ

ルチメーター、ソレノイドコイル、テスラメータおよびプローブを備えた装

置で発生させた 0.5および 1 mT の 50 Hz磁界に、細胞を 20および 40分間

／日、7 日間ばく露した。MTT アッセイ［訳注：メチルチアゾールテトラゾ

リウム（MTT）色素を用いた比色定量法。培養細胞の生存率や増殖率の試験

方法の一つ］および DAPI検査［訳注：ジアミジノフェニルインドール（DAPI）

蛍光色素を用いた顕微鏡観察法］を用いて DPSC の成長および増殖を調べた。

その結果、ELF 磁界は 1 mT、20 分間／日のばく露で増殖に対して最大の影
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響を生じた。対照群と比較して、全てのばく露群で生存率および増殖率が有

意に高かった、と著者らは報告している。 

 

№52 

和文 

タイトル 

発電所労働者の酸化ストレスおよび血液学的パラメータに対するビタミンE

および Cの効果の調査：二重盲検無作為化対照臨床試験 

英文 

タイトル 

Investigating the effects of vitamins E and C on oxidative stress and hematological 

parameters among power plant workers: A double-blind randomized controlled 

clinical trial. 

著者 Hosseinabadi MB, Khanjani N, Norouzi P, Mirzaii M, Biganeh J, Nazarkhani F 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Toxicol Ind Health 2020; 36 (2): 99-109 

国名 イラン 

DOI 10.1177/0748233720908993 PubMed ID 32191586 

概要 この研究は、酸化ストレスレベルの低減および血液パラメータの改善におけ

る抗酸化ビタミン摂取の効果を調べるため、2017 年にイランのセムナンに

ある発電所の異なる場所で働く従業員についての二重盲検無作為化対照試

験を実施した。合計 91人の従業員を無作為に 4群に割付け、それぞれ 90日

間のビタミン E投与群（400単位／日）、ビタミン C投与群（1000 mg／日）、

ビタミン E＋C 投与群、対照群とした。介入の前後で、血漿中のマロンジア

ルデヒド（MDA）、スーパーオキシドジスムターゼ（SOD）、カタラーゼ（Cat）

および総抗酸化能（TAC）、ならびに血液学的パラメータを測定した。その結

果、各投与群での SOD、Cat、および TAC の平均レベルの有意な上昇、ならび

にビタミン C 投与群およびビタミン E 投与群での MDA の平均レベルの有意

な低下が認められた。各投与群では、赤血球細胞数、ヘマトクリット、なら

びに血球ヘモグロビン（MCH）の平均レベルおよび MCH 濃度が有意に上昇し

た。ビタミン E 投与群での MDA、SOD および Cat の平均レベルは対照群より

も有意に低かった。TAC の平均レベルの低下はビタミン C投与群のみで見ら

れた。非酵素的フリーラジカルスカベンジャーとしてのビタミン Eおよび C

の摂取は、発電所従業員の超低周波電磁界へのばく露によって均衡を崩され

る可能性がある脂質過酸化を低下させ、抗酸化酵素のレベルを高めるようで

ある、と著者らは結論付けている。 
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№53 

和文 

タイトル 

縦断的出生コホートの子孫における妊娠中の非電離放射線磁界への母親の

ばく露と注意欠陥／多動性障害のリスクとの関連 

英文 

タイトル 

Association Between Maternal Exposure to Magnetic Field Nonionizing Radiation 

During Pregnancy and Risk of Attention-Deficit/Hyperactivity Disorder in Offspring 

in a Longitudinal Birth Cohort. 

著者 Li DK, Chen H, Ferber JR, Hirst AK, Odouli R 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

JAMA Netw Open 2020; 3 (3): e201417 

国名 米国 

DOI 10.1001/jamanetworkopen.2020.1417 PubMed ID 32207831 

概要 この研究は、動物およびヒトでの先行研究で報告されている、母親の妊娠中

の高いレベルの磁界へのばく露と、子どもの注意欠陥／多動性障害（ADHD）

のリスクとの関連を、より正確な磁界レベル測定および医師による ADHD の

診断を用いて調べた。また、その関連が ADHD のサブタイプ（免疫関連の併

存疾患の有無）で異なるかどうかを調べた。既存のコホート研究に参加し、

1996年 10 月 1 日～1998 年 10月 31 日、および 2006 年 5月 1日～2012 年 2

月 29 日に実施した 2 件の研究で妊娠中の磁界ばく露レベルを取得済みの母

子 1,482 組について、米国カリフォルニア州北部のカイザー・パーマネンテ

［訳注：米国の大手健康維持機構の名称］が縦断的出生コホート研究を実施

した。子どもの追跡期間は 1997 年 5月 1日～2017 年 12月 31日であった。

参加者の女性について、全ての発生源からの磁界ばく露レベルを取得するた

め、妊娠中 24時間モニタリングメータを装着した。医師の診断による ADHD、

ならびに子どもが 20 歳になるまでの免疫関連の併存疾患（喘息またはアト

ピー性皮膚炎）を取得した。妊娠中の個別インタビューで交絡因子を確認し

た。その結果、母子 1,454組（白人 548組（37.7%）、アフリカ系 110組（7.6%）、

ヒスパニック系 325組（22.4%）、アジア・太平洋島嶼系 376組（25.9%）、そ

の他または不明 95組（6.5%）；母親の平均年齢 31.4歳（標準偏差 5.4歳））

のうち、子ども 61 人（4.2%）が医師の診断による ADHDであった。Cox比例

ハザード回帰を用いて追跡期間および交絡因子を考慮したところ、母親の妊

娠中の磁界レベルが高かった子どもは、低かった子どもと比較して、ADHDの
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リスクが 2倍以上高かった（調整済みのハザード比（aHR）= 2.01、95%信頼

区間（CI）= 1.06-3.81）。この関連は、思春期（≥12歳）まで持続した ADHD

でより強かった（aHR= 3.38、95% CI =1.43-8.02）。免疫関連の併存疾患が

ある ADHD については、全ての ADHD 症例で aHR= 4.57（95% CI = 1.61-

12.99）、持続的な症例で aHR = 8.27（95% CI = 1.96-34.79）であった。こ

れらの結果は、母胎内での高いレベルの磁界ばく露は、ADHD（特に免疫関連

の併存疾患のある ADHD）のリスク上昇と関連していることを示唆している、

と著者らは結論付けている。 

 

№54 

和文 

タイトル 

磁界によるゼブラフィッシュ胚培地の誘電率の低下はゼブラフィッシュ胚

の初期発生に影響しない 

英文 

タイトル 

The decreased permittivity of zebrafish embryos culture medium by magnetic fields 

did not affect early development of zebrafish embryos. 

著者 Su L, Zhu L, Liu Z, Lou J, Han B, Lin C, Li D, Qian J, Zhao X, Chen G 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Ecotoxicol Environ Saf 2020; 193 : 110350 

国名 中国 

DOI 10.1016/j.ecoenv.2020.110350 PubMed ID 32114242 

概要 疫学研究では、環境中の超低周波（ELF）磁界ばく露と健康影響との関連が

示されているが、その生物学的メカニズムは依然として不明である。この論

文の著者らは、ELF磁界は周辺環境（例えば培地）への影響を通じて、組織

または細胞の機能を調節しているかも知れないとの仮説を検証するため、ゼ

ブラフィッシュの胚の培地の比誘電率に対する 50 Hz 磁界の影響、ならび

に、ゼブラフィッシュの胚発生に対する磁界ばく露した培地の影響を調べ

た。50 Hz 磁界ばく露に対する培地の反応を、位相感受性表面プラズモン共

鳴装置で評価した。その結果、磁界処理はばく露量依存的および時間依存的

にゼブラフィッシュの胚の培地の比誘電率を低下させた。磁界ばく露による

誘電率の低下は徐々に回復し、ばく露を除去した場合にはベースレベルに達

した。但し、磁界ばく露した培地を単細胞期のゼブラフィッシュの胚に適用

したところ、有害な結果（死亡率、形態異常、孵化率および心拍等）は生じ

なかった。更に、磁界ばく露した培地は受精後 48時間および 72時間のゼブ
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ラフィッシュの胚にアポトーシスを生じなかった、と著者らは報告してい

る。 

 

№55 

和文 

タイトル 

腎臓に対する電力周波数電界ばく露の影響 

英文 

タイトル 

Effects of power frequency electric field exposure on kidney. 

著者 Di G, Dong L, Xie Z, Xu Y, Xiang J 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Ecotoxicol Environ Saf 2020; 194 : 110354 

国名 中国 

DOI 10.1016/j.ecoenv.2020.110354 PubMed ID 32135378 

概要 この研究は、ICRマウスの腎臓機能の指標（尿素窒素およびクレアチニン）

に対する、35 kV/m の 50 Hz 電界への 7、14、21、35、49日間のばく露後の

影響を調べた。25および 52日間のばく露後、腎臓の病理学的形態および細

胞の超微細構造を、それぞれ光学顕微鏡および電子顕微鏡で観察した。その

結果、対照群と比較して、ばく露群では 21および 35日目の尿素窒素濃度、

ならびに 14、21および 35日目のクレアチニン濃度が有意に上昇したが、ど

ちらも 49日目には通常レベルに戻った。更に、25日間のばく露後には、ボ

ーマン隙の拡大、腎尿細管上皮細胞の空胞化および有足細胞の足突起消失が

認められたが、52日間のばく露後には異常は認められなかった。短期間（35

日間）のばく露は腎障害を生じ得るが、これは長期間（52日間）のばく露後

には回復する可能性がある。この研究ならびに関連する文献に基づく一つの

説明として、35 kV/mの電力周波数電界ばく露の下ではミトコンドリア動態

の不均衡によって腎臓の障害が生じること、電力周波数電界は Wnt/β-カテ

ニンシグナルを活性化して腎尿細管上皮細胞および糸球体有足細胞の回復

を促進し、それによって腎臓の障害が回復する、と著者らは結論付けている。 

 

№56 

和文 

タイトル 

人為的な電磁界は底生海洋種の行動に影響力を及ぼす 
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英文 

タイトル 

Anthropogenic electromagnetic fields (EMF) influence the behaviour of bottom-

dwelling marine species. 

著者 Hutchison ZL, Gill AB, Sigray P, He H, King JW 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Sci Rep 2020; 10 (1): 4219 

国名 米国 

DOI 10.1038/s41598-020-60793-x PubMed ID 32144341 

概要 多くの海洋生物は、電気的および磁気的な目印を用いて、捕食者、被食者、

配偶者を見つける、あるいは方向付けや移動のための能力を進化させてき

た。ヒトの活動によるこれらの重要な目印に対する潜在的に有害な影響力を

緩和するため、その潜在的擾乱を理解する必要がある。電力および通信の需

要増大に対応するため、沿岸水域におけるケーブル敷設が世界規模で増加し

ており、それらは電磁的に敏感な生物種による局所的な電磁環境を変化させ

ることになる。この研究は、磁気に敏感と推定されるアメリカンロブスター、

ならびに電気的に敏感と推定されるガンギエイ［Little skate］について、

海中の高圧直流（HVDC）送電ケーブルからの電磁界に対する生物学的に重要

な行動学的反応を調べた。その結果、ガンギエイの探索／採餌行動における

著しい増加が認められた。ロブスターにおける探索行動については探索反応

は微妙であった。加えて、HVDC ケーブルからの電界および磁界成分の直接

的な測定の結果、直流および予想外の交流成分が認められた。直流成分に限

定したモデリングでは、測定結果との良好な一致が見られた。これらの結果

から、将来のケーブル敷設の計画立案とその環境影響の推測の際には、自然

および人為的な電磁環境についての理解を、敏感な動物の反応と統合する必

要性が強調された、と著者らは結論付けている。 

 

№57 

和文 

タイトル 

低強度および高強度磁界へのばく露下での一般的な生物系の染色体異常 

英文 

タイトル 

Chromosome aberration in typical biological systems under exposure to low- and 

high-intensity magnetic fields. 

著者 Calabrò E, Goswami HK, Magazù S 

誌名 年; Electromagn Biol Med 2020; 39 (2): 97-108 
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巻(号):頁

-頁 

国名 イタリア 

DOI 10.1080/15368378.2020.1737812 PubMed ID 32138556 

概要 この研究は、ヒトニューロン様細胞、ならびにニンニク［Allium sativum］

およびソラマメ［Vicia faba］の根を用いて、1 mT から 0.8 T までの範囲

の静磁界および 50 Hz磁界に対する染色体の応答を調べた。その結果、FTIR

［フーリエ変換赤外］分光分析法では、1 mT の低強度の静磁界および 50 Hz

磁界にばく露後のニューロン様細胞において、DNAの赤外領域におけるリン

酸帯域の強度の有意な低下が認められた。これはばく露後に生じたクロマチ

ン成分のアンコイリングおよびアンパッケージングを仮定することで説明

できるとされた。0.8 T の静磁界にばく露したニンニクおよびソラマメの根

では、この作用は顕微鏡で直接観察された。これらの知見は、磁界は低強度

でも生体微小分子の方向付けを誘導しうることの更なる証拠を提示するも

のである、と著者らは結論付けている。 

 

№58 

和文 

タイトル 

50 Hzの磁界ばく露は SphK-S1P-S1PR カスケードを介した ERK［細胞外シグ

ナル調節キナーゼ］シグナル伝達経路を介してヒト羊膜細胞の増殖を促進す

る 

英文 

タイトル 

A 50-Hz magnetic-field exposure promotes human amniotic cells proliferation via 

SphK-S1P-S1PR cascade mediated ERK signaling pathway. 

著者 Chen L, Xia Y, Lu J, Xie Q, Ye A, Sun W 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Ecotoxicol Environ Saf 2020; 194 : 110407 

国名 中国 

DOI 10.1016/j.ecoenv.2020.110407 PubMed ID 32146198 

概要 先行研究では、超低周波（ELF）電磁界ばく露は細胞増殖を誘導することで、

腫瘍発生の進行に潜在的インパクトを及ぼすかも知れないことが示唆され

ているが、その根底にあるメカニズムは不明である。この研究は、50 Hz、

0.4 mT の磁界ばく露によって誘導した細胞増殖の調節において、スフィン

ゴシン-1-リン酸（S1P）関連経路が何らかの役割を果たしている可能性を調
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べた。その結果、磁界ばく露はスフィンゴシンキナーゼ 1（SphK1）活性を有

意に促進すること、ならびに、SphK1-S1P-S1P受容体（S1PR）経路は磁界に

よる細胞増殖を顕著に逆転させ得ることが示された。加えて、磁界によって

誘導した S1P がパラ分泌的および／または自己分泌的に S1PR1/3に作用し、

増殖作用に介在していることが推測された。とりわけ、磁界は細胞外シグナ

ル制御キナーゼ（ERK）およびプロテインキナーゼ B（Akt）経路を活性化さ

せるものの、SphK1-S1P-S1PR1/3カスケードは Akt経路ではなく ERKを活性

化させることで、磁界によって誘導された増殖を制御する。これらの知見は、

磁界によって誘導された増殖において、SphK1-S1P-S1PR1/3 カスケードは

ERK シグナル伝達経路を介して重要な役割を果たしていることを示してお

り、このことは磁界の悪影響の理解とその防止に新たな洞察をもたらし得る

ものである、と著者らは結論付けている。 

 

№59 

和文 

タイトル 

2つの研究における架空電力線までの距離と磁界計算値との関係 

英文 

タイトル 

Relationship between distance to overhead power lines and calculated fields in two 

studies. 

著者 Amoon AT, Swanson J, Vergara X, Kheifets LI 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

J Radiol Prot 2020; 40 (2): 431-443 

国名 米国 

DOI 10.1088/1361-6498/ab7730 PubMed ID 32066122 

概要 送電線からの距離と磁界の測定値または計算値は、どちらも小児白血病と関

連していることを示す証拠が幾つかある。距離は電力線から生じる磁界を計

算する際の重要な要素の一つであることから、線からの距離と計算値は強く

相関する傾向がある。社会経済的状態（SES）及び住居の種類も磁界ばく露

と関連している。この研究の著者らは、小児白血病及びその他のがんについ

ての米国及び英国での 2つの大規模研究からのばく露データを用いて、距離

と磁界との関連を、電力線から 100 m の範囲内の人口集団全体について、な

らびに SES及び住居の種類等の因子の影響について調べた。その結果、架空

電力線から 100 m 以内には 387人が居住していた。どちらの研究でも、他の
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発生源と比較して電力線からの磁界が有意であると予測された 100 m 以内

では、高圧電力線までの距離は、線形回帰及びロジスティック回帰で調べた

他の関数よりも磁界の変動をより良く予測した。SESの高低、または住居の

種類（戸建て住宅とその他）による差はなかった。磁界計算値は架空電力線

（特に 200+ kV超）からの距離（100 mまで）に伴って直線的に減少するこ

とが示された。これらの結果は英国の研究でより強かった。高圧電力線から

100 m以内では、距離と磁界計算値との強い相関が改めて示された、と著者

らは報告している。 

 

№60 

和文 

タイトル 

免疫関連酵素活性及び新規トランスクリプトーム解析に基づく超低周波電

磁界（ELF、50 Hz）ばく露に対する軟体動物 Onchidium struma［ドロアワモ

チ属腹足類］の免疫応答 

英文 

タイトル 

Immune response of molluscs Onchidium struma to extremely low-frequency 

electromagnetic fields (ELF-EMF, 50 Hz) exposure based on immune-related 

enzyme activity and De novo transcriptome analysis. 

著者 Zhang M, Wang J, Sun Q, Zhang H, Chen P, Li Q, Wang Y, Qiao G 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Fish Shellfish Immunol 2020; 98 : 574-584 

国名 中国 

DOI 10.1016/j.fsi.2020.01.062 PubMed ID 32014586 

概要 沖合及び沿岸部での風力発電設備の急激な発展に伴い、水生生物の生息域に

超低周波（ELF）電磁界が生じているが、その生物学的影響はほとんど知ら

れていない。この研究は、ELF磁界が軟体動物 Onchidium struma［ドロアワ

モチ属腹足類］に免疫応答を惹起し得るかどうかを、免疫関連酵素活性及び

遺伝子発現に基づいて調べた。非ばく露対照群、ばく露群 1（50 Hz、100 μT）、

ばく露群 2（50 Hz、500 μT）の 3群を設定し、体腔細胞を採取して分析し

た。その結果、ばく露群 1では対照群及びばく露群 2と比較して、体腔細胞

及び小球細胞全体の密度が有意に低下した（P < 0.05）。アメーバ様細胞及

びクロマトサイトの密度には群間で有意差は認められなかった。ELF磁界は

Onchidium struma の体液中の免疫関連酵素活性（酸性ホスファターゼ、ア

ルカリ性ホスファターゼ、抗酸化能、カタラーゼ、スーパーオキシドジスム
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ターゼ、及びポリフェノールオキシダーゼを含む）を有意に上昇させた（P 

< 0.05）。対照群及びばく露群の Onchidium strumaの体腔細胞からは、それ

ぞれ合計で 54.32 Mb及び 55.27 Mbの生データ（平均長 1520 bp）が得られ

た。対照群とばく露群では、発現が異なる遺伝子（DGE）が 341 個あり、そ

のうち 209 個は上方制御、132 個は下方制御であった。全ての DGE は 14 個

の Kyoto Encyclopedia of Genes and Genomes経路に割り当てられ、そのう

ち 5つの経路（TLR / TNF / NOD 様受容体/ MAPK / Fc イプシロン RIシグナ

ル伝達経路を含む）は免疫応答に関連していた。まとめると、Onchidium 

struma の ELF磁界（<500 μT）への短期（1週間）ばく露は免疫応答を惹起

し得ることと、免疫影響の指標として抗酸化系が推奨されることを、著者ら

は報告している。 

 

№61 

和文 

タイトル 

50 Hz磁界ばく露による EGF［表皮成長因子］の比誘電率の変化は EGFと EGFR

［表皮成長因子受容体］との相互作用にもその生物学的作用にも影響しない 

英文 

タイトル 

The Relative Permittivity Changes of EGF by 50 Hz MF Exposure Neither Affect 

the Interaction of EGF With EGFR Nor Its Biological Effects. 

著者 Fei Y, Jin Y, Zhao X, Wang Y, Qian J, Su L, Chen G 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Bioelectromagnetics 2020; 41 (3): 241-246 

国名 中国 

DOI 10.1002/bem.22249 PubMed ID 31951053 

概要 先行研究で、磁界が表皮成長因子（EGF）と同様に表皮成長因子受容体（EGFR）

クラスタリングを生じ、EGFR シグナル伝達を活性化させることが示されて

いることから、この研究は、磁界ばく露が EGFの物理学的特性、ならびにそ

の下流の EGF と EGFR との相互作用を変化させるかどうかを調べた。その結

果、フェイズ‐インターロゲーション表面プラズモン共鳴（SPR）センシン

グ分析では、4.0 mT の 50 Hz磁界への 1時間ばく露は EGF溶液の可逆的な

比誘電率の変化を生じた。但し、擬似ばく露した EGF溶液と比較して、磁界

ばく露した EGF 溶液は EGF の EGFR への結合にも、ヒト羊膜上皮細胞の生存

率及び EGFR クラスタリングにも影響しなかった。これらのデータは、磁界

ばく露に対する細胞の EGFR クラスタリング応答は、細胞培養液内の EGF の
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比誘電率の変化の結果ではないであろうということを示唆している、と著者

らは結論付けている。 

 

№62 

和文 

タイトル 

任意の姿勢の労働者の低周波電磁界へのばく露のモデリング 

英文 

タイトル 

Modeling of Exposure to Low Frequency Electromagnetic Fields of Workers in 

Arbitrary Posture. 

著者 Conchin Gubernati A, Freschi F, Giaccone L, Scorretti R, Seppecher L, Vial G 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

IEEE Trans Magn 2020; 56 (2): 1-4 

国名 イタリア 

DOI 10.1109/TMAG.2019.2949391 PubMed ID － 

概要 現在、数値ドシメトリはある程度の成熟レベルに達しており、専用の市販ソ

フトウェアが既に入手可能であるが、実際の条件でのばく露の急速で正確な

特徴付けは、多くの理由により依然として困難である。例えば、正確な身体

の姿勢を考慮しなければならない場合、従来のアプローチでは発生源の磁界

を評価し、次いで姿勢を与えたファントムでドシメトリ的な計算を実施す

る。この論文の著者らが提案しているアプローチでは、変数を変更すること

で、ソースタームの変形により姿勢変化のない身体モデルを用いることがで

きるようにした。著者らは、幾つかの厳密な変換に対しては、この手順は、

姿勢変化による変形が大きい膝、肘、及びその他の関節にある組織の導電率

の変化には至らないことを示した。 

 

№63 

和文 

タイトル 

ノロジカ（Capreolus capreolus）の精巣組織に対する ELF電磁界の影響に

ついてのイン・ビトロ研究‐FTIR［フーリエ変換赤外線分光法］及び FT［フ

ーリエ変換］ラーマン分光法による調査 

英文 

タイトル 

In vitro study of effects of ELF-EMF on testicular tissues of roe deer (Capreolus 

capreolus) - FTIR and FT-Raman spectroscopic investigation. 

著者 Koziorowska A, Depciuch J, Kozioł K, Nowak S, Lach K 

誌名 年; Anim Reprod Sci 2020; 213 : 106258 
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巻(号):頁

-頁 

国名 ポーランド 

DOI 10.1016/j.anireprosci.2019.106258 PubMed ID 31987319 

概要 この研究は、ノロジカ（Capreolus capreolus）精巣組織に対する、異なる

周波数（50 Hz及び 120 Hz）、異なるばく露時間（2時間及び 4時間）の 8 mT

磁界の影響をイン・ビトロで調べた。フーリエ変換ラーマン分光法（FT-

Raman）フーリエ変換赤外線分光法（FTIR）を用いて、ばく露群と対照群の

組織の違いを評価した。スペクトル分析の結果、ばく露群では対照群と比較

して、精巣組織の特性に差が認められた。異なる生化学成分に帰結されるピ

ークが同定された。異なる周波数及びばく露時間についてのスペクトルの比

較では、評価した組織における官能基の大半から、より高いピーク強度が認

められた（FTIR スペクトルでは 15のピークのうち 5つ、FT-Raman スペクト

ルでは 10のピークのうち 6つ）。FTIR 及び FT-Raman で分析したスペクトル

の範囲について、PCA 分析からの結果は、対照群（2時間及び 4時間）と 120 

Hzばく露群（2時間及び 4時間）との間に類似性はないことが示された、と

著者らは報告している。 

 

№64 

和文 

タイトル 

確率論的ドシメトリを用いた子どものばく露のばらつきの評価に対する低

周波近傍界波源の位置の影響力 

英文 

タイトル 

Influence of low frequency Near-Field Sources Position on the Assessment of 

Children Exposure Variability using Stochastic Dosimetry. 

著者 Bonato M, Chiaramello E, Fiocchi S, Tognola G, Ravazzani P, Parazzini M 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

IEEE Journal of Electromagnetics, RF and Microwaves in Medicine and Biology 

2020; 4 (3): 179-186 

国名 イタリア 

DOI 10.1109/JERM.2019.2958549 PubMed ID － 

概要 この研究は、確率論的ドシメトリに基づくアプローチを用いて、低周波近傍

界波源による子どものばく露のばらつきを評価した。2つの子どものモデル

のヘアドライヤーへのばく露による、中枢神経系及び末梢神経系を構成する

特定の組織に誘導される電界の振幅を分析した。その結果、近傍界波源の位
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置によってばく露のばらつきが大きいこと、また、最も高いばく露レベルを

生じる波源の位置がわかった、と著者らは報告している。 

 

№65 

和文 

タイトル 

超低周波磁界の健康影響についての疫学研究の基礎としての変電設備のあ

る建物の登録制度 

英文 

タイトル 

Registry of Buildings With Transformer Stations as a Basis for Epidemiological 

Studies on Health Effects of Extremely Low-Frequency Magnetic Fields. 

著者 Khan MW, Juutilainen J, Roivainen P 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Bioelectromagnetics 2020; 41 (1): 34-40 

国名 フィンランド 

DOI 10.1002/bem.22228 PubMed ID 31742723 

概要 屋内に変電設備のある建物は、超低周波（ELF）磁界の健康影響についての

疫学研究の改善の基礎となり得る。先行研究では、変電設備のすぐ上の居住

区画では磁界レベルが高いという事実に基づき、ELF磁界を適切に評価でき

ることが示されている。この論文は、フィンランドにおける変電設備を備え

た居住用建物の登録制度と、疫学研究におけるその有用性について論じてい

る。電気事業者から入手した情報及び建物の設計図を用いて、変電設備の上

に、またはこれに隣接して居住区画がある 677の建物を同定した。これらの

建物内の全ての居住区画を、変電設備との相対的位置関係に基づくばく露カ

テゴリーに分類した。これらの建物の居住履歴を人口登録センターから入手

した。その結果、これらの建物に住んでいた 287,668人のうち、9,126人が

変電設備のすぐ上の区画に住んでいた。全ての情報は居住者との接触なしに

入手したので、選択バイアスは回避された。この登録制度は、高品質の全国

的登録制度からのデータとリンクすることができ、それによって ELF磁界ば

く露とがん、流産、アルツハイマー病等との関連の報告を確認または否定で

きる、と著者らは述べている。 

 

№66 

和文 

タイトル 

静磁界及び交流磁界に影響される生物の両側不安定性の兆候としてのニジ

マス（Oncorhynchus mykiss）の幼魚の非対称耳石変動 
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英文 

タイトル 

Otolith fluctuating asymmetry in larval trout, Oncorhynchus mykiss Walbaum, as an 

indication of organism bilateral instability affected by static and alternating magnetic 

fields. 

著者 Fey DP, Greszkiewicz M, Jakubowska M, Lejk AM, Otremba Z, Andrulewicz E, 

Urban-Malinga B 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Sci Total Environ 2020; 707: 135489 

国名 ポーランド 

DOI 10.1016/j.scitotenv.2019.135489 PubMed ID 31771843 

概要 沖合の風力発電設備や海底電力ケーブル等の人工構造物による地磁気のか

く乱の影響が増加していることから、この研究は、10 mT の静磁界または 1 

mT の 50 Hz 磁界が、魚類の聴覚と平衡感覚を司る内耳器官の発達の不安定

性に影響を及ぼすかどうかを、実験室で 37日間（卵の段階で 13日間、幼魚

の段階で 24 日間）飼育したニジマス（Oncorhynchus mykiss）における耳石

の大きさの左右対称性の揺らぎ（FA）で調べた。静磁界及び 50 Hz磁界の強

度は、海底の直流及び交流ケーブルの近傍で記録された値を用いた。その結

果、耳石の FA に対する静磁界の影響力は統計的に有意で、孵化後日数が 5

日目（5 dph）の幼魚のグループで最も有意であった（15 dph及び 23 dphの

幼魚との比較）。また、対照群と比較して、50 Hz磁界ばく露群の耳石の FA

も大きかったが、その差は統計的に有意ではなかった、と著者らは報告して

いる。 

 

№67 

和文 

タイトル 

神経内分泌腫瘍及びストレスのマーカーであるクロモグラニン A に対する

ヒトの ELF電磁界ばく露の評価 

英文 

タイトル 

Evaluation in humans of ELF-EMF exposure on chromogranin A, a marker of 

neuroendocrine tumors and stress. 

著者 Touitou Y, Lambrozo J, Mauvieux B, Riedel M 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Chronobiol Int 2020; 37 (1): 60-67 

国名 フランス 



58 

DOI 10.1080/07420528.2019.1683857 PubMed ID 31682468 

概要 副腎クロム親和性細胞及びアドレナリン作動性ニューロンにおける主要な

タンパク質の一つであるクロモグラニン A（CgA）は、褐色細胞腫、神経芽細

胞腫、及び関連する神経原生腫瘍を含む臨床的に重要な内分泌及び神経内分

泌腫瘍のマーカーである。この研究は、50 Hz磁界への住居及び職場での 1-

20 年間の慢性的な日常的ばく露による影響を、男性 15 人（38.0±0.9 歳）

について調べた。EMDEX IIばく露メーターを用いて、磁界を 30秒毎に 1週

間記録した。その結果、1週間の個々のばく露の幾何平均は 0.1-2.6 μTの

範囲であった。20 時から 8 時までに 1 時間毎に血液サンプルを採取した。

ばく露された被験者の CgA のパターンを、年齢でマッチングした対照（ばく

露の範囲は 0.004-0.092 μT）の男性 15 人と比較したところ、対照群の血

清 CgA レベルは夜間にピークを示し、漸減して午前中に最も低い値となっ

た。長期間（最長 20 年間）磁界に慢性ばく露された被験者では、高ばく露

群（>0.3 μT）で CgAのレベルが低い傾向が見られたものの、CgA のプロフ

ァイル及び血清濃度のいずれにも障害はなさそうであった、と著者らは報告

している。 

 

№68 

和文 

タイトル 

血清 IL-9、IL-10及び TNF-αレベルに対する様々な強度の 50 Hz電磁界の

影響 

英文 

タイトル 

Effects of Various Densities of 50 Hz Electromagnetic Field on Serum IL-9, IL-10, 

and TNF-α Levels. 

著者 Mahaki H, Jabarivasal N, Sardanian K, Zamani A 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Int J Occup Environ Med 2020; 11 (1): 24-32 

国名 イラン 

DOI 10.15171/ijoem.2018.1572 PubMed ID 31647056 

概要 この研究は、血清中のインターロイキン（IL）-9、IL-10、腫瘍壊死因子ア

ルファ（TNF-α）のレベルに対する、磁束密度 1、100、500、2000 μTの超

低周波（ELF）磁界の影響を調べた。雄の成獣ラット 80匹を 50 Hzの ELF磁

界に 2 時間／日、60 日間ばく露し、ヒト血清アルブミンによる免疫系の刺

激の前後の 2段階で血清サイトカインを測定した。その結果、ばく露群では
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対照群と比較して、刺激前及び刺激後の段階で、炎症誘発性サイトカインと

しての IL-9及び TNF-αの血清中のレベルが低下した。対照的に、1及び 100 

μTばく露では、抗炎症性サイトカインのレベルが上昇し、刺激前の段階で

は IL-10のみが上昇した。刺激後の段階では、IL-10の平均レベルは変化し

なかった。1及び 100 μTの 50 Hz磁界ばく露は、より強い磁束密度の磁界

よりも免疫学的影響が強かった。50 Hz磁界ばく露は炎症誘発性サイトカイ

ン（IL-9及び TNF-α）の下方制御、ならびに抗炎症性サイトカイン（IL-10）

の誘導により、ラットの抗炎症作用を活性化させるかも知れない、と著者ら

は結論付けている。 

 

№69 

和文 

タイトル 

染色体損傷修復の効率に対する低周波磁界の影響 

英文 

タイトル 

Effect of low frequency magnetic field on efficiency of chromosome break repair. 

著者 Burgos-Molina AM, Mercado-Sáenz S, Sendra-Portero F, Ruiz-Gómez MJ 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Electromagn Biol Med 2020; 39 (1): 30-37 

国名 スペイン 

DOI 10.1080/15368378.2019.1685541 PubMed ID 31657656 

概要 この研究は、出芽酵母の DNA二本差切断への細胞の応答とその修復を磁界ば

く露下で調べた。ガラクトース含有培地上の細胞に HO エンドヌクレアーゼ

によって酵素的に DNA二本差切断を生じさせ、ヘルムホルツコイルで発生さ

せた 2.45 mT の正弦波 50 Hz磁界への 21日間ばく露下で修復プロセスを実

行した。その結果、Pho91 及び Rmd5 株において、非ばく露対照群と比較し

て、磁界ばく露下ではコロニー数がそれぞれ 1.29 倍及び 1.5 倍増加した。

ばく露中の DNA 二本差切断の修復動態については、Rmd5 株では 15 日目に

DNA修復がより増加した（55.56倍）が、Pho91株では増加は僅か（1.18 倍）

であった。これらの結果は、長期的な磁界ばく露は DNA修復活性を高め得る

こと、ならびに、二本差切断の部位とセントロメアからの距離との間に関連

があるかも知れないことを示唆している、と著者らは結論付けている。 
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№70 

和文 

タイトル 

甘味料から携帯電話まで‐ジャーナリズム学部生のがん神話と信念 

英文 

タイトル 

From sweeteners to cell phones-Cancer myths and beliefs among journalism 

undergraduates. 

著者 Domínguez M, Sapiña L 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Eur J Cancer Care (Engl) 2020; 29 (1): e13180 

国名 スペイン 

DOI 10.1111/ecc.13180 PubMed ID 31583776 

概要 メディアは健康に関する重要な情報源の一つであり、人々が医学的意思決定

を下す手助けになり得る。但し、医学的ニュースは異なる要因、例えばジャ

ーナリストの事前の信念によって生じるバイアスも伝え得る。この研究は、

将来のジャーナリストの間でどのがん神話がよりポピュラーとなるか、彼ら

の信念が健康に関する情報源の選択に関連しているかどうかを調べた。どの

ようながん神話が存在し、それがどの程度広まっているかを判断するため、

ジャーナリズム学部生（N = 249）を対象に調査を実施した。この調査は、

健康に関する様々な情報源のリスト、及びがん関連の神話についての 8項目

の質問で構成された。その結果、回答者に最も広まっていた神話は、甘味料

（40.2%）と携帯電話（48.2%）ががんを生じる、患者の良い／悪い態度がが

んのアウトカムを決定し得る（52.2%）、というものであった。健康に関する

情報源を自身の家族及び友人に依存する回答者は、がん神話を信じる傾向が

より強かった。この研究は、がんに関する知識を改善するための特に関心の

高いグループとして、将来のジャーナリストを対象とした。がんについての

誤解を解くための今後のキャンペーンでは、健康に関する情報伝達者として

の家族及び友人が果たす役割に注意を払うことが望ましい、と著者らは結論

付けている。 

 

№71 

和文 

タイトル 

ヒトに対する低周波電磁界のインパクト 

英文 The Impact of the Low Frequency of the Electromagnetic Field on Human. 
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タイトル 

著者 Diab KA 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Adv Exp Med Biol 2020; 1237: 135-149 

国名 エジプト 

DOI 10.1007/5584_2019_420 PubMed ID 31376139 

概要 このレビュー論文は、低周波電磁界の健康影響に関するこれまでの研究を概

観している。過去 40 年間、低周波電磁界によって生じるかも知れない生物

学的影響の同定のため、多くの疫学研究及び実験研究が実施されてきたが、

特定のイン・ビボ及びイン・ビトロ環境で実施された研究からのデータは矛

盾している。電磁界にばく露した細胞における DNA損傷を報告している論文

もあれば、そのような損傷はないことを示唆する研究もある。こうした矛盾

する知見は、電磁界発生装置、実験デザイン、ばく露時間、遺伝的エンドポ

イント、細胞株や動物の種・系統・年齢等の生物学的材料の違いによるもの

かも知れない、と著者は述べている。 

 

№72 

和文 

タイトル 

マウスでの拘束による血漿グルココルチコイドの増加に対する 50 Hz 電界

の抑制作用における性差及び年齢差 

英文 

タイトル 

Gender and Age Differences in the Suppressive Effect of a 50 Hz Electric Field on 

the Immobilization-Induced Increase of Plasma Glucocorticoid in Mice. 

著者 Harakawa S, Hori T, Nedachi T, Suzuki H 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Bioelectromagnetics 2020; 41 (2): 156-163 

国名 日本 

DOI 10.1002/bem.22238 PubMed ID 31833072 

概要 この研究は、マウスのストレス反応に対する超低周波（ELF）電界の抑制作

用における性差および年齢差を、対照群、電界ばく露群（50 Hz、10 kV/m）、

拘束群、電界ばく露＋拘束群で調べた。その結果、拘束によるストレス反応

に対する ELF 電界による抑制作用が、性別および年齢に関わらず認められ

た。ストレスは各種の疾病の開始および進行において重要な役割を担ってい
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ることから、これらの知見は、動物、そしておそらくヒトの健康に対する電

界の効能の理解において幅広い意味合いを持つものかもしれない、と著者ら

は結論付けている。 

 

№73 

和文 

タイトル 

超低周波電磁界への母親の累積ばく露、未熟児および低出生体重児：2つの

出生コホートのプール分析 

英文 

タイトル 

Maternal cumulative exposure to extremely low frequency electromagnetic fields, 

prematurity and small for gestational age: a pooled analysis of two birth cohorts. 

著者 Migault L, Garlantézec R, Piel C, Marchand-Martin L, Orazio S, Cheminat M, Zaros 

C, Carles C, Cardis E, Ancel PY, Charles MA, de Seze R, Baldi I, Bouvier G 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Occup Environ Med 2020; 77 (1): 22-31 

国名 フランス 

DOI 10.1136/oemed-2019-105785 PubMed ID 31831625 

概要 この研究は、超低周波（ELF）電磁界への妊娠中の累積ばく露と、早産また

は低出生体重のリスクとの関連を、フランスの 2つの出生コホート（どちら

も 2011 年に開始された人口集団ベースのコホートで、それぞれ新生児

18,329 人および 8,400 人が含まれる）のプール分析で調べた。健康に関連

するデータ、住居、母子の特徴を、医療記録ならびに出産時およびフォロー

アップ期間中に実施したアンケートから取得した。職業‐ばく露マトリクス

を用いて、(1) 妊娠 15週まで、(2) 妊娠 28週まで、(3) 妊娠 32週までの

3つの期間における ELF電磁界への累積ばく露を評価した。分析はフランス

本土で生まれた単児と、職業が文書化された母親に限定した（N = 19894）。

調整済みロジスティック回帰モデルを用いた。その結果、当該期間中に、母

親の 3.2-4%が高ばく露群に分類された。3つの期間で低ばく露群の母親には

早産のリスク上昇が認められ、高ばく露群には関連は認められなかった（オ

ッズ比（OR）1 = 0.92、95%信頼区間（CI）= 0.74-1.15；OR2 = 0.98、95% 

CI = 0.80-1.21；OR3 = 1.14、95% CI = 0.92-1.41）。低出生体重について

は、(2)の低ばく露群、(3)の高ばく露群（OR = 1.25、95% CI = 1.02-1.53）

におけるリスク上昇を除いて、関連は認められなかった。ELF電磁界ばく露

と早産および低出生体重との関連が一部に認められたが、ばく露レベルに依
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存しないことから、この関連を ELF電磁界ばく露で完全に説明することはで

きない、と著者らは結論付けている。 

 

№74 

和文 

タイトル 

超低周波磁界及び全脳虚血はアレチネズミの脳下垂体 ACTH 及び TSH 細胞に

影響する 

英文 

タイトル 

An Extremely Low Frequency Magnetic Field and Global Cerebral Ischemia Affect 

Pituitary ACTH and TSH Cells in Gerbils. 

著者 Rauš Balind S, Manojlović-Stojanoski M, Šošić-Jurjević B, Selaković V, Milošević 

V, Petković B 

誌名 年; 

巻(号):頁

-頁 

Bioelectromagnetics 2020; 41 (2): 91-103 

国名 セルビア 

DOI 10.1002/bem.22237 PubMed ID 31828821 

概要 神経内分泌系は、磁界（外的ストレス因子）および脳虚血（内的ストレス因

子）によって調節され得る。この研究は、3月齢のアレチネズミの下垂体副

腎皮質刺激ホルモン（ACTH）および甲状腺刺激ホルモン（TSH）細胞の形態

機能的特徴に対する、超低周波（ELF）磁界（50 Hz、平均 0.5 mT）への 7日

間のばく露、および 10 分間の全脳虚血の個別のまたは複合的な影響を調べ

た。実験開始から 7 日目および 14 日目に測定を実施し、両ストレス因子の

即発影響と遅発影響を判断した。その結果、ELF 磁界ばく露および 10 分間

の全脳虚血は、個別でも同時に行った場合でも、ACTH 細胞の体積密度を低

下させた（P < 0.05）。一方、細胞内 ACTH 含量および血漿 ACTH 濃度の 7日

目の低下（P < 0.05）は、同時に行った場合にのみ認められた。ELF磁界は

7 日目の血清 TSH 濃度、および 14 日目の細胞内 TSH6 濃度を上昇させた（P 

< 0.05）。10分間の全脳虚血も単独で血清 TSH 濃度を上昇させた（P < 0.05）

が、ELF 磁界ばく露と同時に行った場合、14 日目の細胞内 TSH6 含量を上昇

させた（P < 0.05）。ELF磁界および／または 10分間の全脳虚血は、ACTH お

よび TSH 合成および分泌の即発および遅発刺激を生じ得る、と著者らは結論

付けている。 
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り、全 28加盟国について法制化済みで登録されており、簡単に確認できるようになって

いる。 

http://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/NIM/?uri=CELEX:32013L0035&qid=1473293577177 
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２．２ 電力設備から発生する磁界の測定 

令和 2 年度電力設備電磁界情報調査提供事業では、講演会での講演資料への活用を考慮

し、開催地域周辺での電気設備及び日常生活環境の磁界測定を実施した。また、磁界測定

の対象は、次の２つとした。 

 

（１）2011 年に改正された「電気設備に関する技術基準を定める省令」及び「解釈」に示

された測定方法（測定方法は国際規格「IEC 62110」/日本工業規格「JIS C 1911」に

準じた内容）による電気設備付近の磁界測定 

（２）電力設備等から発生する磁界の理解をより深めることを目的とした以下の磁界測定 

①特徴的な場所の磁界測定 

 ・人の往来が多い箇所 

 ・キュービクル式高圧受電設備（以下キュービクル） 

（キュービクルとは、6,600Vの高圧線で電気を受けて 100V 等に変圧し、各戸・

各施設に供給する電気設備） 

・太陽光発電設備 

・風力発電設備 

②物理的な変化を確認する磁界測定 

 ・距離が離れるほど急激に磁界レベルは低下することを確認する、距離変化 

 ・電力の負荷により磁界レベルは刻々と変化することを確認する、時間変化 

 

２．２．１ 測定箇所及び日程 

 

 

 

 

 

 

山形市内 8月 4日（火）～ 8月 6日（木） 

津市内 7月 30日（木）～ 7月 31日（金） 

大阪市内 7月 28日（火）～ 7月 29日（水） 

松江市内 7月 7日（火）～ 7月 10日（金） 

那覇市内 7月 14日（火）～ 7月 17日（金） 
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２．２．２ 測定対象 

（１）省令及び解釈による電気設備付近の測定 

設備 電圧 回線数 山形 津 大阪 松江 那覇 

架空送電線 

500kV 2回線   ● ●  

275kV 2回線 ● ●    

132kV 3回線     ● 

110kV 2回線    ●  

77kV 2回線  ● ●   

66kV 
2回線 ●     

4回線     ● 

 
 

設備 電圧 山形 津 大阪 松江 那覇 

地中送電線 

275kV   ●   

154kV   ●   

132kV     ● 

110kV    ●  

77kV  ●※1    

66kV ●   ● ● 

架空配電線 ●※1 ●※1 ●※1 ●※1 ● 

屋外変電所 

500kV   ● ●  

275kV ● ●    

132kV     ● 

110kV      

77kV  ● ●   

66kV     ● 

路上変圧器 ●※1 ●※1 ●※1 ●※1 ●※1 

ケーブル立ち上がり箇所 ●※1 ●※1 ●※1 ●※1 ●※1 

※1 2箇所（A、B）測定 
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（２）特徴的な場所の測定 

設備 山形 津 大阪 松江 那覇 

人の往来が多い箇所   ●  ● 

キュービクル周辺 ●※1 ●※1 ● ●※1 ●※1 

太陽光発電設備    ● ● 

風力発電設備 ●   ●  

※1 2箇所（A、B）測定 

 

（３）磁界の物理的変化を確認する測定 

設備 電圧 回線数 山形 津 大阪 松江 那覇 

架空送電線 

500kV 2回線   ● ●  

275kV 2回線 ●▲ ●    

132kV 3回線     ● 

110kV 2回線    ●▲  

77kV 2回線  ● ●   

66kV 
2回線 ●     

4回線     ● 

屋外変電所 132kV     ▲ 

凡例 ●：距離変化、▲：時間変化 
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２．２．５ 測定結果のまとめ 

（１）省令及び解釈による電気設備付近の測定 

・今回測定した箇所は、すべて省令の規制値（200μＴ）に比べて低い値であった。 

・これまでに各都市で測定した結果と比べて、ほぼ同程度の磁界が測定された。 

（２）特徴的な場所の磁界測定及び磁界の物理的変化を確認する測定 

・人の往来の多い箇所の測定結果は概ね 0.1μＴ程度であった。 

・キュービクル周辺の測定結果は 10.6μＴ以下であった。 

・太陽光発電設備の測定値は 0.4μＴ程度であった。 

・風力発電設備の測定値は 0.2μＴ程度であった。 

・架空送電線から距離が離れるほど磁界は小さくなった。 

・変電所付近での時間による変化は、3.39～4.09μＴであった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※次ページの拡大グラフを参照 
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２．２．６ 測定結果の活用 

測定結果を、講演会で情報提供した。 

 

２．２．７ 講演会での磁界測定に関する意見 

＜講演会参加者の意見＞ 

・別紙２「講演会における質疑応答」参照 
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２．３ 講演会の開催 

以下の内容で、5回の講演会を実施した。 

 

２．３．１ 企画概要 

下記の 3つテーマで、10月から 12月にかけて 5箇所（大阪市、津市、山形市、那覇

市、松江市）において講演会を開催した。 

・経済産業省の取り組みについて 

・講演 1「電磁界を知る（電磁界とは何か、主に低周波電磁界の影響と身のまわりの磁

界の強さ等を紹介します）」 

・講演 2「くらしを取り巻くその他の電磁界について（IH 調理器、電子レンジや携帯

電話など身のまわりの電磁界の影響について国際機関の見解などを中心に

紹介します）」 

 

（１）開催日時・開催場所・講演者名 

①大阪市講演会 

日 時：令和 2年 10 月 8日（木）13:00～16:00 

場 所：大阪府立男女共同参画・青少年センター（ドーンセンター）ホール（7階） 

講演者：（講演 1）牛山 明 

    （講演 2）大久保 千代次 

②津市講演会 

日 時：令和 2年 10 月 15 日（木）13:00～16:00 

場 所：河芸公民館 大ホール（1階） 

講演者：（講演 1）多氣 昌生 

    （講演 2）大久保 千代次 

③山形市講演会 

日 時：令和 2年 11月 13日（金）13:00～16:00 

場 所：山形県生涯学習センター（遊学館）遊学館ホール（2階） 

講演者：（講演 1）多氣 昌生 

    （講演 2）大久保 千代次 

④那覇市講演会 

日 時：令和 2年 11 月 20日（金）13:00～16:00 

場 所：てんぶす那覇（那覇市ぶんかテンブス館）テンブスホール（4階） 

講演者：（講演 1）牛山 明 

    （講演 2）大久保 千代次 
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⑤松江市講演会 

日 時：令和 2年 12月 3日（木）13:00～16:00 

場 所：松江市総合文化センター プラバホール（1階） 

講演者：（講演 1）多氣 昌生 

    （講演 2）大久保 千代次 

 

（２）開催目的 

商用周波数の電磁界に係る国内外の研究動向、諸外国の規制動向、リスクコミュニケ

ーション手法など最新の研究動向を調査、整理、分析して取りまとめた資料及び、大

阪市、津市、山形市、那覇市、松江市での磁界測定結果を活用し、電磁界の健康影響

に対する国と国民との間に生じるリスク認識のギャップを埋めるべく、講演及び参加

者の質問対応を通じて、正確な情報を分かりやすく開催地周辺地域の国民に提供する

ことを目的とする。 

 

（３）内容 

経済産業省による行政の取り組みの紹介に引き続き、多氣昌生氏（東京都立大学 名

誉教授）又は牛山明氏（国立保健医療科学院 統括研究官）が講演を行った。休憩を

挟んで大久保千代次（一般財団法人 電気安全環境研究所 電磁界情報センター所長）

が講演を行い、その後申し込み時及び当日提出された質問について、講演者が回答を

行った。 

 

（４）参加費：無料 

 

（５）参加申し込み方法 

一般財団法人 電気安全環境研究所 電磁界情報センター（以下、電磁界情報センタ

ー）のホームページ・FAX・はがき・電話による申し込み受付を行った。 
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（６）プログラム 

各会場とも次のプログラムで実施した。 

13:00～13:05 開会挨拶 

13:05～13:20 主催者挨拶及び経済産業省の取り組みについて（経済産業省） 

13:20～14:20 講演 1 

「電磁界を知る（電磁界とは何か、主に低周波電磁界の影響と身のまわ

りの磁界の強さ等を紹介します）」（多氣昌生、牛山明） 

14:20～14:35 休憩 

14:35～15:15 講演 2 

「くらしを取り巻くその他の電磁界について（IH 調理器、電子レンジや

携帯電話など身のまわりの電磁界の影響について国際機関の見解など

を中心に紹介します）」（大久保千代次） 

15:15～16:00 質疑応答（経済産業省、講演者） 

 
２．３．２ 講演会の開催準備 

講演会開催の周知は、次の方法にて行った。 

 
（１）案内状・チラシの作成と郵送 

電磁界情報センターにて、開催目的・開催日時・開催場所・申し込み方法等を記載

した案内状・チラシを作成し、以下に示す機関に送付した。 
・マスメディア（開催市の全国紙支局、地方紙） 
・地方自治体（開催市及び近隣） 
・開催市の市民センター、公民館、消費生活センター、保健所、図書館等公共施設 
・開催市の幼稚園 
・開催市の企業（不動産関係） 

 
（２）ホームページによる案内 

電磁界情報センターのホームページで開催目的・開催日時・開催場所・申込み方法等

の案内を周知するとともに、ホームページでの申し込み受付も行った。 
 
（３）新聞広告の作成と掲載 

電磁界情報センターにて、開催目的・開催日時・開催場所・申込み方法等を記載し

た新聞広告の原案を作成し、開催地域の全国紙、地方紙及びフリーペーパ等に掲載し

た。また、新聞への折り込みチラシを入れた。 
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（４）その他の案内 
・電磁界情報センター 会報誌『JEIC NEWS』に開催案内の記事を掲載 

・電磁界情報センターのメールマガジンに開催案内の記事を掲載 

・開催市の後援名義使用承諾を申請し了承された。 

 
２．３．３ 講演会当日配布物 

・講演会予稿集（資料３） 

・WHOファクトシート集 

・パンフレット「電磁界と健康（改訂第１８版）」（資料１） 

・総務省パンフレット「電波と安心な暮らし」 

・環境省冊子「身のまわりの電磁界について」 

・事前質問（資料４） 

・質問用紙（休憩中に回収） 

・アンケート用紙（閉会時に回収） 

 
２．３．４ 講演者との講演内容の調整 

講演会は主催者と講演者の３名により実施し、講演内容については基本的に、同じ内

容、同じ流れで行うこととした。 
 

２．３．５ 講演動画の配信 

津市講演会にて、講演内容の動画の撮影を行い、編集後、インターネット上で動画を

公開した。動画は、行政や民間企業等の動画配信に活用され、知名度、運用の信頼度

が高い YouTubeで配信することとし、電磁界情報センターのホームページにアクセス

したユーザーまたは、URLを直接入力したユーザーのみが視聴可能な形式「限定公開」

にて、令和 2年 11月中旬～令和 3年 2月中旬までの約 3か月間、配信を行った。 
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２．３．６ 開催結果 

（１）参加状況 

     
 

会場 参加申込数 参加実績 定員（100名）に対する参加率 

大阪市 96 名 66名 66% 

津市 101 名 92名 92% 

山形市 111 名 89名 89% 

那覇市 132 名 96名 96% 

松江市 119 名 103 名 103% 

合計 559 名 446 名 － 

 

会場側で定める新型コロナウイルス感染症への予防対策に基づき、収容可能な範囲で受

付を行った。 

また、当日都合が悪くなり参加できなかった方々で講演資料の送付を希望された方には、

自宅への講演資料の送付などにより情報提供を行った。
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（２）参加者からの質問事項 

質問の内容からキーワードを拾い、分野別に分類すると以下のようになり、電力設

備等から発生する商用周波（50/60Hz）電磁界に関する質問は全体の約 25%であった。 

分野別 事前質問 会場質問 

商用周波電磁界 22件 24件 

中間周波数に関する質問（IH等） 7件 1件 

高周波に関する質問（携帯電話・電子レンジ等） 34件 7件 

静電磁界に関する質問 1件 4件 

複合周波数（分類不可含む）に関する質問 21件 7件 

電磁波防護 11件 2件 

電磁過敏症に関する質問 7件 8件 

機器への影響に関する質問（ﾍﾟｰｽﾒｰｶｰ等） 3件 2件 

発電設備（太陽光、風力） 3件 1件 

その他 18件 5件 

合 計 127件 61件 

 質疑応答の詳細内容については、別紙２のとおり。 

  

（３）アンケート回収結果 

記述回答については、基本的に原文のままとしたが、明らかな誤字等については訂

正するとともに、分かり易さ等の点から一部表現を修正した。また、個人名や特定の

名称等は削除又は変更した。アンケートの回収は全会場で 338枚であるが、択一回答

（○は１つ）の設問に複数回答している例があり、2回答の場合はそれぞれ、0.5件の

回答として１人１件の回答となるように按分集計した。したがって、回答件数が小数

表記となっている場合がある。 

会 場 参加実績 回答者数 回収率 

大阪市 66名 58名 88% 

津市 92名 70名 76% 

山形市 89名 74名 83% 

那覇市 96名 69名 72% 

松江市 103名 67名 65% 

合 計 446名 338名 76% 
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（a）．参加者属性 

（a-1）．年齢 

年 代 10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答 合 計 

回答者数 0名 14名 23名 38名 69名 177名 17名 338名 

比 率 0.0％ 4.2% 6.8% 11.2% 20.4% 52.4% 5.0% 100% 

 

（a-2）．性別 

 

性 別 男 性 女 性 無回答 合 計 

回答者数 180名 121名 37名 338名 

比 率 53.3% 35.8% 10.9% 100% 
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（a-3）．経済産業省の主催する電磁界に関する講演会等への参加状況 

 

項 目 回答者数 比 率 

今回の参加が初めて 286名 84.6% 

2回目 12名 3.6% 

3回以上 12名 3.5% 

無回答 28名 8.3% 

合 計 338名 100% 
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（a-4）．職業別 

 

業 種 回答者数 比 率 

主婦、学生、無職 132.0名 39.0% 

エネルギー事業者 45.0名 13.3% 

その他の職業 34.0名 10.1% 

行政関係者 31.0名 9.2% 

販売事業者 22.0名 6.5% 

自営業 15.5名 4.6% 

教育関係者 15.5名 4.6% 

医療関係者 13.0名 3.8% 

製造事業者 12.0名 3.6% 

無回答 18.0名 5.3% 

合 計 338名 100% 
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ｂ．個別回答結果 

（b-1）．本講演会を何でお知りになりましたか？（回答はいくつでも）  

 

講演会開催の情報源 回答数 比 率 

新聞広告 78件 21.7% 

新聞折込チラシ 76件 21.2% 

所属機関の連絡網 60件 16.7% 

行政機関等のお知らせ（市報等） 39件 10.9% 

公共施設等に置かれた開催チラシ 32件 8.9% 

電気安全環境研究所からの案内状 15件 4.2% 

電磁界情報センターのホームページ 13件 3.6% 

フリーペーパ、地域情報誌 10件 2.8% 

イベント情報サイト 3件 0.8% 

その他 28件 7.8% 

無回答 5件 1.4% 

合 計 359件 100% 

※その他への記載事項 （家族、友人からの紹介 など） 
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（b-2）．講演会の内容はいかがでしたか。（回答は１つ） 

 

講演会の内容 回答者数 比 率 

大変役に立った 101.0名 29.9% 

役に立った 139.5名 41.3% 

まあまあ役に立った 67.5名 20.0% 

あまり役に立たなかった 12.0名 3.5% 

役に立たなかった 4.0名 1.2% 

無回答 14.0名 4.1% 

合 計 338名 100% 
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（b-3）．講演内容のわかり易さについて、どのようにお感じですか？（回答は１つ） 

 

講演内容の分かりやすさ 回答者数 比 率 

わかり易く有意義 98.0名 29.0% 

ある程度理解できた 140.0名 41.4% 

説明がやや難しい 56.5名 16.7% 

説明がかなり難しい 13.0名 3.8% 

その他 22.5名 6.7% 

無回答 8.0名 2.4% 

合 計 338名 100% 

 

※その他への記載事項 

・ スクリーンの映像データが資料として配布されていたので、後日復習できて良い。 

・ やや専門的で難しい部分もあったが、正しい知識を得ることができた。 

・ 専門性が高く難しい。一般の者が聴講対象者なのでもっとユーモアを含む話題を提供

して欲しい。 
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（b-4）．（b-3）で「説明がかなり難しい」、「説明がやや難しい」、「ある程度理解できた」と回

答した方は次の何れに当てはまるかお答えください。（回答はいくつでも） 

 

 

 

 

 

 

 

講演内容が難しかった理由 回答数 比 率 

普段聞きなれない用語が多く理解できない部分があった。 
用語の解説集などがあれば理解が深まった。 

108件 38.5% 

限られた時間の中で、講演内容の進み方が早く理解ができなか
った。 

45件 16.0% 

内容の全てについて難しかった。一般の参加者が理解できるよ
うな工夫が必要 

29件 10.3% 

その他 40件 14.2% 

無回答 59件 21.0% 

合 計 281件 100% 

 

※その他への記載事項 

・ 講演時間を 1.5倍程度に設定をし、もっと広く深く説明して欲しい。 

・ 聴講側のレベルによっては理解できない部分があると思う。 

・ 進み方が回りくどく、理解が出来なかった。 

・ 専門用語の一部が分かりにくかったが、概ね理解できた。 

・ JIS 規格に準じた検査方法の説明は不要だと思う。 

・ 声が聞き取りにくい時があった。（マイクから離れた時） 

・ もっと身近な内容であれば、惹きつけられたと思う。 

・ 少し聞き取りにくいところがあった。限られた時間の中で少し早口だったのでしょう

か。 

・ 電磁界について自分なりの予習が必要だと感じた。 

・ いくら噛み砕いても説明が難しい分野だと思うのでやむを得ないかと思う。 

・ 出典などは予稿集を見れば分かるので、ポイントを絞って説明して欲しかった。 

・ 基本的には分かりやすかったが結論（まとめ）が 1セクション毎にあれば尚良い。 

普段聞きなれない用語が多く理解できない部分があ

った。用語の解説集などがあれば理解が深まった。 

限られた時間の中で、講義内容の進み方が早く理解

ができなかった。 

その他 

内容の全てについて難しかった。一般の参加者が理

解できるような工夫が必要 

無回答 
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（b-4）．申込時あるいは当日ご記入頂いた質問事項が、講演または質疑対応に含まれてい

ましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

質問への回答 回答者数 比率 

含まれていた 107名 31.6% 

含まれていなかった 8名 2.4% 

該当なし 143名 42.3% 

無回答 80名 23.7% 

合計 338名 100% 
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（b-5）．今後、電磁界の健康影響について、知りたい点がありましたらお書きください。 

 

・ 空港などの金属探知機が体に影響を及ぼすか。 

・ SNS でポケットに携帯を入れると男性の場合、電磁波の影響で精子が減少するというよ

うな情報を見かけた。生殖機能に関して今後何かしらの影響が示唆されることがある

のか。 

・ 送電線がペースメーカーへ及ぼす影響について。 

・ ICT による小児の影響が大変興味深い。電磁界の健康影響と関係ないとは思うが、市民

の不安の整理ができていない分野である思うので今後も発信して欲しい。 

・ 医療機器の電磁界について詳しく知りたい。 

・ ＡＩを使ったロボットや装置の健康への影響。 

・ 医療関係の治療器。（特に家庭で使用する治療器） 

・ 自動車の磁界と健康影響について。 

・ 5G が普及した場合の健康影響について。 

・ ワイヤレスの電気製品。 

・ 電磁界の悪影響を受けないために我々はどのような点に注意し、行動したらいいか具

体的に話をして欲しい。 

・ 研究状況やその結果に関わる新しい情報の提供を希望する。 

・ EMP について。 

・ 住宅内外の電磁界の影響の違い。電気自動車内外における影響。 

・ 私たちが知りたいのは知識や考え方ではなく、生活や健康への影響である。もっと単

刀直入に影響があるかないか、どちらともいえないのか、一般の方からの質疑応答に

重点を置いた内容が良いと思う。 

・ 交通インフラ（リニア、新幹線）の影響について。 

・ ＷＨＯの資料データが古すぎて近年のデータは出したくないのかと勘ぐってしまう。

ＷＨＯのデータを基に講演を進めるのは良いが、近年の日本のデータを見せた方が、

説得力があると思う。特に脳腫瘍のデータが２００６年までの米国のデータだったの

に驚いた。その頃米国に（2000～2005）住んでいたが、当時の日本より携帯を持って

いる人は少なかった。近年のデータが知りたい。 

・ 電気で筋肉を鍛える機器について。 

・ 機器単体でのテストケースよりも複数の共鳴でのテストで影響を調べて欲しい。 

・ 様々な電磁界が合わさった場合どうなるのか。 

・ 電力設備のメンテナンス、運転を関わる人に対する制限について。 

・ スマートメータの電磁界について。 
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（b-6）．この講演会は、電磁界の健康影響について、正確な情報を広く提供し皆様方の不

安を少しでも払拭することを目的に行っていますが、より良い方策について、皆様のご意

見をお聞かせください。（回答はいくつでも） 

 

改善方策 回答数 比率 

このような講演会を定期的に行ってほしい 193件 45.3% 

詳細内容のパンフレットやホームページを作成して 
欲しい 

89件 20.9% 

問い合わせに対して、答えてくれるような電話窓口を 
整備してほしい 

69件 16.2% 

その他 34件 8.0% 

無回答 41件 9.6% 

合 計 426件 100% 

 

※その他への記載事項 

・ 連続講座形式で講演会を開催して欲しい。 

・ 製品供給業者を通じた広報。 

・ もう少しやわらかい方法で周知する手段はないでしょうか。例えば教育テレビで子供

番組とか。 

・ 中高校生向けに講演会を行って欲しい。 

・ 義務教育に取り入れてはどうでしょうか。 

・ 女性、特に子供のいる年代に理解されていく方策として、ＳＮＳでの発信も効果があ

ると思う。 

・ 研究者の方だけでなく例えば、食を研究している方からなど立場の違う方を招いた方

が良いかと思う。 

・ データに大きな変化があった時点で講演会が開催されれば充分と感じた。 
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（b-7）．このような講演会等に参加しやすい曜日・日時をお聞かせください。（回答は１つ） 

 

開催希望日 回答者数 比率 

平日（午後） 210.5名 62.3% 

休日（午後） 42.5名 12.6% 

休日（午前） 26.0名 7.7% 

平日（午前） 21.0名 6.2% 

その他 12.0名 3.5% 

無回答 26.0名 7.7% 

合計 338名 100% 
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２．３．７ アンケート結果の考察 

アンケート結果の考察は次のとおり。 

・ アンケートの回答数は、5会場合計で参加者 446名に対して 338枚（76％）を回収した。 

・参加者の年齢層は、20代から 60代以上まで幅広いが、40代が全体の 11.2％、50代が

全体の 20.4％、60 代以上が全体の 52.4％であった。男女の比率は、男性が 53.3％、

女性が 35.8%であり、男性参加者が多かった。また、職業別では主婦、学生、無職が最

も多く、132 名の参加があった。 

・ 経済産業省の主催する電磁界に関する講演会等への参加状況は、今回の参加が初めて

の人が 84.6％で、2回目以上及び無回答の人が合わせて 15.4％であった。 

・ （b-1）講演会の開催情報を知る媒体は、新聞広告が 78件と一番多く、次いで新聞折

込チラシが 76件で、新聞媒体から情報を得ている方が全体の 42.9%であった。また、

所属機関の連絡網が 60件であった。 

・ （b-2）「講演会の内容はいかがでしたか」については、「大変役立った」、「まあまあ役

立った」と「役立った」の合計が 308名で、全体の 91.2%を占めており、多くの参加者

にとって有意義であったと考えられる。 

・ （b-3）「内容のわかり易さ」については、「ある程度理解できた」と「わかり易く有意

義」の合計人数が 238 名で、全体の 70.4%を占めており、多くの参加者に理解されたと

考えられる。 

・（b-3）の質問に対して、「かなり難しい」又は「やや難しい」と回答した人への質問に

ついては、「普段聞き慣れない用語が多く理解できない部分があった。用語の解説集等

があれば理解が深まった。」との回答が 108 件、「限られた時間の中で、講演内容の進

み方が早く理解ができなかった。」が 45件であった。 

・ （b-4）「事前質問の内容が、講演または質疑応答に含まれていたか」については、該

当なしと無回答を除いた 115名のうち、「含まれていた」との回答が 107名で概ね期待

に応えられたと考えられる。 

・ （b-6）「より良い方策」については、講演会の定期的開催との回答が 193件、パンフ

レットやホームページの作成が 89件、問い合わせ電話窓口の整備が 69件であった。 

・ （b-7）「参加しやすい曜日・日時」については、「平日（午後）」との回答が 210.5 名

で、全体の 62.3%であり、次回も平日の午後に開催するのが良いと考えられる。 
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２．４ ホームページ及びパンフレット「電磁界と健康」の作成及び改訂 

２．４．１ パンフレット「電磁界と健康」の改訂 

電磁界情報、リスクコミュニケーション等に精通している各界の有識者でパンフレット

「電磁界と健康」を監修し、改訂第 18版を作成した。 

監修者（50 音順） 

 池畑 政輝 （鉄道総合技術研究所） 

牛山 明  （国立保健医療科学院） 

梅澤 晋一 （国民生活センター） 

大久保千代次（電磁界情報センター） 

多氣 昌生 （東京都立大学） 

土田 昭司 （関西大学） 

飛田 恵理子（東京都地域婦人団体連盟） 

水野 幸男 （名古屋工業大学） 

山口 直人 （労災保険情報センター） 

 

改訂の内容は、以下の観点にて行った。（資料１） 

＜改訂の内容＞ 

①IARC による発がん性分類の最新版への更新 

②磁界測定結果の追加 

③分かり易い表現への修正 

 

２．４．２ホームページ「電磁界と健康」の改訂 

上記パンフレットの改訂（改訂第 18版）に対応して、ホームページ「電磁界と健康」を

改訂した。（資料２） 
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２．５ 来年度事業への提言 

来年度事業への提言は次のとおり。 

（１）国内外における電磁界に関する研究動向・規制動向調査について 

・国内外においては、依然として電磁界の健康影響に関する研究が実施されており、

引き続きそれら研究のテーマや成果の把握に努めることが必要である。 

・諸外国の規制動向等についても、研究動向とあわせ最新情報の収集が必要である。 最

新情報は各国の規制担当組織等のホームページ等の公開情報に基づき収集している

が、規制や法令改正の背景、規制下の現地の運用状況等の詳細情報を得るには、現

地調査による直接ヒアリングが望ましい。これまでの諸外国の調査は欧州・米国が

主であったものの、電力需要が増大するアジア各国における最新動向を調査するこ

とも有益と考えられる。 

・講演会においては、商用周波電磁界に加え、日本では今年度春からサービスが開始

された第 5 世代移動通信システム（5G）から発生する高周波電磁界や、今後運用が

開始されるリニアモーターカーに用いられる静磁界の健康影響についても関心が高

く、今後も関心が高まることが予想されるため、諸外国の対応状況についても調査

しておくことが望ましい。 

 

（２）磁界測定について 

・身近な電力設備からの磁界測定結果を提示することにより、身近な磁界は、規制値

より十分小さいとの理解を深めることができることから、磁界測定を継続実施し、

パンフレット「電磁界と健康」改訂版への反映も考慮し、電力需要の多い 8 月中旬

までの測定終了が望ましい。そのために、早期に受託契約を締結し、測定スケジュ

ール・測定箇所の調整が必要である。 

・身近な電力設備として問合せが増えている、再生可能エネルギー（例えば、太陽光

発電所、風力発電所、水力発電所、バイオマス発電所、EV 充電スタンド等）の周辺

から発生する磁界を調査しておくことが望ましい。但し、太陽光発電所や風力発電

所の測定は天候に依存し、また施設情報等の公開情報が限定的であり現地と異なる

場合もあるため、ゆとりある測定スケジュールを確保するとともに、事前に測定候

補地を複数選定することが望ましい。 

 

（３）講演会の開催について 

・講演会には、定員を超える大勢の申込み、及び参加をいただいたことから、国民の

電磁界と健康影響に対する関心の高さが感じられる結果であった。よって、最新の

情報を反映しつつ、電磁界の健康影響に関する利害関係者のリスク認知のギャップ
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をなくすため、今後も実施する必要がある。 

・講演内容については、9割以上の方が「役に立った」と回答しており、概ね適切であ

ったと思われる。一方で、内容の分かり易さについて「説明が難しい」と回答した

方も約 2 割おり、限られた時間の中で、より一層分かり易い説明に努める必要があ

る。また、講演をあまり理解できなかった人やさらに詳しく知りたい人については、

各講演者より情報提供窓口として電磁界情報センターを紹介しており、電磁界情報

センターは、引き続き中立的な立場で科学的に正しい情報を提供していく必要があ

る。 

・例年、身のまわりの電磁界の理解を深めていただくため、ドライヤー、白熱球、LED 

電球等を使用した磁界測定のデモンストレーションを講演会場後方付近で実施して

いたが、このブースでは参加者が実際に測定器を手に取ったり、人が密になること

が懸念されたため、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から今回は実施を見

送った。このブースでは、測定値の確認とともに参加者自身の相談をされる方も多

く好評を得ていたため、新型コロナウイルス感染症収束後には、実施を再開するこ

とが望ましい。 

・従来の受付業務（出欠確認、資料配布）に加え、新型コロナウイルス感染症拡大防

止対策として、検温、手指消毒等の対応が必要のため、受付要員は最低３人が望ま

しい。 

・ソーシャルディスタンス確保の観点から、来年度も施設利用人数が制限（会場収容

人数の 1/2 以下）される可能性が高く、予約がとりにくい大ホールを確保するため

に早期の日程調整が必要である。 

・幅広い層へ情報提供を行うために動画配信は、今後も継続することが望ましい。 

 

（４）ホームページ及びパンフレット「電磁界と健康」の作成及び改訂について 

・電磁界の健康影響に関する利害関係者のリスク認知のギャップをなくす重要なツー

ルのため、今後も最新の情報を反映し改訂する必要がある。 

 

 

以 上 
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磁界測定結果 
（距離変化・時間変化） 
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   66kV架空送電線（山形） 

  ・電線地上高※＝22.2m 

 

 

 

   275kV架空送電線（津） 

  ・電線地上高※＝14.6m 
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   77kV架空送電線（津） 

  ・電線地上高※＝19.8m 

 
 

 

   500kV架空送電線（大阪） 

  ・電線地上高※＝43.9m 
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   77kV架空送電線（大阪） 

  ・電線地上高※＝18.3m 

 
 

 

500kV架空送電線（松江） 

  ・電線地上高※＝84.5m 
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110kV架空送電線（松江） 

  ・電線地上高※＝12.5m 

 

 

 

   132kV架空送電線（那覇） 

  ・電線地上高※＝24.9m 
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   66kV架空送電線（那覇） 

  ・電線地上高※＝39.8m 
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   110kV架空送電線（松江） 

・電線地上高※＝12.5m 
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講演会における質疑応答 
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山形会場における質疑応答の内容及び回答者 

 参加者および回答者の発言内容（骨子）を発言順に記載 

（事前質問） 

№ 質問 回答の骨子 回答者 

1 

電磁波の健康影響一般 講演１・2で説明 

WHOファクトシート集 関連ページ 

「携帯電話」1～3ページ 

「無線周波電磁界の健康影響」11～14

ページ 

「超低周波電磁界へのばく露」47～50

ページ 

電磁界情報 

センター事務局 

・ 電磁波が影響で体に害を及

ぼしたり、癌になったりす

るのでしょうか。 

・ 携帯の電波塔(基地)や送電

線の近くに住んでいると、

体に害はあるのでしょう

か。 

・ 携帯電話を使用した場合の

影響が知りたい。 

・ 電磁界の事が全然わかりま

せん。 

2 

家電製品（調理） 講演 2で説明 

WHOファクトシート集 関連ページ 

「電子レンジ」60～62ページ 

容器によっては電子レンジで使用出来

ない物があります。詳細は、国民生活

センターの報告書をご確認ください。 

電磁界情報 

センター事務局 

大久保所長 

・ 電子レンジを使っているの

で、影響が知りたいです。 

・ 電子レンジの体への影響、

食品への影響、加熱された

容器が食品に及ぼす影響に

ついて教えて欲しいです。 
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3 

電磁波防護 WHOファクトシート集№205「超低周波

（ELF）」で、「一般の公衆が特定の防

護対策を講じる必要はありません」、

電波に関しても、№226「レーダと人

の健康」の中で「近年、RF電磁界の遮

蔽特性があるとする衣服や物品が、妊

婦など一般市民の中で「敏感な」人々

向けに消費者市場に出現しています。

この類の製品を使用する事は必要あり

ませんし、やめさせるのがよいでしょ

う。それらは有効な RF電磁界遮蔽効

果を示しませんし、またこのような用

具の必要性はありません」との見解を

示しています。それでも心配だと言う

方には、例えば、電気付きのラジオの

位置を変える、子どものベッドを寝室

内の磁界の低いところへ移動する、就

寝前に電気毛布のスイッチを切る、携

帯電話で長話する人はハンズフリーキ

ットを使って携帯電話機を体から離す

事もできます。しかし、これらの行動

を、国の組織が公衆衛生的理由で推奨

する事はありませんが、自分のリスク

認知によって個人的に行う事は適切と

考えられます。 

大久保所長 

・ 電磁波をカットする商品は

本当にあるのでしょうか。 

・ 電磁波の防ぎ方が知りたい

です。 

4 

ＬＥＤ 過去に電磁界情報センターで LED電球

から発生する磁界の測定を行っていま

すが、最大で 0.1μT程度と、非常に

小さい値です。また、LED照明に変え

た後、テレビやラジオで受信障害が発

生したといった報道が過去にありまし

たが、現在は CISPR（国際無線障害特

別委員会）で照明機器から発生するノ

イズの規制を行っているので、受信障

害が発生する事は、ほとんど無くなっ

ています。 

多氣教授 

・ LEDとの関係はあります

か。 
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5 

電磁過敏症 WHOファクトシート集№296「電磁過敏

症」では、「電磁過敏症は人によって

異なる多様な非特異的症状であり、電

磁過敏症と電磁界ばく露を結びつける

ような科学的根拠は存在しない」との

見解が示されています。また、電磁過

敏症と電磁界ばく露との因果関係は否

定されています。原因としては、環境

因子（騒音や光など）のようなものや

ストレスが考えられます。また、音波

と電磁波は異なります。低周波音につ

いては環境省が発行している「よくわ

かる低周波音」に詳しく掲載されてい

ますので、そちらをご確認下さい。 

大久保所長 

・ 電磁過敏症になってしまい

悩んでいます。対策方法な

どを教えて欲しいです。他

の人には聞こえない低周波

音が聞こえてしまい悩んで

います。全国に電磁過敏症

の診察をしてくれる医療機

関はあるのか教えて欲しい

です。 

6 

共生微生物への影響 影響があるという研究もあれば、無い

という研究もあり、結論は出ていませ

ん。ただ、細菌の影響が直接人への健

康影響へ結びつくというのはギャップ

があります。電磁界情報センターで管

理する電磁界情報データベースには検

索機能があり、例えば“細菌”という

ワードで検索すると、健康影響とは直

接関係ない生態学的な研究や磁性体を

持つ細菌の医療応用などが含まれます

が、74件の論文がヒットします。専門

的な内容にはなりますが、ユーザー登

録いただければ、どなたでも閲覧可能

なので、ご活用いただければと思いま

す。 

大久保所長 

・ 腸内細菌や皮膚常在菌な

ど、共生微生物への電磁界

の健康への影響などの最新

研究結果についてお聞きし

たいです。 
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7 

蛍光ランプの点灯 蛍光ランプが点灯する原理ですが、電

極を加熱させると電子が放出され、電

極間の電界によって電子が加速しま

す。その結果、管の中にある水銀原子

と電子が衝突し紫外線が発生し、管面

に塗ってある蛍光体が光ります。 

送電線下や変電所付近など、比較的電

界が強い場所の場合でも、少量の残存

電子が電力設備の電界によって加速さ

れ、蛍光体が光る事がありますが、電

子の数が少ないため、非常にほのかに

光ります。このような現象は、暗闇で

蛍光灯を乾いた布で擦った場合にも見

られます。また、丸型の蛍光灯でも、

管内の電界の大きさが十分であれば、

同様に光ります。 

多氣教授 

・ 蛍光ランプが変電所近くで

点灯するとの話を聞きまし

た。メカニズムが知りたい

です。また、○型の蛍光灯

はどうでしょうか。 

8 

家庭用医療機器 本講演会は一般環境での電界や磁界の

健康影響についてご説明する趣旨です

ので、個々の製品についてコメントす

る立場ではありません。 

大久保所長 

・ 家庭用医療機器の電位治療

器についてご質問します。

9000ボルトの 50 周波数の

物で母親が毎日 1時間程使

っています。あらゆる病気

の予防と自己免疫をあげる

ため、また体温を上げるた

めと説明され購入したもの

です。電界に身を包み座っ

ているとの事ですが、不確

かな健康づくりにはどの程

度確かな効果があるのでし

ょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙 2-5 
 

9 

脳や神経への影響 低周波で感電した場合に、ALSのよう

な神経退行現象が起こる事は確かなよ

うですが、それ以外の職場環境では、

アルツハイマーや ALSなどと関係があ

るという報告もあれば、関係がないと

いう報告もあり、中枢神経系への影響

に関して結論は出ていません。脳に関

しては、脳腫瘍を講演 2の中でご説明

しました。携帯電話で使用する電波を

ばく露すると睡眠脳波または、覚醒時

脳波ですが、脳波の周波数成分が電波

を上げると多少変化しますが、その変

動は生理的変動以内なので、国際非電

離放射性防護委員会では、健康影響と

考える事は難しいとの見解を示してお

ります。携帯電話の領域では、COSMOS

というコホート研究が 35年前から継

続中ですが、現在までに健康影響は確

認されていません。 

大久保所長 

・ 発がん性など、細胞異常を

きたしますか。脳や神経へ

の影響はありますか。10年

後、50 年後など、長いスパ

ンで受ける影響について研

究されていますか。また、

明らかになっていますか。 
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（会場質問） 

№ 質問 回答の骨子 回答者 

1 

雷 高周波電磁界で雷が起きるかについ

て、上空で帯電しているものを放電さ

せ、害のない場所に雷を落とす技術は

進みつつあります。レーザーの光も電

磁界の仲間ですが、非常に大きなエネ

ルギーを送らないと実現できないの

で、我々の日常生活には直接関わらな

いかと思います。雷の放電時にも高い

周波数の成分を含む電磁界が発生しま

すが、空間を伝わって来る電磁界とし

て考えれば、大きいレベルでは無いの

で人体に影響を及ぼす事はありませ

ん。但し、直接体に電流が流れた場合

には、大きな怪我や命に関わる事があ

ります。 

多氣教授 

・ 高周波電磁界と雷の因果関

係について知りたいです。 

2 

規制値 0.4、0.5μTは、疫学研究の中でたま

たまカットポイントとして選ばれた値

です。その値を超えると何か影響があ

るという因果関係の根拠は十分ではな

く、国際的なガイドライン以下に制限

する事によって得られるメリットはあ

りません、と WHOファクトシート集の

中にも書かれています。 

多氣教授 

・ 日本の規制値が 200μTとな

った理由が知りたいです。

諸外国では 0.4、0.5μTで

影響があるという論文や文

献がありますが、どう理解

されていますか。 

3 

IH調理器 そのような事は起こりません。 

大久保所長 
・ IH調理器の電磁波が、ステ

ンレスの壁に当たって強ま

る事はありますか。 

4 

肺がんの原因 Ｘ線などの電離放射線ばく露では発が

んは確認されていますが、生活環境で

電磁界ばく露が原因で肺がんになると

は現在考えられていません。 

大久保所長 
・ 強い電磁波が肺がんの原因

になる事はありますか。 

5 

TMS 療法 講演会の趣旨とは離れますが、TMS療

法は確立されており、科学的な根拠も

十分あるとご理解していただければと

思います。 大久保所長 

・ TMS療法によるうつ病治療

が去年保険適用となりまし

たが、効果はあるのでしょ

うか。 
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6 

電磁過敏症 電磁過敏症のはっきりした原因はわか

りません。また、電磁過敏症は疾病と

して認められておりません。一般的に

は心療内科の領域になろうかと思いま

す。 
大久保所長 

・ LEDのある場所に行くと胃

が張り、10 分以上電話する

と同じような症状が出ま

す。飛行機、新幹線では、

関節や頭が痛くなります。 

・ 電磁過敏症に関する医療機

関はありますか。 

以 上 
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津会場における質疑応答の内容及び回答者 

 参加者および回答者の発言内容（骨子）を発言順に記載 

（事前質問） 

№ 質問 回答の骨子 回答者 

1 

講演会開催 経済産業省の取り組みで説明 

電磁界情報 

センター事務局 

・  何故今、電磁界をテーマと

した講演会を開催するので

しょうか。 

2 

電力設備からの電磁波 講演１で説明 

WHOファクトシート集 関連ページ 

「超低周波電磁界へのばく露」47～50

ページ 電磁界情報 

センター事務局 

・ 私の家の前にある高圧電線

が気になります。電気が流

れている電線から電圧別に

半径何メートルの位置で、

どのような影響があるの

か、実例を教えて頂きたい

です。 

3 

電磁波の健康影響一般 講演 1・2で説明 

WHOファクトシート集 関連ページ 

「携帯電話」1～3ページ 

「無線周波電磁界の健康影響」11～14

ページ 

「超低周波電磁界へのばく露」47～50

ページ 

電磁界情報 

センター事務局 

・ 家電や携帯電話など身近に

ある物の身体への影響を知

りたいです。 

・ 電磁波が健康に及ぼす科学

的医学的視点について知り

たいです。 

4 

家電製品（調理） 講演 2で説明 

WHOファクトシート集 関連ページ 

「中間周波（IF)」56～59ページ 

「電子レンジ」60～62ページ 

電磁界情報 

センター事務局 

・ 電子レンジを使った料理は

注意した方が良いのでしょ

うか。 

・ 電磁調理器は人体に影響あ

りますか。 

・ 電子レンジが出回った頃、

電磁波を浴びるのが危険だ

という事で使用時は離れて

いましたが、現在はどうな

のでしょうか。 
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5 

5G 講演 2で説明 

2018年にオランダのハーグで、「5Gの

基地局から出ている電波によってムク

ドリが大量死した」といった情報が流

されましたが、よく調べると、5Gの基

地局は当時稼働しておらず、電波とは

関係がありませんので、誤解の無いよ

うにお願いします。 

 

電磁界情報 

センター事務局 

 

大久保所長 

・ 5Gによる動物の異常行動と

死亡について知りたいで

す。 

・ 5G、ローカル 5G の予想され

る影響を教えてください。 

・ 新しい通信網 5G が人体に及

ぼす影響について詳しく知

りたいです。 

6 

太陽光発電システム 直流磁界の国際的なガイドラインは

400,000μTです。それに対して、電磁

界情報センターで行った太陽光パネル

からの直流磁界の測定結果では、最大

定格電流の時に機器から 2㎝の位置で

25μT。地磁気程度です。一方、パワ

ーコンディショナの交流磁界の国際的

なガイドラインは 200μTです。それ

に対して、最も磁界が高い背面では、

60μT程度ですが、5㎝離れれば 1/3、

10㎝離れれば 1/6程度に下がります。

身体の中心部は大体 20㎝くらい離れ

るのでこれより低いレベルとなりま

す。なお、パワーコンディショナでの

スイッチングによって発生するノイズ

が通信機器に影響を与える恐れはあり

ます。ノイズに関しては国際無線障害

特別委員会（CISPR）で太陽光発電シ

ステムからの妨害波の限度値の一部と

測定法を 2015年に規定しております

が、これらの妨害波は、高感度の放送

受信機や通信機器にとっては無視でき

ませんが、その出力は人体防護のガイ

ドラインに比べると、極めて小さく、

人に影響を及ぼす事はありません。 

多氣教授 

・ 太陽光発電システムから発

生する電磁波は、人体や通

信機器へ影響を及ぼします

か。一般家庭用の屋根置き

の太陽光と比較すると、事

業用低圧(50Kw未満)や事業

用高圧、メガソーラーの方

が電磁波は強いのでしょう

か。科学的なデータがあれ

ば教えて欲しいです。 
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7 

超電導リニア リニアモーターカーからの磁界は主に

静磁界（直流磁界）です。国土交通省

が示している測定結果では、車内では

1.3mT、ホームでは 0.8mT、沿線では

0.2mTであり、静磁界の国際的なガイ

ドライン 400mTに比べると十分低い値

になっています。 

多氣教授 

・ JRリニアの電磁波の影響度

検証テストは実施されてい

るのでしょうか。また、影

響ありますか。 

8 

植込み式医療機器 携帯電話、IH調理器、IH炊飯器、低

周波治療器、体脂肪計、電子商品監視

装置、アマチュア無線機、自動改札

機、電気自動車充電器などから発生す

る電磁波の影響により、機器が誤作動

を起こす可能性があるため注意が必要

です。日本不整脈デバイス工業会、総

務省の電波利用ホームページ、さらに

は電波環境協議会や環境省の冊子「身

の回りの電磁界について」で、それぞ

れ情報提供されておりますので、そち

らをお調べください。 

大久保所長 

・ ペースメーカーが入ってい

ます。電磁波の影響につい

て知りたいです。 

・ ペースメーカーを使用して

います。エンジン草刈り機

使用は問題ないでしょう

か。電波の影響を及ぼす範

囲も教えて欲しいです。 

9 

テレビ・パソコン 液晶カラーテレビから発生する電磁波

は、30㎝離れた位置では国際的なガイ

ドラインの 0.2％以下であり、十分低

い値となっています。パソコンについ

ても 1μT程度であり、十分低い値と

なっています。但し、電波の問題では

ありませんが、人間工学的にパソコン

などの作業は姿勢が悪くなり、長い間

画面を凝視する事でドライアイにもな

るので、厚生労働省では 1時間に 10

分程度は遠くを見つめるなど、休みを

とるように推奨しています。 

大久保所長 

・ テレビ・パソコンの長時間

使用による目に対する影響

について知りたいです。 
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10 

電磁過敏症 アースは漏洩電流と関係しますが、電

磁過敏症の症状とは直接関係しませ

ん。WHOファクトシート集№296「電磁

過敏症」では、「電磁過敏症は人によ

って異なる多様な非特異的症状であ

り、電磁過敏症と電磁界ばく露を結び

つけるような科学的根拠は存在しな

い」との見解が示されています。ま

た、電磁過敏症と電磁界ばく露との因

果関係は否定されています。原因とし

ては、環境因子（騒音や光など）のよ

うなものやストレスが考えられます。 

大久保所長 

・ 電磁波過敏症と思われる症

状はどこに相談すれば適切

でしょうか。比較的新しい

アース不要の冷蔵庫の側に

いると具合が悪くなりま

す。アースを取ってもダメ

です。理由、対処法を教え

て下さい。 

11 

電磁兵器 日本にはありませんが、暴動鎮圧を目

的としてアメリカ軍で開発している

ADS（行動制御システム）という兵器

は、非常に強いマイクロ波（ミリ波）

を照射し、熱で人々を退散させるとい

った非殺傷兵器です。 

大久保所長 

・ 電磁兵器とその防御につい

て知りたい。 

12 

Xバンドレーダー Xバンド（8-12GHz)レーダは、気象レ

ーダやミサイル防衛システムに用いら

れていますが、レーダシステムから放

射される電磁界への人体ばく露は、現

在の科学的証拠に基づき採択された国

際基準および防護対策によって制限さ

れています。 

多氣教授 

・ Xバンドレーダーの人体へ

の影響はありますか。 

13 

電気給湯器 音と電磁波は物理的に異なります。 

低周波音については環境省が発行して

いる「よくわかる低周波音」に詳しく

掲載されていますので、そちらをご確

認下さい。 

多氣教授 

・ 家庭用の電気給湯器「エコ

キュート」の低周波音につ

いて知りたい。 
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14 

電磁波防護 電磁波防護については、超低周波に関

しては、WHOファクトシート集№205

で「一般の公衆が特定の防護対策を講

じる必要はありません」との見解を示

しています。高周波に関しては、WHO

ファクトシート集№226で「近年、電

波の遮断特性があるとする衣服や製品

が妊婦など一般市民の中で敏感な人々

向けに、消費者市場に出現していま

す。この類の製品を使用する必要はあ

りませんし、やめさせるのがよいでし

ょう。それらは有効な電波遮断効果を

示しませんし、またこのような用具の

必要性はありません」との見解が示さ

れています。 

大久保所長 

・ 新築中で、オール電化にし

てしまいました。体に受け

る影響を少しでも少なくす

る方法はありますか。 

15 

治療器 低周波治療などは医療行為です。本講

演会では、一般環境や労働環境におけ

る受動的な電磁波ばく露の健康影響に

ついて取り扱っています。能動的に治

療として使用する事とは違います。治

療で用いられる電磁波のレベルは国際

的なガイドラインを大きく超えていま

す。そうでなければ治療効果も期待で

きません。例えば、脊髄の電流治療で

は、疼痛を緩和させるという事は分か

っていますが、これはあくまでも医療

行為として便益を受ける訳です。そも

そも目的が違うとご理解いただければ

と思います。 

大久保所長 

・ 携帯電話などの電波は、体

に悪い影響を及ぼすとされ

ていますが、一方で特殊な

低周波電流を脊髄に流すと

病気の回復や老化防止など

に大変効果があり、多くの

治療器が普及しています。

なぜこのような違いがある

のか、教えていただけない

でしょうか。 

・ 電位治療器の身体への影響

について知りたいです。 
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（会場質問） 

№ 質問 回答の骨子 回答者 

1 

経産省の対応 国の審議会である電力設備電磁界対策

ワーキンググループの報告書の中で、

「ICNIRP 等の科学的な根拠に基づく

合理的なガイドライン値を無視して、

恣意的に曝露制限値の設定を行うこと

は認められない。」と報告されていま

す。国は、この報告を踏まえ、電気事

業法令において電力設備の電磁界に関

する規制値などを定めています。 

経済産業省 

・ 「経済産業省の対応」の結

論の中で、合理的ガイドラ

イン値以下の特に恣意的に

制限値の設定を行う事が認

められないとありますが、

認めないのは経済産業省

（政府？）という事です

か。また、設定を行うのは

誰ですか（業界ですか）。 

2 

他国のガイドライン 他国のガイドラインは講演 1で説明。 

環境省の冊子「身の回りの電磁界につ

いて」54ページの主な国々の規制・ガ

イドラインなどの例で、オランダの勧

告値が掲載されています。オランダで

は、他のヨーロッパ諸国と同じ 100μT

を採用していますが、子供が電力線か

ら長時間ばく露される場合、新設され

る線、新築の住宅に対して合理的に可

能であれば、計算による年間平均値で

0.4μTが適用されます。但し、これは

規制ではなく、あくまでも勧告という

形で行われており、健康影響に関して

は 200μTで十分だというのが ICNIRP

の見解になります。 

多氣教授 

・ 予稿集 42ページの他国のガ

イドラインでは、ICNIRPの

ガイドラインより低い値で

設定されていますが、念の

ための規制というのはどの

ようなものなのでしょう

か。 

・ オランダでは 0.4μTが規制

値だと思いますが、予稿集

の表には含まれていませ

ん。オランダの規制値は一

般的にどの程度なのでしょ

うか。日本も業界でもう少

し低く設定してもよいとい

う事ですか。 

3 

ブール分析 プール分析するためには、同質のデー

タを合わせる必要があり、同じ物差し

で換算できる研究を集めた結果、いく

つか採用されなかった研究があるとご

理解いただければと思います。 

多氣教授 

・ プール分析に使用した研究

は、なぜこのような選出と

なったのでしょうか。 

4 

距離による磁束密度の変化 変化します。講演 1の中で説明した、

電力設備の磁界測定結果からも変化が

確認出来るかと思います。 

多氣教授 

・ 磁束密度は電流位置により

変化するのではないか。 
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5 

ガス絶縁によるシールド効果 構造物があれば材質に応じたシールド

効果はあります。講演 1の中で説明し

た、変電所の磁界測定結果は、設備全

体としてみたシールド効果も含んだ値

となっています。 

多氣教授 

・ 変電所など、ガスで絶縁し

ている場合にはシールド効

果はあるのでしょうか。 

6 

柱上トランス 柱上トランスからの磁界は、路上の変

圧器とほぼ同じ、あるいはそれより小

さくなります。実際に柱上トランスか

ら 20㎝の距離に近付く事はないの

で、路上の変圧器に比べると磁界の漏

洩はずっと小さいと考えていいと思い

ます。テレビのアンテナの状況が悪く

なった理由については、様々あるかと

思いますが、トランスからの磁界が影

響したものではない事は間違いないと

思います。 

多氣教授 

・ 柱上トランスの近くにテレ

ビ用アンテナを設置したと

ころ、電波状況が悪くなっ

た経験があります。柱上ト

ランスからの電磁波はどの

程度なのでしょうか。 

7 

電磁波の種類 講演 2で説明 

多氣教授 

・ 講演内容は主に低周波電磁

波についての話でしたが、

高周波電磁波についてはい

かがでしょうか。また、低

周波、高周波で違いはあり

ますか。 

8 

軍事兵器 殺人光線というような電波を使った兵

器は試みとしてはありますが、簡単に

出来る物ではないとご理解いただけれ

ばと思います。 

多氣教授 

・ 電磁波を使ったマイクロウ

ェーブ光線、レーザーのよ

うな強力な軍事兵器はあり

得ますか。 

9 

磁気シールド 低い周波数、あるいは直流磁界に関し

ては様々なシールドが開発されていま

す。例えば、MRIの非常に強力な磁界

を使う環境で、微弱な生体からの信号

を受け取れる機器が病院で使われてい

ます。 

多氣教授 

・ 磁気シールドはあります

か。 

10 

無線送電 エネルギーを送るという研究は今、非

常に盛んであり、高周波利用設備とし

て電気自動車用の充電器などの制度化

が進んでいます。これらは人体の防護

と他の機器への妨害、両方を考慮し、

制度化されるものです。 

多氣教授 

・ 商用電気を無線で送る方法

が研究されていますが、ど

のような方法で送るのでし

ょうか。 
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11 

電磁界の精密機器への影響 情報機器同士の干渉については、VCCI

という組織が非常に厳しい規制を敷い

ています。家電製品に関しては、電気

用品安全法の枠組みの中で、管理され

ています。 

多氣教授 

・ 電磁界が精密機器に及ぼす

影響について教えて欲しい

です。 

12 

CT・MRIの健康影響 MRIに関しては、植込み式医療機器を

使用している方や骨折などで金属を埋

め込んでいる方は注意が必要です。事

前にドクターに申告すべきだと思いま

す。その他は特に問題ありません。但

し、CTや PETは、電離放射線を使うた

め、頻繁に使う事はお勧め出来ませ

ん。発がんのリスクがあります。 

大久保所長 

・ CT、MRI の健康影響につい

て教えて欲しいです。 

13 

電磁波防護グッズ 事前質問の中で説明。 

大久保所長 

・ 電磁過敏症対策として電磁

波防護グッズが必要でしょ

うか。また、効果はあるで

しょうか。 

14 

キュービクル 講演 1でご説明した測定値と同等程度

とご理解いただければと思います。 

多氣教授 

・ 自分の家のすぐ近くの小学

校にキュービクルが設置さ

れたのですが、磁界はどの

程度でしょうか。  

15 

風力発電設備 風力発電設備 1機からの磁界は、講演

1の中で説明した程度ですが、沢山あ

る場合でもそれぞれ距離が離れるの

で、それほど違いはないと考えて良い

と思います。 

多氣教授 

・ 青山高原に風力発電が 100

機以上設置されています

が、磁界はどの程度です

か。 

16 

長波・短波の白血病との関連性 高周波について、放送局の側で働いて

いる人の疫学研究は数多くあり、この

ような問題が生じた事は報告されてい

ません。特にご心配要らないと思いま

す。 

多氣教授 

・ 長波や短波は白血病との関

係はありますか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



別紙 2-16 
 

17 

送電線からの電磁波 電線との距離が近くなるため、若干強

くなる可能性はあります。しかし、家

の中には遮蔽する物もあり強くなる要

因と弱くなる要因と両方あるので一概

には言えませんが、極端に変化すると

いう事はないかと思います。 

多氣教授 

・ 送電線の測定は地上 1m が

基準だそうですが、送電線

により近い 2 階などで生活

する場合、大丈夫でしょう

か。遮蔽物があると影響は

減るのでしょうか。 

以 上 
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大阪会場における質疑応答の内容及び回答者 

 参加者および回答者の発言内容（骨子）を発言順に記載 

（事前質問） 

№ 質問 回答の骨子 回答者 

1 

変電所・電力線からの電磁波 講演１で説明 

WHOファクトシート集 関連ページ 

「超低周波電磁界へのばく露」47～50

ページ 

電磁界情報 

センター事務局 

・ 高圧線や鉄塔などのほかに

気を付ける設備や施設はあ

りますか。 

・ 高圧線や鉄塔から、何メー

トル離れて暮らせば影響は

ないのでしょうか。 

・ マンション住まいで部屋の

前の内廊下を挟んで電気室

があります。健康上の影響

はあるのでしょうか。 

2 

電力設備の健康影響一般 講演１で説明 

WHOファクトシート集 関連ページ 

「無線周波電磁界の健康影響」11～14

ページ 

「超低周波電磁界へのばく露」47～50

ページ 

電磁界情報 

センター事務局 

・ 電磁波がどのように健康に

関わるのか詳しく知りたい

です。 

・ 家庭の中での機器類などの

健康影響について教えて下

さい。 

3 

携帯電話 講演 2で説明 

WHOファクトシート集 関連ページ 

「携帯電話」1～3ページ 

電磁界情報 

センター事務局 

・ スマートフォンの長時間の

使用で健康障害出るのでし

ょうか？具体的な使用出来

る限度時間を教えて下さ

い。 

・ スマートフォンの健康影響

について教えて欲しいで

す。 

4 

電磁界の種類 講演 1・2で説明 

予稿集 26ページ～28ページ上段 

予稿集 63ページ下段 

電磁界情報 

センター事務局 

・ 電磁波、電磁界、電波、

光、放射線の違いを教えて

下さい。 
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5 

家電製品 皆さんが普段使っている電気製品は国

際的なガイドラインを十分に下回って

います。PCから発生する磁界の強さ

は、数 µTですので、特に健康影響と

して気をつける必要はないという事に

なります。 

牛山統括研究官 

・ 身近な家庭にあるもので気

を付けるべきものはありま

すか。 

・ PCから発生する電磁界によ

る健康影響について教えて

下さい。(家庭の中での機器

類など) 

6 

5G 講演 2で説明。 

予稿集 77ページ下段 

2018年にオランダのハーグで、第 5世

代の通信基地局から出ている電波によ

って鳥が大量死したと、SNSやメディ

アで拡散された事があります。実際に

は 5Gの基地局は当時稼働しておら

ず、別の要因であるとされています。

WHOは、公衆衛生上の大きなインパク

トにはなりそうもないとの見解を示し

ています。 

電磁界情報 

センター事務局 

 

大久保先生 

・ 5Gが普及した場合に起こり

うる健康への影響について

知りたいです。 

・ 5Gについての健康影響につ

いて教えて欲しいです。 

・ 5Gの人、動物、環境に対す

る影響の説明を聞きたいで

す。 

7 

植込み式医療機器 携帯電話、IH調理器、IH炊飯器、低

周波治療器、体脂肪計、電子商品監視

装置、アマチュア無線機、自動改札

機、電気自動車充電器などから発生す

る電磁波の影響により、機器が誤作動

を起こす可能性があるため注意が必

要。日本不整脈デバイス工業会、総務

省の電波利用ホームページ、さらには

電波環境協議会や環境省の冊子「身の

回りの電磁界について」でそれぞれ情

報提供されていますので、そちらをお

調べください。 

大久保所長 

・ ペースメーカー装着者の場

合、どのような影響が考え

られますか。 
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8 

電磁過敏症 WHOファクトシート集№296「電磁過敏

症」では、「電磁過敏症は人によって

異なる多様な非特異的症状であり、電

磁過敏症と電磁界ばく露を結びつける

ような科学的根拠は存在しない」との

見解が示されています。また、電磁過

敏症と電磁界ばく露との因果関係は否

定されています。原因としては、環境

因子（騒音や光など）のようなものや

ストレスが考えられます。 

大久保所長 

・ 電磁波に敏感で、電子レン

ジ、携帯電話などあらゆる

電磁波発生の機器に近づく

と、頭痛、耳鳴り、めまい

のする女性患者がおられま

す。歩行困難で寝たきりに

なっておられます。問題は

聴覚器のどこで電磁波を感

じるのでしょうか。また、

その対処法はありますか。 

９ 

EAS装置 EAS装置はいくつかの方式が世の中に

流通しています。東京都立大学の多氣

名誉教授の研究結果では、366Hz の周

波数を使った磁気式の場合、平均 68μ

Tであり、ICNIRP のガイドラインの

34％、これまでご説明してきた計測結

果からすると、比較的高い値になるか

と思います。但し、人間の体をコンピ

ュータで 3Dモデル化し、体の中にど

れだけの誘導電界が起きるかシュミレ

ーションした結果では、全身、頭部中

枢神経系、それぞれガイドラインに対

して、4.2％、4.8％という事で、十分

に低い値であるという事が分かってい

ます。ゲート通過時は中央を速やかに

通過し、ゲートに寄り掛からない、ゲ

ートに抱きつかないようにしていただ

ければ、十分に安全は担保されている

と考えます。 

牛山統括研究官 

・ スーパーやドラッグストア

の入り口にあるセンサーの

事を教えて下さい。 
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10 

電磁波による音の発生 ある条件の電磁波を浴びると、人間は

耳に感覚を感じる事が出来るようで

す。マイクロ波ヒアリングは、強力な

30マイクロ秒または、それ以下の短い

パルスおよび長いパルス間隔の 200 

MHzから 6.5 GHzまでの範囲の電磁界

ばく露でブーンブーン、カチリ、パチ

パチという音を知覚しますが、音が聞

こえる条件は非常に強いレベルなので

通常の生活の中ではそのような音を聞

くという事はありません。また、人工

的に他人に危害を加える機械は一般的

な物としては存在しないとご理解いた

だければと思います。 

牛山統括研究官 

・ 電磁波で人工的に他人に危

害を加えるような機械はあ

るのでしょうか。その場

合、音などは発生するので

しょうか。 

11 

電磁界の応用 「WHOは近年実施した科学論文の詳細

なレビューに基づき、現在の証拠から

は低レベル電磁界ばく露により健康へ

の影響がある事は確認出来ないと結論

しました。」と WHOのホームページで

明確に述べられており、影響が特に少

ない、強いなど、相対的な評価は必要

ありません。 

牛山統括研究官 

・ 現在、電磁界を応用したも

ので特に影響の少ないと思

われるものがありますか。 

12 

マイナスイオンや超音波 マイナスイオンや超音波は電磁波とは

違った物理現象です。今回の開催趣旨

には直接関係ありませんのでお答えは

控えさせていただきます。 
大久保所長 

・ マイナスイオンやイオン音

波歯ブラシ、超音波が出る

健康器具は体内にどのよう

な影響があるのでしょう

か。イオン音波歯ブラシは

金属に影響があると聞いた

事があります。 

13 

めまい・耳鳴り 懸念されているような携帯電話やコー

ドレス電話、あるいは電子レンジな

ど、電波を使ったものによってめまい

が発生する事は一般的な環境では起こ

り得ないとご理解いただければと思い

ます。 

大久保所長 

・ 良性発作性頭位めまい症で

めまい(ふらつき)耳鳴りで

困っています。コードレス

電話、電子レンジ、携帯電

話などの使用による影響で

しょうか。 
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（会場質問） 

№ 質問 回答の骨子 回答者 

1 

しきい値 50、60Hzの場合、閃光現象が起こる値

は、数万μTです。そこから低減係数

を掛け、公衆においては 200μTが閾

値となります。 

牛山統括研究官 
・ 閾値の正確な値を教えてく

ださい 

2 

単位と波長 テスラという単位と波長はそれぞれ独

立したものです。磁界レベルの強弱で

波長が変化する事はありません。閾値

より低い場合にも影響があるかという

事に関しては、人によって体の大きさ

や年齢、性別が違う事で多少差はある

かもしれませんが、十分に低減係数と

いうのを掛けているので、何か反応が

起こるという事は絶対にないとお考え

いただければと思います。 

牛山統括研究官 

・ テスラという単位と波長が

長い、短いという関係がよ

くわかりません、体への影

響は体が反応する閾値があ

るのでしょうか。テスラと

いう数値が低くても影響と

いうのがそれなりに出るの

でしょうか。 

3 

念のための規制 講演 1でご説明した通り、あくまで念

のための規制です。差があるので一見

すると心配の材料になるのかもしれま

せんが、WHOとしても念のための規制

を推奨している訳ではありません。 
牛山統括研究官 

・ 電磁界に対するガイドライ

ンについて、日本は国際レ

ベルの 200μTになっていま

すが、念のための規制をし

ているスイス、イタリアな

どと差があるのは大丈夫で

しょうか。 

4 

MRI これまでご説明したのは、一般環境、

場合によっては労働環境での電磁界ば

く露の健康影響です。MRIは医療行為

なので国際的なばく露ガイドライン値

をはるかに超えますが、医療行為なの

で便益があります。但し、金属を体内

に埋め込んでいる方やペースメーカー

を使用している方が MRIを受ける時は

医師へ事前に申告してください。 
大久保所長 

・ 医療機器の MRIについて、

人体影響が心配です。具体

的な数値について教えて欲

しいです。 
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5 

超電導リニア リニアモーターカーからの磁界は主に

静磁界です。国土交通省が示している

測定結果では、車内では 1.3mT、ホー

ムで 0.8、沿線で 0.2mTです。静磁界

の国際的なガイドライン値は一般環境

では 400mTですので、磁界の強さつい

ては影響はないと考えられます。但

し、体内植込み型の医療機器には影響

が全くないとは言えない可能性があり

ます。 

大久保所長 

・ リニア新幹線は強力な磁界

の中を走る訳ですが、健康

への影響はないのでしょう

か。 

6 

諸外国の規制値 日本を含むほとんどの国が、国際非電

離放射線防護委員会のガイドラインの

値を採用しています。間違った情報を

信用せず、環境省の冊子「身の回りの

電磁界について」53～57ページをご確

認ください。 

大久保所長 

・ 諸外国では携帯や電磁波の

規制を厳しくしているが、

日本ほどほったらかしの国

はないという事を聞いた事

があります。どう考えてい

ますか。 

7 

万歩計の使用 問題ありません。 

大久保所長 
・ 胃の手術をしていますが、万

歩計を装着しても大丈夫で

しょうか 

以 上 
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松江会場における質疑応答の内容及び回答者 

 参加者および回答者の発言内容（骨子）を発言順に記載 

（事前質問） 

№ 質問 回答の骨子 回答者 

1 

電力設備からの電磁波 講演 1で説明 

WHOファクトシート集 関連ページ 

「超低周波電磁界へのばく露」47～50

ページ 

電磁界情報 

センター事務局 

・ 息子の住宅の敷地に隣接し

て高さ約 30-40m の送電鉄塔

があり、22万ボルトの送電

線が設置されています。平

常の生活は昼間は 1階で、

就寝は 2階で過ごす状況で

す。長期間の身体への影響

はどうでしょうか。 

・ 風力発電における電磁波の

影響は? 

・ 中古住宅の購入を予定して

いますが、物件の目の前が

変電所で、真上を高圧電線

が横切っています。健康へ

の影響が心配です。 

・ 家の前に電線が多く張られ

た電柱があり、電磁波が気

になります。 

2 

電磁波の健康影響一般 講演 1・2で説明 

WHOファクトシート集 関連ページ 

「無線周波電磁界の健康影響」11～14

ページ 

「超低周波電磁界へのばく露」47～50

ページ 

電磁界情報 

センター事務局 

・ 電磁界の種類、周波数など

による人間への健康影響の

差異について教えて欲し

い。 

・ 日常生活の中で注意すべき

電磁波はありますか。 

・ 電磁波は人体にどのような

影響があるか知りたい。 
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3 

家電製品（調理） 講演 2で説明しました。 

WHOファクトシート集 関連ページ 

「中間周波（IF)」56～59ページ 

「電子レンジ」60～62ページ 

電磁界情報 

センター事務局 

・ 電子レンジなどから出てい

る電磁波が、人間の体に対

してどのような影響がある

のか詳しく知りたい。 

・ 電子レンジでの調理が大流

行していますが、健康への

影響はどうでしょうか。特

に若者・子どもなど、離乳

食時から使う場合も影響は

ないのでしょうか。料理教

室の講師の方には分からな

いと言われ、保健師さんは

裏付け資料がないので分か

らないと言われました。電

子レンジが発売になってか

ら相当年数を経ているのに

どうして裏付け資料が公表

されていないのでしょう

か。 

・ IH調理器の安全な使い方に

ついて教えて欲しい。 

・ IHは電磁波を出すため、身

体によくないと聞いた事が

あります。本当でしょう

か。また、子どもが浴びる

とどうなるのでしょうか。 

・ 電子レンジ使用中、どのく

らいまで離れていれば影響

が少なくなりますか。 
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4 

携帯電話・5G 講演 2で説明しました。 

WHOファクトシート集 関連ページ 

「携帯電話」1～3ページ 

「基地局および無線技術」44～46ペー

ジ 

予稿集 関連ページ 

77ページ下段 

 

電磁界情報 

センター事務局 

・ 携帯などから出ている電磁

波が、人間の体に対してど

のような影響を及ぼすのか

詳しく知りたい。 

・ 友人から 5G の有害性につい

て聞きました。真偽を確か

めたいです。 

・ 携帯電話のアンテナ(鉄塔)

の環境における影響が知り

たい。 

・ 携帯電話を身につけている

と、どのくらい影響があり

ますか。 

・ スマホの安全な使い方につ

いて教えて下さい。 

・ 電話機を左側ポケットに入

れない方が良いのでしょう

か。 

5 

家電製品（一般） 電気を使うものからは必ず、何らかの

電界、磁界が発生しますが、「電磁界

と健康」パンフレットの 12ページを

見ても、それほど大きな磁界の発生源

はありません。例えば、家庭で使って

いるようなマッサージ器などは比較的

強い磁界が出ますが、ガイドラインを

超える事はないので、心配をされる必

要はないと思います。 

多氣教授 

・ パソコンその他、気をつけ

なければならない機器につ

いて教えて下さい。 

・ どのような製品から電磁波

は出て、どのような害があ

るか知りたい。 
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6 

電磁過敏症 WHOファクトシート集 296「電磁過敏

症」では、「電磁過敏症は人によって

異なる多様な非特異的症状であり、電

磁過敏症と電磁界ばく露を結びつける

ような科学的根拠は存在しない」との

見解が示されており、症状が電磁界ば

く露と関連しない事が二重ブランド法

で実証されています。また、臨床医に

対して、電磁過敏症への処置は、その

人の症状および臨床像に焦点を当てる

べきである、つまり、電磁波の防護グ

ッズを購入勧告せず他の疾患の可能性

があるため、臨床的に治す方法を考

え、電磁過敏症患者の認知上の要求に

は応えるべきでないとの見解を示して

います。電磁界への感受性ついては、

10代と成人の 2つのグループを対象に

磁界ばく露を感じ取れる調査した韓国

の研究から、年齢差はないという事が

分かりますが、電磁過敏症の人は実際

にばく露されていても、ばく露されて

いなくても自分は磁界を感じると、回

答する傾向にあります。電磁過敏症の

人たちがお困りなのは事実ですが、言

葉によって誘発されてしまう事がある

ので、非常に複雑な問題が未だに残っ

ているとご理解いただければと思いま

す。 

大久保所長 

・ 知り合いに電磁波過敏症の

方が複数います。様々な電

波に苦しんでいます。将来

的に、電気や携帯などの電

波は増える事が予想されま

すが、何か防ぐ方法はない

でしょうか。 

・ 電磁界による人体への影響

は、個人差がどの程度あり

ますか。敏感な人とそうで

ない人は、データにて確認

されていますか。 
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7 

電磁波防護・低減対策 WHOファクトシート集№205「超低周波

（ELF）」で、「一般の公衆が特定の防

護対策を講じる必要はありません」、

電波に関しても、№226「レーダと人

の健康」の中で「近年、RF電磁界の遮

蔽特性があるとする衣服や物品が、妊

婦など一般市民の中で「敏感な」人々

向けに消費者市場に出現しています。

この類の製品を使用する事は必要あり

ませんし、やめさせるのがよいでしょ

う。それらは有効な RF電磁界遮蔽効

果を示しませんし、またこのような用

具の必要性はありません」との見解を

示しています。しかし、それでも心配

だと言う方には、例えば、時計付きの

ラジオの位置を変える、子どものベッ

ドを寝室内の磁界の低いところへ移動

する、就寝前に電気毛布のスイッチを

切る、携帯電話で長話する人はハンズ

フリーキットを使って、携帯電話機を

体から離す事も良いとされています。

ただ、これらの行動を、国の組織が公

衆衛生的理由で推奨する事はありませ

んが、自分のリスク認知に依って個人

的に行う事は適切と考えられます、と

WHOは見解を示しています。 

大久保所長 

・ 低費用(10万円程度)で対策

する方法があれば教えてく

ださい。 

・ 高圧電線の近くに住んでい

ます。電磁波を自分で回避

する方法はないでしょう

か。 

・ IH調理器を使用しています

が、電磁波の影響を減らす

方法はありますか。また、

普段使用しているスマート

フォンやパソコンからの影

響を減らす方法もあれば教

えて欲しいです。 

・ 家の近くに送電線や配電線

が多数あり心配です。子供

が小さい頃から頭痛の症状

があり、電磁波の影響か不

安に思っています。すぐに

引越などは難しいので出来

るだけ影響を受けないよう

にする方法があれば教えて

頂きたいです。 

・ 電磁波から避けられない日

常生活の中、どのように毎

日を過ごしたらいいのでし

ょうか。 
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8 

音の発生 音と電磁波は異なります。おそらくご

質問の内容から、空気の振動である音

が建物の構造物に伝わり、カタカタと

音を出しているのではないかと思いま

す。環境省が発行している「よくわか

る低周波音」というパンフレットに詳

しく掲載されていますので、そちらを

ご確認下さい。変電所のうなり音につ

いては、変電所の中で変圧器など電流

の近くに磁性体があり、その磁性体に

磁歪震動が起きる事が原因かと思いま

すが、電磁界と直接関わらない事か

ら、音に関しては環境省のホームペー

ジなどを通して、情報を集めていただ

くのがよろしいのではないかと思いま

す。 

多氣教授 

・ 電磁界は音を発生させます

か。木造の一戸建てに住ん

でいますが、最近、トイレ

以外の室内で低音の音が反

響している事に気が付きま

した。室内で音源を特定す

る事は出来ませんでした。

家の外には電信柱がありま

す。ただ、家の外では音は

しません。昼間は他の生活

音もあり、ほとんど気にな

りませんが、夜間は音で寝

られない事があります。家

族の者には聞き取れない、

あるいは気にならないよう

です。音源が電磁界と関係

するのか、また今後どうし

たら良いのかなど、アドバ

イスなどがありましたら、

ご指導ください。 

・ 変電所のうなり音が気にな

ります。 

9 

医療機器 経済産業省主催の講演会なので、医療

応用に関してお答えする立場ではない

のですが、医療機器を使う事への医学

的な依存形成は考えられません。電磁

波は体に必要かどうかについては、

我々の身体を巡る神経線維のシグナル

伝達は電流で行っているので、体内に

は弱いながら電流は常に存在していま

す。そういう意味では必要なものとい

えます。ただ、治療の目的で電磁波が

必要かというと、ケース・バイ・ケー

スになるかと思います。 

大久保所長 

・ 電磁波を用いた医療機器を

使い続けた場合、その機器

がないといけない体になっ

てしまうのでは、と少し心

配です。電磁波は体に必要

なものでしょうか。 
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10 

ガイドラインの根拠と責任 低い周波数の電磁界であれば誘導電流

現象における神経刺激、高い周波数で

あれば熱的な影響から人々を守る事を

目的に国際的なガイドラインが制定さ

れています。我が国でも経済産業省や

総務省でその値を遵守し、導入してい

ます。一部の国では、念のための政策

として、感受性が高いと思われている

人々へ、国際的な基準より低い値を導

入している国もありますが、WHOは低

い値を導入する科学的根拠が脆弱であ

り、健康を保護するために推奨されて

いる訳でないとの見解を示していま

す。リスク評価は主に WHOが行い、そ

の結果に基づき、リスク管理のあり方

をどうすべきか具体的な数値として提

言しているのが国際非電離放射線防護

委員会、あるいは IEEEのスタンダー

ドになるかと思います。どのような被

害を想定されているか分かりません

が、一般的な生活環境で低周波の領

域、あるいは熱的、短期的な影響に関

しては被害が出るとは考えられませ

ん。百歩下がって、仮に影響が確認出

来た場合は、リスク評価のやり直しが

必要だという事になります。なお、

WHOはこれまでに 3回、低周波に関し

ては磁界の健康影響についてリスク評

価を行っていますが、基本的にこれま

での考え方をずっと踏襲しています。

WHOのリスク評価の結果を受け、ガイ

ドライン値が変わり、各国がそれを採

用するという事になろうかと思いま

す。ですから、どこが責任をとるとい

うようなものではありません。 

大久保所長 

・ 電磁界の規制値は各国によ

って違っているようです。

その違いの理論的根拠と日

本の立場について説明して

下さい。もし健康被害が出

た場合、どこが責任をとり

ますか。その調査体制とあ

わせて伺います。 
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（会場質問） 

№ 質問 回答の骨子 回答者 

1 

鉄道、電気自動車 自動車については、電磁界情報センタ

ーで、ハイブリッドカー、従来のガソ

リン車、電気自動車の 3種について測

定しています。電気自動車の最大測定

値は、足の近くで 1.33μTであり、タ

イヤの中のスチールが回る事で発生す

る変動磁界が支配的であろうというの

が結論です。また、3種の中ではガソ

リン車の測定値が最も高く、何れも国

際的なガイドラインより十分低い数値

である事を確認しています。電車につ

いては、環境省の「身のまわりの電磁

界について」冊子の 9～10ページに掲

載されています。車両の床面上では静

磁界で 1mT程度、数 Hz程度の超低周

波磁界、で 100μT程度もあり得ます

が、その他の場所では数 10Hzの超低

周波磁界で 0.1μT程度、数 100～数

kHzの中間周波磁界で 0.01～0.1μT程

度と報告されています。あまり大きな

値ではない事が分かるかと思います。 

多氣教授 

・ 送配電線以外の電磁界を発

生しているもので、公衆が

接近する機会の多い電車の

モーター、EVのモーターな

どから発生する磁界につい

ては評価する必要はないの

ですか。 

・ 新幹線が走行している時、

電磁界はどれくらいです

か。 

2 

テレビ 今のガイドラインは短時間の影響が起

きない事を基本に制定されています。

ガイドラインを超えていなければ、長

時間の影響が起きる理由が見出されて

いないので、いくら長く磁界にばく露

されたとしても影響する事はないとい

う考え方になります。但し、電磁界と

は関係ありませんが、LEDから発光し

ている機械を長時間見続けた場合、少

なくとも目は疲れるので必ずしも

100％健康に悪い影響がないという訳

ではありません。そういった面では注

意する必要はあるかと思います。 

多氣教授 

・ 低レベル磁界の長時間の健

康影響は不明とありますけ

が、テレビを 1～1.5m 間

で、一日の半分の長時間見

ていた場合、どのくらいの

磁界影響があるのか知りた

いです。 
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3 

電気自動車の資源 電磁界に関係のないご質問ですのでお

答えする立場ではありません。 

多氣教授 

・ 自動車はガソリンをやめて

電気自動車に変わるとの報

道がテレビでありましたが、

全世界、日本に対応出来る資

源があるのでしょうか 

4 

送電線下の健康被害 プール分析が示した相対リスクでは 1

を超えていますが、交絡因子やバイア

スなど、別の要因を否定出来ないとい

うのが基本的な理解です。 

多氣教授 

・ 電磁界へのばく露と健康被

害の関係はない事はわかり

ました。一部の疫学研究で

電磁界が原因ではないが、

送電線の下などの住民に健

康被害が見られる事実はあ

るという理解でよろしいで

しょうか。 

5 

静磁界 ご質問の治療器具は静磁界かと思いま

す。静磁界のガイドラインは、400mT

なので、ガイドライン以下という事に

なります。また、静磁界と変動磁界は

比較出来ません。 

多氣教授 

・ 肩などに貼る治療器具の磁

束密度は 200mTだと言いま

す。架空送電線 500KV でさ

え 4.4μTである。 

6 

MRI ご認識の通りです。 

多氣教授 
・ MRIは、0.2～10T の磁界を

浴びるが、病気を調べるた

めなので良いと思う。 

7 

IARCの発がん性評価 そのような事は言っていませんので、

誤解されないようにお願いします。 

多氣教授 

・ IARC発がん性評価につい

て、0.3～0.4μTを超えな

いレベルが望ましいのでし

ょうか。 

8 

ペースメーカー 環境省の「身のまわりの電磁界につい

て」冊子の 31～42ページ、または、

日本不整脈デバイス工業会ホームペー

ジに詳しく掲載されているので、そち

らをご参考にしていただければと思い

ます。 大久保所長 

・ ペースメーカーを使用して

います。担当医に「携帯電

話は右手に持ち体から 15㎝

離す、電子レンジには近寄

らない」とアドバイスをい

ただき、家では電気毛布を

使っていません。 
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9 

電磁過敏症 体調不良については、事実だと思いま

すが、電磁界がそれに関与していると

いう事はおそらくないかと思います。

電磁過敏症の検査体制については事前

質問の中でご説明した通りです。な

お、電磁界情報センターでは低い周波

数の磁界に関しての測定器は無料でお

貸ししています。送料は、ご負担いた

だきますが、1週間を目途に様々な場

所を測定する事は可能です。是非ご活

用いただければと思います。電磁過敏

症の基準についてですが、化学物質過

敏症については、確かに 2009年に保

険適用になっていますが、疾患として

承認された訳ではなく、レセプトとし

て、化学物質過敏症と書いた方が分類

しやすいという理由で行われたもの

で、疾患として証明されている訳では

ありません。誤解をなさらないでくだ

さい。なお、電磁過敏症について WHO

が疾患として認めていないので厚生労

働省もそれに従うという事になるかと

思います。 

大久保所長 

・ 長時間電磁界に曝されてい

ると体調不良を起こす事は

ないのでしょうか。新幹線

の線路付近に住んでいる時

は倦怠感が強く寝たきり状

態で、髪も常に静電気で浮

き、量販店に行くと、すぐ

気分が悪くなりました。電

磁界が原因と考え、引っ越

し後、数カ月で症状はなく

なりました。 

・ 電磁過敏症でないかと懸念

している数人に会いまし

た。様々な症状が現れるそ

うです。医師の診断では、

電磁過敏症という事になり

ませんが、当事者にとって

は、電磁波の影響でないか

とモヤモヤしている状況で

す。検査体制をきちんとす

べきだと思います。希望す

れば電磁波が測定出来るよ

う、要望したいと思います

が、いかがでしょうか。 

・ 化学物質過敏症は 10 年以上

前に厚生労働省に認めら

れ、健康保険が適用されて

いるようですが、電磁過敏

症の基準はまだないようで

す。基準をつくる事を求め

たいです。 
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10 

携帯電話基地局 事業者の指導について、私たちがお答

えするような内容ではございません。

基地局の位置情報の公開は、おそらく

行政指導があれば出来るかもしれませ

ん。中国総合通信局にお問い合わせい

ただくという事が一番早道だと思いま

す。 

大久保所長 

・ 携帯電話の無線基地局設置

の事業者指導について、設置

説明を地方自治体と協力し

て行ってほしいです。 

・ 携帯電話基地局が最近増え

ているような気がします。住

民の健康意識を高めるため

にも、基地局の位置情報を公

開していただきたいのです

が、いかがでしょうか。 

11 

ICNIRP 国際非電離放射線防護委員会では長期

的ばく露による非熱作用も考慮してい

ます。しかし、非熱作用を示す科学的

根拠が弱い事から、ガイドラインには

非熱作用は反映されていません。言い

方を変えると長期的影響についても考

慮した結果、短期的影響しか科学的根

拠はないという事です。 

大久保所長 

・ 国際非電離放射線防護委員

会があるようですが、熱効

果しか考慮していないよう

です。非熱効果も検討が必

要だとして、欧州会議は見

直しを求めているようで

す。日本は世界で一番、基

準があまいです。 

12 

5G あくまでも政治的な判断であり、特に

公衆衛生上の大きな問題にならないと

いうのが WHOの見解です。5Gの電波に

よるムクドリの大量死や新型コロナウ

イルスの拡散は 5Gの基地局が原因と

いったフェイクニュースにより、数カ

国で 5Gの基地局が焼かれたりしまし

たが、WHOは「そのような噂を信用し

ないでください」というメッセージを

今年の 5月頃に出しています。 

大久保所長 

・ 5Gは、スイスやベルギーなど

では使用中止となっていま

す。科学的考察がない限り5G 

を安易に進めてはならない

と思います。 

以 上  
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那覇会場における質疑応答の内容及び回答者 

 参加者および回答者の発言内容（骨子）を発言順に記載 

（事前質問） 

№ 質問 回答の骨子 回答者 

1 

変電所・電力線からの電磁波 講演１で説明 

WHOファクトシート集 関連ページ 

「超低周波電磁界へのばく露」47～50

ページ 

電磁界情報 

センター事務局 

・ 自宅の隣に架空配電線が通

っています。健康への影響

はあるのでしょうか。 

・ 近隣に鉄塔がある住宅に、

長期間住んでいる場合の健

康被害・健康影響はありま

すか。 

・ 敷地の横に電柱が 3本あ

り、頻繁に電気工事があり

ます。子ども(成人 30歳)が

5年前から頭痛があり、年

に何回か通院しています。

今年はひどく、3ヶ月(6-8

月)仕事を休みました。原因

はわかりません。関係性の

有無が知りたいです。 

2 

電磁波の健康影響一般 講演１・2で説明 

WHOファクトシート集 関連ページ 

「無線周波電磁界の健康影響」11～14

ページ 

「超低周波電磁界へのばく露」47～50

ページ 

電磁界情報 

センター事務局 

・ 電磁との関わり方について

教えて欲しい。 

・ 電磁波について知りたい。 

・ 人体への影響の有無などに

ついて知りたい。 
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3 

家電製品（調理） 講演 2で説明 

WHOファクトシート集 関連ページ 

「中間周波（IF)」56～59ページ 

「電子レンジ」60～62ページ 

IH調理器と脱毛についての研究は、私

の知る限りではありません。施設の 1

階に厨房があり IH炊飯器などの電磁

波が心配との事ですが、業務用の IH

器だと思うのですが、業務用の方が磁

界の漏れが少ないように設計されてい

ると聞いておりますので、ご心配はさ

れなくていいかと思います。 

電磁界情報 

センター事務局 

 

大久保所長 

・ 電子レンジで食品を温める

と、「食品の内容が変わ

る」、「栄養価がなくな

る」と聞きますが、本当で

すか。また、電子レンジの

温め機能と、オーブン特に

焼き菓子を作る温め機能は

同じ構造、仕組みで温めて

いるのでしょうか。  

・ IHクッキングヒーター・IH

調理器が人体に及ぼす影響

の有無について教えて欲し

い。 

・ 施設の 1階に厨房があり、3

階～6階は共同住宅です。

IH炊飯器などの健康への影

響が心配です。電磁波が与

える影響を詳しく教えて下

さい。 

・ 電子レンジを使うと wi-fi 

や有線のネット回線が遅く

なります。身の回りには見

えない電磁界がたくさんあ

る証拠だと思うのですが、

個別の製品での規制と家庭

内機器トータルでの健康へ

の影響について聞きたい。

IH器具と脱毛との関係があ

るのか知りたい。 

・ 電子レンジの高周波は食品

の分子を動かして自然界に

はない状態にし、食品中の

酸素に反応して酸化物を発

生させるとする書物があり

ます。本当でしょうか。 
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・ 電気コンロ(IH)より電子レ

ンジを使う頻度が高いので

すが、マイクロウェイブは

健康に悪影響がないか知り

たい。 
  

・ 電子レンジからの有害な距

離と方向について知りた

い。 

4 

携帯電話 講演 2で説明 

WHOファクトシート集 関連ページ 

「携帯電話」1～3ページ 

「基地局および無線技術」44～46ペー

ジ 

 

音楽は電磁波でありません。音波なの

で、特に電磁波の影響を受ける事は無

いですが、一晩中、音楽を聞くと睡眠

障害になりますので、望ましい事では

ありません。 

電磁界情報 

センター事務局 

 

大久保所長 

・ 夜、寝ながら携帯電話で一

晩中、音楽を聞いている子

がいます。どれくらい電磁

波の影響を受けるでしょう

か。 

・ 携帯電話(通信機器)が普及

している中、様々な電波、

情報が飛び交っているの

で、人体への影響など興味

があります。 

5 

規制・ガイドライン 講演 1・2で説明 

「電磁界と健康」パンフレット関連ペ

ージ 

11ページ 

「身のまわりの電磁界について」冊子

50～58ページ 

電磁界情報 

センター事務局 

・ 法整備(規制)について教え

てください。 

6 

磁界の測定方法 講演 1で説明 

予稿集関連ページ 

46～48ページ 

操作方法など、磁界測定器本体に関す

るご不明点については、購入された測

定器メーカーへお問い合わせくださ

い。 
電磁界情報 

センター事務局 

・ 電磁波を測定する機械を購

入しましたが、基礎から分

からないので、基本も教え

て頂きたいです。 
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7 

電磁過敏症 WHOファクトシート集 296「電磁過敏

症」では、「電磁過敏症は人によって

異なる多様な非特異的症状であり、電

磁過敏症と電磁界ばく露を結びつける

ような科学的根拠は存在しない」との

見解が示されており、症状が電磁界ば

く露と関連しない事が二重ブランド法

で実証されています。原因として、電

磁界とは無関係な環境要因あるいは電

磁界の健康影響を恐れる結果としての

ストレス反応、心因性の反応だろうと

いう事を示唆する研究もあります。ま

た、臨床医に対して、電磁過敏症への

処置は、その人の症状および臨床像に

焦点を当てるべきであり、つまり、電

磁波の防護グッズを購入などの勧告は

せず、症状の病因を追究すべきである

との見解を示しています。 

大久保所長 

・ 電磁過敏症に対する対策は

考えていますか。 

・ 神経質な性格の方に与える

影響がありますか。電磁波

についての被害があるとす

れば、メカニズムが知りた

いです。 
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8 

電磁波防護 WHOファクトシート集№205「超低周波

（ELF）」で、「一般の公衆が特定の防

護対策を講じる必要はありません」、

電波に関しても、№226「レーダと人

の健康」の中で「近年、電波の遮蔽特

性があるとする衣服や物品が、妊婦な

ど一般市民の中で「敏感な」人々向け

に消費者市場に出現しています。この

類の製品を使用する事は必要ありませ

んし、やめさせるのがよいでしょう。

それらは有効な電波遮蔽効果を示しま

せんし、またこのような用具の必要性

はありません」との見解を示していま

す。しかし、それでも心配だと言う方

には、例えば、時計付きのラジオの位

置を変える、子どものベッドを寝室内

の磁界の低いところへ移動する、就寝

前に電気毛布のスイッチを切る、携帯

電話で長話する人はハンズフリーキッ

トを使って、携帯電話機を体から離す

事も良いとされています。ただ、これ

らの行動を、国の組織が公衆衛生的理

由で推奨する事はありませんが、自分

のリスク認知に依って個人的に行う事

は適切と考えられます、と WHOは示し

ています。 

大久保所長 

・ 家庭での電磁波防御法につ

いて知りたい。 

・ 電磁波を防ぐ方法(グッズ)

がありますか。 

・ 生活する上で必要不可欠な

ため、電磁波との付き合い

方や電磁波の抑え方など教

えてください。また「微生

物が電磁波を好む」と、聞

いた事があります。観葉植

物なども効果はあるのでし

ょうか。 

・ 電磁波を防ぐ対策などはあ

るのでしょうか。 
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９ 

太陽光発電 太陽光パネルの直流磁界の国際的なガ

イドラインは 400,000μTです。それ

に対して、電磁界情報センターで行っ

た測定結果の最大値は 8μT程度であ

り、地磁気よりも小さい値なので直流

磁界に関しては無視できる程度だとい

う事になります。パワーコンディショ

ナの交流磁界は 200μTが最大許容値

に対し、最大値は機器くっつけた位置

で 62μT であり、少し高い数値となっ

ていますが、20㎝離した場合の最大値

では 18μT程度であり、何れも国際的

なガイドライン値を超えていません。

パワーコンディショナが直接体に接近

するような状況はないと思いますの

で、実際にはもっと低い値になるかと

思います。 

大久保所長 

・ 私の家は 4階建てのコンク

リート造です。屋上にはソ

ーラーパネルが設置されて

います。このソーラーパネ

ルが、その下に暮らす私達

にどのような影響を与える

か、気がかりです。どう考

えたらいいのか、何をした

らよいのか教えていただき

たいです。 

10 

家電製品（一般） 普段使用している電気製品いずれも、

低い値です。そういう意味では、日常

的に使っている製品であれば、離れる

必要はありません。ただ、電気カーペ

ットや電気毛布などは、人体と密着し

て使う製品なので、危ない事は一切あ

りませんが、気になるようであれば、

そのような製品を使わないという選択

肢もありますので、各個人でご判断で

という事になるかと思います。オール

電化については、基本的にはオール電

化だからといって、特段、電磁波が強

いという事ありませんので、ご安心く

ださい。 

牛山統括研究官 

・ パソコンなどの電磁波が体

に与える影響について知り

たい。 

・ 家庭の中の電化製品(冷蔵

庫、電子レンジ、TV、パソ

コン、炊飯器など)で電磁波

の強いものは何ですか。こ

れらの製品から最低でもど

れくらい離れたら電磁波の

影響は少なくなりますか。 

・ オール電化の電磁波はどう

ですか。 

11 

音の発生 電磁波と音は物理的に異なります。電

磁界が音を発生させる事も、幻聴との

関連性も無いです。イヤホンに関して

は、Bluetooth機能を使ったコードレ

スヘッドホンやイヤホンが市場に出て

います。通信には電波を用いますが、

健康に与える影響は無いので、個人の

ご判断でご利用いただければと思いま

す。 

牛山統括研究官 

・ 電磁界によって何かしらの

音が聞こえる事はあります

か。また、幻聴が聞こえる

ような事がありますか。 

・ イヤホンやノイズキャンセ

リングも電磁波の影響を受

けるのでしょうか？ 
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12 

無線 LAN WHOファクトシート集 304「基地局及

び無線技術」で、基地局及び無線ネッ

トワークからの無線周波のばく露は、

通常、国際的なガイドラインの 0.002%

～2%であり、基地局および無線ネット

ワークから電波信号が健康への有害な

影響を起こすという説得力のある科学

的証拠はありません、との見解を示し

ています。また、ヨーロッパのデータ

ですが、Wi-Fiの国際的なガイドライ

ン 61V/m に対して、測定値は 0.5V/m

程度と、非常に小さい値であるとご理

解いただければと思います。 

大久保所長 

・ ネット環境、Wi-Fiについ

て、聞いてみたい。 

13 

5G 講演 2で説明 

予稿集 関連ページ 

77ページ下段 

健康被害の試算について、5Gからの電

波ばく露レベルは国際的なガイドライ

ン 0.1％未満です。4Gと比べ、5Gは極

端に値が高いという事ではありませ

ん。 

 

大久保所長 

・ 5Gが普及した時、4G と比べ

てどれ位の健康被害を試算

してますか？ 

・ 日本は 5Gを導入するという

事なので、その影響や安全

対策も教えて頂きたいで

す。 

・ 5G時代の電磁波対策はあり

ますか？ 

14 

児童施設の機器 サーモグラフィーや電子体温計は、赤

外線です。熱線を逆に切っているだけ

で、照射していないので、特に留意す

る必要は無いと思います。 

大久保所長 

・ 0～5歳児の園児をお預かり

する児童福祉施設で働いて

います。施設内には、サー

モグラフィーや電子体温

計、タッチパネル、パソコ

ンなどが常備され、子ども

達への電磁界の影響が気に

なります。 

15 

IH調理器からの異音 個別の IH調理器の症状については販

売元または、IH調理器メーカーへご相

談ください。 

電磁界情報 

センター事務局 

・ IHから金属音的な音が発生

する事がありますが、磁界

の発生状況に影響はありま

すか。 
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電磁波対策 2018年にオランダのハーグで、5Gの

通信基地局から出ている電波によって

鳥が大量死したと、SNSやメディアで

拡散された事があります。実際には 5G

の基地局は当時稼働しておらず、別の

要因であるとされています。スズメを

見かけなくなったのは、他の要因の可

能性が非常に強いです。原因を何かに

したいという気持ちは分かりますが、

もし本当にご質問のような事があると

すれば大問題です。フェイクニュース

に惑わされないでください。 

大久保所長 

・ ここ数年、電線にスズメを

見かけなくなりました。携

帯電話の普及に伴う電磁波

の影響でしょうか。また、

噂では電気自動車の影響で

不妊や流産になるとの事で

すが、詳しく教えて欲しい

です。 

・ 以前、アメリカのある地方

で、高圧電線の鉄塔沿いに

住む住民達の多数が、頭の

一部が陥没している姿をテ

レビで観て衝撃を受けまし

た。我が町山下町は、崖の

下の小さな集落ですが、崖

の淵沿いに高圧線の鉄塔が

走っており、私の家もその

崖の下にあります。不安感

で耐えられません。先生方

の意見が聞きたいです。 

17 

目的物への照射 理論的には可能です。暴動鎮圧のため

にアメリカ軍で開発している ADS（行

動制御システム）という兵器は、非常

に強いマイクロ波（ミリ波）を照射

し、熱で人々を退散させるといった非

殺傷兵器です。但し、民間レベルで存

在しないので、市場にそのようなもの

は存在しないとご理解ください。 

大久保所長 

・ 理論的、技術的に意図的に

電波との組み合わせで（人

工的に）電磁波を集合ある

いは離散させる事は可能で

しょうか。(電磁波の出る家

電製品などから、あるいは

自然界から)また、スマホそ

の他の赤外線を使って、目

的物に照射させる事は可能

でしょうか。また、将来的

にはどうでしょうか。(兵器

への転用など) 
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電位治療器 個々の機器の効果について回答する立

場ではございません。ご心配な場合、

Niteという組織があります。医療治療

器を含めて影響があるかどうかという

不安に対して、質問を受けてくれるか

と思います。 

 

大久保所長 

・ マイナスイオン電位治療器

他などの電磁波の体に与え

る影響について教えて欲し

い。 
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（会場質問） 

№ 質問 回答の骨子 回答者 

1 

コンセント コンセントに機器を繋いで機器のスイ

ッチをオンにした場合、電気が流れる

ので電磁波は発生しますが、コンセン

トのみであれば、電磁波は発生しませ

ん。コンセントカバーなど売っていた

りしますが、気休め程度だとご理解い

ただければと思います。頭痛について

は、今まで大規模にそういった事が明

らかになった事はありませんので、何

か別の原因があるかと思います。 

牛山統括研究官 

・ コンセントの穴からも電磁

波が出ていると聞きました

が、本当でしょうか 

・ コンセントに頭を向けて寝

ると頭痛がするなどと聞い

た事がありますが本当でし

ょうか。 

2 

携帯電話 変電所から発生する電磁界の周波数は

50Hz、60Hz、スマートフォンの電波の

周波数は 20億 Hz前後と周波数が違い

ます。それぞれ刺激作用や熱作用に対

してどのくらいの割合を占めているか

という事を着目すべきであり、どちら

が危ないとか、どちらが安全だという

事は一概には言えません。いずれにし

ても一般環境で遭遇するスマートフォ

ンからの電波、変電所からの電磁波は

特に影響があるような事はありません

のでご安心ください。 

大久保所長 

・ 変電所などの大きな施設よ

りもスマホなどのほうが電

磁波の悪影響を受けやすい

と聞くが実際どうなのか。  

3 

送電線付近の生活 鉄塔は高く、地上のレベルでは十分安

全が守られているので、健康影響に関

して、デメリットは一切ないとお考え

いただければと思います。私自身も高

い電圧の送電線の下で長年育ってきた

ので、気にする事はないです。また、

「安全なのは理解したが、安心という

レベルには到達しない」という方も居

るかと思います。私たちも引き続き正

確な情報をお伝えするように努力しま

すが、安心とは個人の問題あり、私た

ちのメッセージを信用していただける

か否かで変わってくるかと思います。 

 

牛山統括研究官 

・ 高圧電線の鉄塔の隣地に住

宅を建築中なのですが、周

辺の土地(電線がない土地)

と比べて、デメリットはあ

るのでしょうか。 

・ 研究者の方々は安全な値で

あれば、まったく磁界を気

にせず生活をしていますで

しょうか。例えば、ご自身

のお子さんが送電線の下で

生活する事になっても気に

しないのでしょうか  
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電磁波攻撃 仮に、そのような事があるすれば、総

務省が妨害電波としていち早く駆けつ

けて来ますので、そのようは起こり得

ないとご理解ください。 
大久保所長 

・ 電波の増幅工事後、家電製

品の機能を改変されるな

ど、頻繁にサイバー攻撃を

受けているような気がしま

す。 

5 

遮断する方法 避ける方法に関しては、事前質問の中

で回答しました。また、電磁波を感じ

た場合の解消方法はありません。強い

電磁波を受けた場合、熱的影響や神経

刺激が起こりますが、一般環境では決

して起こりません。受診先はあるとす

れば心療内科だと思います。因果関係

についてはこれまでご説明した通りで

す。 

大久保所長 

・ 室内の電磁波を避ける方

法、遮断方法はあるか。 

・ 電磁波を感じた場合の解消

方法はあるか。 

・ 電磁波の影響は何科を受診

されたらいいか。 

・ 体調不良に関する因果関係

を証明できるか。 

6 

磁界測定 電磁界情報センターでは低い周波数の

磁界に関しての測定器を無料でお貸し

しております。送料は、ご負担いただ

きますが、1週間を目途に測定する事

ができます。是非ご活用いただければ

と思います。 

大久保所長 

・ 一般家庭で電磁波の数値を

測る方法はありますか。 

7 

ガイドライン 電力設備の場合、200μTを超えると事

業者が違反で事業展開出来なくなる事

になります。携帯電話の場合、

SAR2W/kg 以上の出力では販売出来な

くなる事になります。 

大久保所長 

・ 数値はどのレベルで法に触

れるのか。 

8 

床が震動するレベルの電磁波 震動と電磁波は関係ありません。震動

は物理的現象です。何か震動を感じる

のであれば別の要因です。実際に震動

が起きているのか、または超低周波音

の可能性もあります。20Hzより低い周

波数は、我々の耳には聞こえません

が、レベルが高い場合は震動として感

じる事があります。 

大久保所長 

・ 家庭の床が震動するレベル

の電磁波は体にどのような

影響があるのか。 

以 上 
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パンフレット「電磁界と健康」 

（改訂第18版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 















科学的に立証されている人への影響（短期的ばく露影響）
身体が非常に強い電磁界にばく露されると体内に電流が発生し、その影響により神経が刺激されること

があります。これを刺激作用といいます。
人の体内には、もともと脳の神経活動や心筋の活動による生理的な電流が流れています（内因性電流と

いい、脳電図（脳波）・心電図として観測することができます）が、これと同程度あるいはそれ以上の大き
さの電流が電磁界により体内に発生すると、神経や筋肉等の活動に影響を与える刺激作用により健康に悪
影響を及ぼす恐れがあると考えられています。

居住環境での最大レベルの数十～数百倍の非常に強い外部磁界にばく露されると、体内に上記の作用を
引き起こす程度の電流が発生すると考えられています。この電流に対して人体の中で最も敏感な組織は目
の網膜と言われています。例えば、一般の方々が日々の生活の中で遭遇するレベルを遥かに超えるような
非常に強い磁界（最小値は20Hzにおいて5,000µTであり、これより高い周波数および低い周波数では上昇
する）に頭部がばく露されると、目を閉じていても何か光が見えるような現象（磁気閃光といいます）を感
じることがわかっています。

科学的に立証されていない人への影響（長期的ばく露影響）

生活環境での電磁界への長期的ばく露影響については、これまで多くの科学者が研究を行ってきており、

その多くが小児白血病に焦点をあててきましたが、小児白血病との関連性等、生活環境での電磁界による

健康影響があるという確実な証拠は見つかっておりません。しかし、確実に無いという科学的な証拠を見

つけるのは、商用周波電磁界に限らず一般的に不可能なことです。

以下に長期的ばく露影響に関する研究例を紹介します。

・疫学研究では・・・

電磁界と健康に関する個別の疫学研究は、小児白血病との間に関連性が無かったという報告もあれば関

連性があったという報告もあり、結論はまちまちです。2000年に発表されたスウェーデンのアールボム

博士等によるプール分析＊1では、居住環境としては相対的に強い強度（0.3 ～ 0.4µT以上＊2）の磁界ばく

露と小児白血病との間に、弱いながらも統計的に意味のある関連性が見られることが報告されています。

しかし、著者らは、ばく露の高い群と低い群で調査への参加率が異なったことの影響を受けている可能性

があると言っています。
＊1 過去の疫学研究で得られた各々のデータをまとめて再解析する手法です。
＊2 国立環境研究所 兜博士が2006年に発表した疫学調査によると、我が国で0.4µT以上の居住環境に住んでいる人の割合は1％

未満と報告されています。

・生物学的研究では・・・

生物学的影響を検討した研究には、ラット等の動物を用いたがん・生殖・神経系等への影響に関する研

究と、細胞を用いて遺伝子等への影響を調べる研究があります。現時点では居住環境における商用周波電

磁界が人の健康に悪い影響を及ぼすという再現性のある結果は得られていません。

動物実験や細胞実験の生物学的研究では、一回の実験結果のみで判断するのでは無く、一般に実験を数

回繰り返し行い同様の結果を示すこと（反復可能性）や別の研究者が同様な結果を示すこと（再現性）等か

ら、影響の有無が判断されています。
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■ IARCによる発がんハザード分類
発がんハザードの分類及び分類基準 注１） 既存分類結果［1020例］注２）

グループ１：発がん性がある
人への発がん性を示す十分な証拠がある場合や限定的
でも動物への発がん性を示す十分な証拠と発がんメカニ
ズムに強い証拠がある場合に用いる

カドミウム、アスベスト、ダイオキシン類の一種（2,3,7,8-
TCDD）、たばこ（能動、受動）、無煙たばこ、アルコール飲
料、ガンマ線、エックス線、紫外線、太陽光、ディーゼルエ
ンジン排ガス、大気汚染（PM2.5を含む）、PCB、加工肉、
ベンゼン、日焼けランプの照射� ［他を含む120例］

グループ２A：おそらく発がん性がある
人への発がん性を示す証拠は限定的であるが、動物へ
の発がん性を示す十分な証拠がある場合や人で不十分
でも発がんメカニズムの証拠が強い場合などに用いる

鉛化合物（無機）、クレオソート、アクリルアミド、
夜間勤務、理容・美容労働、赤肉、高熱の揚
げ物作業、熱い飲み物
� ［他を含む88例］

グループ２B：発がん性があるかもしれない
人への発がん性を示す証拠が限定的であり、動物実験
での発がん性に対して不十分な証拠や限定的な証拠が
ある場合や、人で不十分でも動物への発がん性を示す
十分な証拠がある場合などに用いる

クロロフォルム、鉛、漬物、ガソリン、ガソリ
ンエンジン排ガス、ドライクリーニング労働、
超低周波磁界、無線周波電磁界、二酸化チタン、
印刷作業労働
� ［他を含む313例］

グループ３：発がん性を分類できない
人への発がん性を示す証拠が不十分であり、上の条件に
該当しない場合に用いる

コーヒー、カフェイン、原油、水銀（無機）、お茶、
蛍光灯、静磁界、静電界、超低周波電界
� ［他を含む499例］

注1） 分類基準は分類の基本的な考え方を説明したものです。
注2） 表中の分類結果は2020年6月26日時点のものです。この分類は新しい証拠をもとに変わることもあります。

WHOは、2005年10月に低周波（100kHzまで）電磁界の健康リスクを評価するために、専門家による 
「タスクグループ」を招集しました。タスクグループは、IARCモノグラフ第80巻を含め、これまで 
発表された膨大な科学論文のレビューを行い、その見解を「環境保健クライテリア（EHC）モノグラフ
No.238（WHO, 2007）」として、2007年6月に発刊しました。

WHOは、このEHCに基づいて「ファクトシート№322 超低周波の電界及び磁界へのばく露（現在は
Backgrounder（背景説明文書）として収納）」を発表し、9 ページのように健康リスク評価を行っています。

環境省では上記EHCを日本語に翻訳しています。
� （http://www.env.go.jp/chemi/electric/material/ehc238_j/index.html）

国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）では・・・

国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP＊4）では、世界保健機関（WHO）の電磁界ばく露の健康リスク

の評価結果（9ページ参照）を受けて、2010年に1Hzから100kHzまでの時間変化する電界、磁界、電磁

界に対して短期的なばく露影響から一般の人と労働者を防護するガイドラインを設定しています。この

ガイドラインでは、商用周波電磁界に関するばく露制限値を設定しており、その値は、電磁界によって

引き起こされる磁気閃光や中枢および末梢の神経への刺激を根拠として、刺激作用（6ページ「科学的に

立証されている人への影響（短期的ばく露影響）」参照）によって健康に悪影響が起こるレベルより十分 

に低い値に設定されています（次表参照）。

＊4 国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）は非電離放射線からの人体及び環境の防護の推進、特に非電離放射線からの人体の防護
に関するガイドラインと勧告を提供することを目的として1992年に設立された中立的な国際的組織です。ICNIRPのガイドラ
インは各国政府に対し強制力を持つものではありませんが、中立の専門家が参加した保健衛生の立場からの評価として、世界
各国の防護指針やガイドライン作成に大きな影響力をもっています。（http://www.icnirp.org/）
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6 経済産業省はどのような対応をしているのですか？
経済産業省では、WHOの国際電磁界プロジェクトにおいて、専門家チームが検討を進めていることを念

頭におきつつ、一般の人々が生活する環境における電力設備から発生する磁界に関する規制のあり方を検討
する必要があると判断し、2007年4月、電力安全小委員会に「電力設備電磁界対策ワーキンググループ」を
設置しました。

ワーキンググループでは、WHO のファクトシート№322（9 ページ参照）で、超低周波電界については
健康上の問題はないとの見解が示されたことから、超低周波磁界を議論の対象としました。また検討に当たっ
ては、磁界が健康に対していかなる影響を与えるかについてのWHO やICNIRP といった国際（的）機関に
おいて取りまとめられた知見や、国際的な規制動向、経済産業省において行われた各種調査結果を含む国内
外の研究報告等を幅広く収集・整理し、市民団体等から意見募集を行う等、多方面からの意見も取り入れ、
論点の整理を行い検討を重ね、2008 年6 月に政策提言を「電力設備電磁界対策ワーキンググループ報告書」
として公表し、磁界規制値を導入するなどの対応をしました。

また、講演会、インターネット等を通じた情報提供活動を継続実施しています。

電力設備電磁界対策ワーキンググループ報告書の概要

（１）高レベルの磁界による短期的な健康影響に係わる対応
○電力設備（送・配電線、変電設備）から発生する周波数50Hz・60Hzの磁界について、国際非電離放

射線防護委員会（ICNIRP）が示す国際的なばく露ガイドラインの一般の人々への制限値（100µＴ
（50Hz）、83µＴ（60Hz） 注））を採用する等必要な諸規定の整備・改正を行うべきである。

（２）低レベルの磁界による長期的な健康影響の可能性に係わる対応
①更なる研究プログラムの推進
○磁界ばく露と健康影響との関係に不確かさが残っていることから、引き続き、その不確かさを低減

させるため、産学官が協力して研究を推進すべきである。研究を適切に進めるため、関係各省が連
携して必要な研究分野・テーマを見極める等新たな仕組みが必要である。

②リスクコミュニケーション活動の充実
○磁界ばく露による健康影響に関わる正確な知識が国民に正しく伝わっていないことから生じる問題

の解消には、リスクコミュニケーションの増進を目的とした、中立的な常設の電磁界情報センター機
能の構築が必要である。将来的には、電力設備にとどまらず活動領域を広げていくことを期待する。

○幼稚園、学校等多数の子供が定常的に集まる場所等では、リスクコミュニケーション活動が特に重
要である。電気事業者は、これら地域の近傍に電力設備を新たに設置する場合には、住民との合意
形成に格別の努力を払うべきである。

③ばく露低減のための低費用の方策
○低レベルの電磁界による長期的影響については、因果関係の証拠が弱い。しかし、磁界レベルの低

減に配慮することはリスクコミュニケーションの観点から意味がある。
○海外で行われている磁界低減方策は、我が国では高鉄塔化等により既に実施されており、電力設備

から発生する磁界は既にかなり低いレベルにある。電気事業者は、このような取組を、今後の新た
な設備設置の際にも可能な範囲で継続することが望ましい。原則、既設設備に磁界低減対策を施す
ことまでは求めない。

注）1998年に刊行されたICNIRPの旧ガイドライン値
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7 国内外で電磁界に対する規制はあるのですか？
海外では、1998年に刊行されたICNIRPのガイドライン（1998版）を参考にした規制値やガイドラインを

導入する国が多数あります（下表参照）。特に、欧州では、1999年に欧州理事会が加盟各国に対してICNIRP

のガイドライン（1998版）に準拠する措置を勧告しています。なお、一部の国ではICNIRPガイドラインに基

づくばく露制限値に加え、住宅、病院、学校等の特に防護が必要な場所において、「念のための政策」に基

づいた磁界の制限値を設定しています（下記注3参照）。

一方、我が国では、電界については、静電誘導による人の感知（ドアノブに触れた時に静電気によりパチッ

とする感じと同じ感覚）を防止する等の観点から、1976年より「電気設備に関する技術基準」に、ICNIRP

ガイドラインより低い規制値を導入しています。

磁界については、本パンフレットの第6章に記載の「電力設備電磁界対策ワーキンググループ」の提言を

受け、2011年3月31日、上記技術基準にICNIRPのガイドライン（2010版）に基づき、50Hz・60Hzともに

200µTの規制値を導入しました（同年10月1日より施行）。

■電力設備を対象とした商用周波電磁界の一般公衆へのばく露に関する国内外の規制・ガイドライン等

制定年
電  界 磁 界

（kV/m） 区 分 （µT） 区 分

国 際
レベル

ICNIRP 注1）

（9ページの再掲）
2010年 5.0（50Hz） ガイドライン 200（50Hz） ガイドライン

〃 4.2（60Hz） 〃 200（60Hz） 〃

国
レベル

日本 1976年（電界）
2011年（磁界） 3 規制 200（50/60Hz） 規制

韓国 1988年 3.5 告示 83.3（60Hz） 告示（2004年）

米国 注2） － － － －

ドイツ 2013年 5 規制 100（50Hz） 規制

スイス 2000年 5 規制 100（50Hz）注3） 規制

フランス 2001年 5 規制 100（50Hz） 規制

スウェーデン 2002年 5 勧告 100（50Hz） 勧告

イタリア 2003年 5 規制 100（50Hz）注3） 規制

英国 注4） 2011年 9 基準 360（50Hz） 基準

ノルウェー 2011年 5 規制 200（50Hz） 規制

オーストラリア 2015年 5 勧告 200（50Hz） 勧告
規制：法規に基づいた義務的な基準 ガイドライン・勧告・基準：法的な拘束力を持たない自発的な基準・方針
告示：法的拘束力あり
注１）�ICNIRPはWHOの環境保健クライテリアNo.238の発刊を受けて、ガイドラインを2010年末に改訂しました。それまでの磁

界のガイドライン値（1998年）は100µT（50Hz）、83µT（60Hz）でした。
注２）米国には国レベルの規制はありませんが州レベルでは規制を設けているところもあります。
注３）�スイス、イタリアでは本規制値（ばく露制限値）以外に住宅、病院、学校等の特に防護が必要な場所において、設備に対して

念のための政策に基づいた磁界の制限値（スイス：1µT、イタリア：3µT）を設定しています。
注４）英国の基準は自主的実施基準であり、ICNIRPガイドライン（1998版）から独自に換算した値に基づいています。
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9 電磁界と健康について更に知りたい場合には、
情報はどこから得られるのですか？

■ 各省庁のお問い合わせ先
経済産業省

商務情報政策局 産業保安グループ 電力安全課
  【送電線等の電力設備から発生する超低周波（50・60Hz）電磁界】

国内外研究成果等に係る情報整理・収集・国民への情報提供等について
お問い合わせ：経済産業省 商務情報政策局 産業保安グループ 電力安全課 TEL：03-3501-1511（代）
関連ホームページ：http://www.meti.go.jp/policy/safety_security/industrial_safety/

sangyo/electric/detail/setsubi_denjikai.html

商務情報政策局 情報産業課 【家電製品等から発生する超低周波電磁界】
家電製品等から発生する超低周波電磁界の測定調査、情報提供について
お問い合わせ：経済産業省 商務情報政策局 情報産業課 TEL：03-3501-1511（代）
関連ホームページ：http://www.aeha.or.jp/safety/pdf/emwave_detail.pdf

（一般財団法人 家電製品協会）

総務省 【携帯電話等の無線設備が使用する高周波（10kHz ～ 300GHz）電磁界】
電波防護指針の策定、電波の生体や医療機器等への影響に関する調査、情報提供について
お問い合わせ：総務省 総合通信基盤局 電波部 電波環境課 TEL: 03-5253-5111（代）
関連ホームページ：http://www.tele.soumu.go.jp/j/sys/ele/index.htm

厚生労働省 【労働環境における有害な光線（電磁波）の健康障害防止対策】
労働環境における有害な光線（電磁波）の健康障害防止対策について
お問い合わせ：都道府県労働局労働基準部健康主務課・労働基準監督署
関連ホームページ：https://www.mhlw.go.jp/kouseiroudoushou/shozaiannai/roudoukyoku/

国土交通省 【鉄道の電気設備等から発生する低周波磁界】
鉄道の電気設備等から発生する低周波磁界の規制について
お問い合わせ：国土交通省 鉄道局 技術企画課 TEL：03-5253-8111（代）

文部科学省 【基礎研究】
基礎研究について
お問い合わせ：文部科学省 研究振興局 研究振興戦略官付 TEL:03-5253-4111（代）

環境省 【情報提供】
基礎的事項に関するパンフレット等による情報提供について
お問い合わせ：環境省 大臣官房環境保健部 環境安全課 TEL：03-3581-3351（代）
関連ホームページ：http://www.env.go.jp/chemi/electric/index.html
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このパンフレットに関するご意見お問い合わせ

一般財団法人 電気安全環境研究所 電磁界情報センター
〒105-0014
東京都港区芝2-9-11 全日電工連会館 3階
TEL ：03-5444-2631
FAX ：03-5444-2632
ホームページ：http://www.jeic-emf.jp/
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送電線等の電力設備のまわりに発生する
電磁界と健康

電磁界の問題 電磁界とは 電磁界の性質・作用 健康への影響は? 国際機関の見解 経済産業省の対応 電磁
界に対する規制 身の回りの電磁界 電磁界と健康について更に知りたい 用語集 このサイトについて 



電磁界の問題
電磁界は何が問題になっているのですか?

電磁界の問題 電磁界とは 電磁界の性質・作用 健康への影響は? 国際機関の見解 経済産業省の対応 電磁
界に対する規制 身の回りの電磁界 電磁界と健康について更に知りたい 用語集 このサイトについて 

電気は、技術の進歩とともにいろいろな目的に利用され、産業の発展や生活の向上に大きな役割を果たし、私達にとってなくてはならない
ものとなっています。

送電線の周辺に住んでいる人たちの健康について調査したところ、小児白血病*¹と電磁界の強度に関連があるという報告が米国やスウェー
デン等の研究者から1980年代に相次いで発表され、日常的な電気の使用により発生する電磁界が健康に影響を与えるのではないかというこ
とが問題になりました。

これを契機に世界中（もちろん日本でも）で、電磁界と健康影響の関係を真剣に考えるようになりました。（世界保健機関（WHO）で
は、1996年から電磁界ばく露の健康リスクの評価を目的として国際電磁界プロジェクトを発足させています。）

このホームページは電磁界の健康影響について、これまでに分かっている事実をできるだけ正確にお伝えすることを目的としています。

＊1 小児白血病は15歳未満の小児がかかる血液がん。

作成にあたっては、電磁界の健康影響に関する専門家、リスクコミュニケーションの専門家、消費者団体代表者等の方々より、その内容の
正確さ、公正性、分かり易さ等について監修いただきました。

監修（50音順）

池畑 政輝 （鉄道総合技術研究所）

牛山 明 （国立保健医療科学院）

梅澤 晋一 （国民生活センター） 

大久保 千代次 （電磁界情報センター）

多氣 昌生 （東京都立大学）

土田 昭司 （関西大学）

飛田 恵理子 （東京都地域婦人団体連盟）

水野 幸男 （名古屋工業大学）

山口 直人 （労災保険情報センター） 

事務局

一般財団法人 電気安全環境研究所



電磁界とは
電磁界とはどのようなものですか?

電磁界の問題 電磁界とは 電磁界の性質・作用 健康への影響は? 国際機関の見解 経済産業省の対応 電磁
界に対する規制 身の回りの電磁界 電磁界と健康について更に知りたい 用語集 このサイトについて 

電磁界とは電界と磁界が組み合わされたものなので、まず、電界と磁界を別々に説明します。 
電界とは 磁界とは 電磁界とは

電界とは

電気のある空間（場所）を電界といいます。
家電製品や送電線等の電力設備の周りが全て電界ということです。家庭の電灯線（100～200ボルト）程度では電界を感じることはありま

せんが、冬場にドアノブに触れてパチっと感じたり、乾燥した季節に衣服がまとわり付くことがあります。これは乾燥や摩擦などによって数
千から数万ボルトの静電気が発生し、この電界によって起こった現象です。

一般に電界の強さは発生源からの距離とともに急激に弱くなります。送電線の電圧は数万～50万ボルトもありますが、高い所にあるため
地面に立っている人は電界を感じることはありません。電界の単位にはV／m（ボルト／メートル）が使用されます。

磁界とは

磁気のある空間（場所）を磁界といいます。
地球（地磁気）の他に、棒磁石や文房具などに使われている永久磁石や、家電製品や送電線などの電力設備に電気が流れている周辺にも磁

気が発生し、磁界があります。磁石を近づけたり、離したりすると分かるように、磁界の強さも発生源からの距離とともに急激に弱くなりま
す。磁界の単位はT（テスラ）といいますが、通常は身のまわりの磁界の強さに合わせ、μT（マイクロテスラ）が使用されます。（１μTは百
万分の１Ｔ）

電磁界とは

電界と磁界が組み合わされたものを電磁界といいます。
電流や磁気の方向や強さが時間的に変化する（交流）と互いに影響し合うようになり、電界があると磁界が生じ、磁界があると電界が生じ



る、というように次々と波のように遠くに伝わっていきます。この波のことを電磁波といい、波の伝わっている空間（場所）を電磁界といい
ます。電磁波が波で、電磁界は波のある海というイメージです。なお、電磁界にさらされる事を「ばく露（ばくろ）」と言います。



電磁界の性質・作用
電磁界にはどのような性質・作用があるのでしょうか?

電磁界の問題 電磁界とは 電磁界の性質・作用 健康への影響は? 国際機関の見解 経済産業省の対応 電磁
界に対する規制 身の回りの電磁界 電磁界と健康について更に知りたい 用語集 このサイトについて 

電磁波（電磁界）は海の波のようなものですから、波の与える影響は波の高さ、波の長さ（波長）によって変わります。波の伝わる速さが
同じなら、波長は波の振動の速さ（周波数）が早いほど短くなります。電磁波（電磁界）は、次表に示すように、その周波数毎に様々な名称
で呼ばれ、それぞれの性質に応じて様々な用途に利用されています。

電磁波（電磁界）は、電離放射線と非電離放射線に分けられます。非電離放射線は、超低周波電磁界（300Hzまで）や電波及び光などのよ
うに電離放射線（エックス線、ガンマ線など）に比べて波長が長くエネルギーが小さいため、電離放射線のような、物質に衝突して原子から
電子を引き離す能力（電離作用）を持ちません。したがって、細胞内の遺伝子を直接に傷つける作用はありません。

このホームページでは超低周波電磁界（300Hzまで）のうち送電線等の電力設備や一般の人が日常的に接する家電製品に使われている
50/60Hz（商用周波数）の電磁界の健康に対する影響について考えていきます。50Hz、60Hz の電圧、電流から発生する電磁界の波長は、
それぞれ6,000㎞、5,000㎞と、地球の半径にも相当する長さになります。このため、空気中で電磁界が遠くに伝わる性質は弱く、距離とと
もに急激に弱くなります。

■代表的な電磁波（電磁界）の種類と用途



健康への影響は?
電磁界による健康影響はあるのですか?

電磁界の問題 電磁界とは 電磁界の性質・作用 健康への影響は? 国際機関の見解 経済産業省の対応 電磁
界に対する規制 身の回りの電磁界 電磁界と健康について更に知りたい 用語集 このサイトについて 

人の健康影響の評価方法

電磁界の人への影響を検証するためには、「電磁界」と「人の健康影響」の因果関係の有無を様々な研究結果から総合的に検証する必要が
あります。それらの研究方法には、大まかに「疫学研究」と「生物学的研究」の二種類があります。

「疫学研究」は、「電磁界」と「人の健康影響」の関連性を統計的に考察する学問であり、一方の「生物学的研究」は、その関連性のメカ
ニズムや人への健康影響があるかどうかを実験的に解明する学問です。

これらの評価手法により、「電磁界」と「人の健康影響」の因果関係の有無を検証した結果、神経刺激作用等の科学的に立証されている影
響と、小児白血病との関連性等、現段階では科学的な結論が出ていない影響の二つに分けられることがわかっています。前者は短期的ばく露
で、主としてばく露されている間のみ見られる影響であり、後者は長期的ばく露により、がんなどの病気が引き起こされる影響と言えます。

科学的に立証されている人への影響（短期的ばく露影響）

身体が非常に強い電磁界にばく露されると体内に電流が発生し、その影響により神経が刺激されることがあります。これを刺激作用といい
ます。

人の体内には、もともと脳の神経活動や心筋の活動による生理的な電流が流れています（内因性電流といい、脳電図（脳波）・心電図とし
て観測することができます）が、これと同程度あるいはそれ以上の大きさの電流が電磁界により体内に発生すると、神経や筋肉等の活動に影
響を与える刺激作用により健康に悪影響を及ぼす恐れがあると考えられています。

居住環境での最大レベルの数十～数百倍の非常に強い外部磁界にばく露されると、体内に上記の作用を引き起こす程度の電流が発生すると
考えられています。この電流に対して人体の中で最も敏感な組織は目の網膜と言われています。例えば、一般の方々が日々の生活の中で遭遇
するレベルを遥かに超えるような非常に強い磁界（最小値は20Hzにおいて5,000μTであり、これより高い周波数および低い周波数では上昇
する）に頭部がばく露されると、目を閉じていても何か光が見えるような現象（磁気閃光といいます）を感じることがわかっています。

科学的に立証されていない人への影響（長期的ばく露影響）

生活環境での電磁界への長期的ばく露影響については、これまで多くの科学者が研究を行ってきており、その多くが小児白血病に焦点をあ
ててきましたが、小児白血病との関連性等、生活環境での電磁界による健康影響があるという確実な証拠は見つかっておりません。しかし、
確実に無いという科学的な証拠を見つけるのは、商用周波電磁界に限らず一般的に不可能なことです。

以下に長期的ばく露影響に関する研究例を紹介します。

・疫学研究では・・・
電磁界と健康に関する個別の疫学研究は、小児白血病との間に関連性が無かったという報告もあれば関連性があったという報告もあり、

結論はまちまちです。2000年に発表されたスウェーデンのアールボム博士等によるプール分析*¹では、居住環境としては相対的に強い強度



（0.3～0.4μT以上*²）の磁界ばく露と小児白血病との間に、弱いながらも統計的に意味のある関連性が見られることが報告されています。
しかし、著者らは、ばく露の高い群と低い群で調査への参加率が異なったことの影響を受けている可能性があると言っています。

＊1 過去の疫学研究で得られた各々のデータをまとめて再解析する手法です。
＊2 国立環境研究所 兜博士が2006年に発表した疫学調査によると、我が国で0.4μT以上の居住環境に住んでいる人の割合は1%未満と報告されて

います。

・生物学的研究では・・・
生物学的影響を検討した研究には、ラット等の動物を用いたがん・生殖・神経系等への影響に関する研究と、細胞を用いて遺伝子等への

影響を調べる研究があります。現時点では居住環境における商用周波電磁界が人の健康に悪い影響を及ぼすという再現性のある結果は得ら
れていません。

動物実験や細胞実験の生物学的研究では、一回の実験結果のみで判断するのでは無く、一般に実験を数回繰り返し行い同様の結果を示す
こと（反復可能性）や別の研究者が同様な結果を示すこと（再現性）等から、影響の有無が判断されています。



国際機関の見解
国際的な見解はどうですか?

電磁界の問題 電磁界とは 電磁界の性質・作用 健康への影響は? 国際機関の見解 経済産業省の対応 電磁
界に対する規制 身の回りの電磁界 電磁界と健康について更に知りたい 用語集 このサイトについて 

世界保健機関（WHO）では・・・

国連の一機関であるWHOは1996年5月に国際電磁界プロジェクト（The International EMF Project）を発足させました。プロジェクトの
目的は、電磁界ばく露の健康リスクを評価することです。我が国も参加しています。

なお、WHOではこれまでに超低周波電磁界（300Hzまで）について評価を終了しており、ここで主に扱う商用周波電磁界（50/60Hz）が
含まれています。

国際電磁界プロジェクトの1つとして、WHOの付属機関である国際がん研究機関（IARC*¹）は、2002年に超低周波電磁界の人への発がん

ハザード*²を評価したIARCモノグラフ第80巻を発刊しました。そして、超低周波磁界は「人にとって発がん性があるかもしれない（グルー
プ2B）」、超低周波電界は「人への発がん性に関して分類できない（グループ3）」と判断しました。

IARCの発がんハザード評価とは、その物質や環境ががんの原因となるかどうかあるいはその可能性の有無に関する科学的な証拠の強さ
（確実さ）を評価して分類したものであり、がんの引き起こしやすさを評価したものではありません。ハザードは、定量ではなく定性的に評
価されています。例えば、グループ１の紫外線、太陽光、アルコール飲料、加工肉など、適量以下であれば害を気にする必要はなく、むしろ
健康に良い場合も含まれています。ここでの評価の手順は、まず、人における疫学研究結果（証拠）をもとに発がんハザードがあるかどうか
評価します。証拠が限定的であったり、不十分な場合は、生物学的研究結果（証拠）をもとに総合的に発がん性を分類します。従来、発がん
ハザードの分類は5段階でしたが、2019年1月に、モノグラフの前文の改定版が発表され、「グループ4：おそらく発がん性はない」は廃止

され、4段階の分類となりました*³（次表参照）。

＊1 国際がん研究機関（IARC）はがんに関するさまざまな研究を行うために1969年に発足したWHOの専門組織です。その活動の一つとして、化学
物質の発がんハザードに関する分類があります。現在では、個々の化学物質のみならず、混合物や放射線、ウイルスなどの化学物質でないもの
や労働環境も評価しています。（https://www.iarc.fr/）

＊2 「ハザード（hazard：危険性、有害性）」とは、人に危害を及ぼす可能性のある因子をいいます。一方、「リスク（risk：危険度）」とは、ハ
ザードによって生じる恐れのあるけがや疾病の重篤度とその発生する可能性の度合いをいいます。例えば、タバコは肺がんや心血管疾患等の疾
病の「リスク」を生じる可能性のある「ハザード」ですが、喫煙という行為に及ばなければ、タバコ自体が「リスク」を生じることはありませ
ん。

＊3 IARC諮問グループによるモノグラフ前文の改定に関する報告書
(https://monographs.iarc.fr/ENG/Preamble/index.php

■IARCによる発がんハザード分類



WHOは、2005年10月に低周波（100kHzまで）電磁界の健康リスクを評価するために、専門家による「タスクグループ」を招集しまし
た。タスクグループは、IARCモノグラフ第80巻を含め、これまで発表された膨大な科学論文のレビューを行い、その見解を「環境保健クラ
イテリア（EHC）モノグラフNo.238（WHO, 2007）」として、2007年6月に発刊しました。

WHOは、このEHCに基づいて「ファクトシート№322 超低周波の電界及び磁界へのばく露（現在はBackgrounder（背景説明文書）とし
て収納）」を発表し、こちらのように  健康リスク評価を行っています。

環境省では上記EHCを日本語に翻訳しています。
http://www.env.go.jp/chemi/electric/material/ehc238 j/index.html

国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）では・・・

国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP*4）では、世界保健機関（WHO）の電磁界ばく露の健康リスクの評価結果（後述）を受けて、
2010年に1Hzから100kHzまでの時間変化する電界、磁界、電磁界に対して短期的なばく露影響から一般の人と労働者を防護するガイドライ
ンを設定しています。このガイドラインでは、商用周波電磁界に関するばく露制限値を設定しており、その値は、電磁界によって引き起こさ
れる磁気閃光や中枢および末梢の神経への刺激を根拠として、刺激作用（「科学的に立証されている人への影響（短期的ばく露影響）」参
照）によって健康に悪影響が起こるレベルより十分に低い値に設定されています（次表参照）。

＊4 国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）は非電離放射線からの人体及び環境の防護の推進、特に非電離放射線からの人体の防護に関するガイド
ラインと勧告を提供することを目的として1992年に設立された中立的な国際的組織です。ICNIRPのガイドラインは各国政府に対し強制力を持
つものではありませんが、中立の専門家が参加した保健衛生の立場からの評価として、世界各国の防護指針やガイドライン作成に大きな影響力
をもっています。（https://www.icnirp.org/）

なお、発がん等を含む長期的なばく露影響に関しては、小児白血病との関連を示唆する疫学研究結果を尊重する必要性を認めながらも、磁
界と小児白血病の因果関係は確立されておらず、また、その他のいかなる長期的ばく露影響の因果関係も確立されていないことを根拠に、ガ
イドラインの根拠とするには科学的証拠が弱すぎると判断しています。

■ICNIRPガイドラインによる一般の人へのばく露制限値（参考レベル）

健康リスクの評価に基づき「WHOのガイダンス」としてまとめられ、各国の政府機関や産業界に対し、以下のように提言しています。



WHOでは、電磁界の健康リスクへの見解を、一般の人向けに、ファクトシート（Fact Sheet）として発表しています。上記、ファクト
シートNo.322については日本語にも翻訳され、公開されています。
（https://www.who.int/peh-emf/publications/facts/FS322 Japansese.pdf?ua=1）



経済産業省の対応
経済産業省はどのような対応をしているのですか?

電磁界の問題 電磁界とは 電磁界の性質・作用 健康への影響は? 国際機関の見解 経済産業省の対応 電磁
界に対する規制 身の回りの電磁界 電磁界と健康について更に知りたい 用語集 このサイトについて 

経済産業省では、WHOの国際電磁界プロジェクトにおいて、専門家チームが検討を進めていることを念頭におきつつ、一般の人々が生活
する環境における電力設備から発生する磁界に関する規制のあり方を検討する必要があると判断し、2007年4月、電力安全小委員会に「電力
設備電磁界対策ワーキンググループ」を設置しました。

ワーキンググループでは、WHOのファクトシート№322  で、超低周波電界については健康上の問題はないとの見解が示されたことか
ら、超低周波磁界を議論の対象としました。また検討に当たっては、磁界が健康に対していかなる影響を与えるかについてのWHO や
ICNIRP といった国際（的）機関において取りまとめられた知見や、国際的な規制動向、経済産業省において行われた各種調査結果を含む国
内外の研究報告等を幅広く収集・整理し、市民団体等から意見募集を行う等、多方面からの意見も取り入れ、論点の整理を行い検討を重ね、
2008年6月に政策提言を「電力設備電磁界対策ワーキンググループ報告書」として公表し、磁界規制値を導入するなどの対応をしました。

また、講演会、インターネット等を通じた情報提供活動を継続実施しています。



電磁界に対する規制
国内外で電磁界に対する規制はあるのですか?

電磁界の問題 電磁界とは 電磁界の性質・作用 健康への影響は? 国際機関の見解 経済産業省の対応 電磁
界に対する規制 身の回りの電磁界 電磁界と健康について更に知りたい 用語集 このサイトについて 

海外では、1998年に刊行されたICNIRPのガイドライン（1998版）を参考にした規制値やガイドラインを導入する国が多数あります（下
表参照）。特に、欧州では、1999年に欧州理事会が加盟各国に対してICNIRPのガイドライン（1998版）に準拠する措置を勧告していま
す。なお、一部の国ではICNIRPガイドラインに基づくばく露制限値に加え、住宅、病院、学校等の特に防護が必要な場所において、「念の
ための政策」に基づいた磁界の制限値を設定しています（下記注3参照）。

一方、我が国では、電界については、静電誘導による人の感知（ドアノブに触れた時に静電気によりパチッとする感じと同じ感覚）を防止
する等の観点から、1976年より「電気設備に関する技術基準」に、ICNIRPガイドラインより低い規制値を導入しています。

磁界については、「電力設備電磁界対策ワーキンググループ」の提言を受け、2011年3月31日、上記技術基準にICNIRPのガイドライン
（2010版）に基づき、50Hz・60Hzともに200μTの規制値を導入しました（同年10月1日より施行）。

■電力設備を対象とした商用周波電磁界の一般公衆へのばく露に関する国内外の規制・ガイドライン等



身の回りの電磁界
身のまわりの磁界の強さはどのくらいですか?

電磁界の問題 電磁界とは 電磁界の性質・作用 健康への影響は? 国際機関の見解 経済産業省の対応 電磁
界に対する規制 身の回りの電磁界 電磁界と健康について更に知りたい 用語集 このサイトについて 

送電線等の電力設備や家電製品のまわりに電磁界は発生します。下の図に身のまわりの代表的な電力設備や家電製品の磁界の強さを示しま
すが、これらの値は電力設備を対象とした日本の規制値に比べ十分低い値となっています。

なお、電力設備や家電製品の電界（超低周波電界）については、WHOのファクトシート№322  において、健康上の問題はないとの見解
が示されています。



電磁界と健康について更に知りたい
電磁界と健康について更に知りたい場合には、情報はどこから得られるのですか?

電磁界の問題 電磁界とは 電磁界の性質・作用 健康への影響は? 国際機関の見解 経済産業省の対応 電磁
界に対する規制 身の回りの電磁界 電磁界と健康について更に知りたい 用語集 このサイトについて 

各省庁のお問い合わせ先

経済産業省

商務情報政策局 産業保安グループ 電力安全課

【送電線等の電力設備から発生する超低周波（50・60Hz）電磁界】

国内外研究成果等に係る情報整理・収集・国民への情報提供等について

お問い合わせ：経済産業省 商務情報政策局 産業保安グループ 電力安全課

TEL：03-3501-1511（代）

関連ホームページ：

https://www.meti.go.jp/policy/safety security/industrial safety/sangyo/electric/detail/setsubi denjikai.html

商務情報政策局 情報産業課【家電製品等から発生する超低周波電磁界】

家電製品等から発生する超低周波電磁界の測定調査、情報提供について

お問い合わせ：経済産業省 商務情報政策局 情報産業課

TEL:03-3501-1511（代）

関連ホームページ：

https://www.aeha.or.jp/safety/pdf/emwave detail.pdf（一般財団法人 家電製品協会）

総務省【携帯電話等の無線設備が使用する高周波（10kHz ～ 300GHz）電磁界】

電波防護指針の策定、電波の生体や医療機器等への影響に関する調査、情報提供について

お問い合わせ：総務省 総合通信基盤局 電波部 電波環境課

TEL:03-5253-5111（代）

関連ホームページ：

https://www.tele.soumu.go.jp/j/sys/ele/index.htm

厚生労働省【労働環境における有害な光線（電磁波）の健康障害防止対策】

労働環境における有害な光線（電磁波）の健康障害防止対策について

お問い合わせ：都道府県労働局労働基準部健康主務課・労働基準監督署

関連ホームページ：

https://www.mhlw.go.jp/kouseiroudoushou/shozaiannai/roudoukyoku/

国土交通省【鉄道の電気設備等から発生する低周波磁界】

鉄道の電気設備等から発生する低周波磁界の規制について

お問い合わせ：国土交通省 鉄道局 技術企画課

TEL:03-5253-8111（代）

文部科学省【基礎研究】

基礎研究について



お問い合わせ：文部科学省 研究振興局 研究振興戦略官付

TEL:03-5253-4111（代）

環境省【情報提供】

基礎的事項に関するパンフレット等による情報提供について

お問い合わせ：環境省 大臣官房環境保健部 環境安全課

TEL:03-3581-3351（代）

関連ホームページ：

http://www.env.go.jp/chemi/electric/index.html

電磁界情報センター

電磁界情報センターは、「電力設備電磁界対

策ワーキンググループ報告書」

の提言を受けて設立された中立的組織で、

電磁界に関する様々な情報を発信しています。

ホームページでは、Webセミナーなどの動画

も公開しています。

TEL:03-5444-2631

ホームページ：https://www.jeic-emf.jp/

世界保健機関（ＷＨＯ）

ホームページ：https://www.who.int/health-topics/electromagnetic-fields#tab=tab 1

国際がん研究機関（IARC）

ホームページ：https://www.iarc.fr/

国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）

ホームページ：https://www.icnirp.org/



用語集

電磁界の問題 電磁界とは 電磁界の性質・作用 健康への影響は? 国際機関の見解 経済産業省の対応 電磁
界に対する規制 身の回りの電磁界 電磁界と健康について更に知りたい 用語集 このサイトについて 

周波数と波長

電磁界(電磁波）は、その強さが周期的に強くなったり、弱くなったりしています。1秒間における強弱の回数が周波数（Hz、ヘルツ）で
す。
また、電磁波の伝わる速さは周波数に関係なく、1秒間に30万㎞進みますから、この距離を周波数で割ると、強弱の間隔（距離）が出ます。
これを波長といいます。
50Hzの電磁界(電磁波）は1秒間に50回強弱が変化し、その波長は、30万㎞÷50回=6000㎞となります。

電界、磁界の単位

電界の強さは距離（ｍ）あたりの電圧（Ｖ、または㎸）で表します（Ｖ/ｍ、または㎸/ｍ）。例えば、10ｍ離れた2枚の平行な板の間に5万
Ｖ（50㎸）の電圧を加えると、板間の電界は50㎸÷10ｍ=5㎸/ｍとなります。
磁界の強さの単位は（Ａ/ｍ、アンペア/メートル）ですが、通常、対応する磁束密度の単位であるテスラ（Ｔ）、ミリテスラ（ｍＴ）、マイ
クロテスラ（μT）、ガウス（Ｇ）などで表します。それらの関係は次のようになります。
1ｍＴ=1/1000Ｔ
1μT=1/1000ｍＴ
1Ｇ=1/10000Ｔ=0.1ｍＴ=100μT

疫学研究

疫学研究とは，病気の原因と思われる環境因子を設定し，その因子が病気を引起こす可能性（例えば喫煙と肺がんの関係など）を調べる疫学
的研究です。疫学研究の手法には大別してコホート研究と症例－対照研究の二つがありますが、電磁界の健康影響に関する疫学研究は症例－
対照研究がほとんどです。
症例－対照研究では症例（患者群）と対照（健康者群）からなる二つの集団を選び、次にこの２群についてばく露の有無を調べ、症例（患者
群）の中でばく露した人としない人の割合と、対照（健康者群）の中で曝露した人としない人の割合を比較する方法がとられます。

世界保健機関
WHO：World Health Organization
https://www.who.int/

国際連合に組織される専門機関のひとつでジュネーブに本部を持ち180か国以上が加盟。すべての人々に可能な限り高い水準の健康をもたら
すことを目的として、公衆衛生の向上、医学研究の促進、環境問題などの保健衛生に関する事項全般の活動をしています。
WHOは1984年に「WHO環境保健基準35巻」、1987年に「WHO環境保健基準69巻」を発刊しています。
更に1996年に電磁界ばく露の健康リスクを評価することを目的に「国際EMF（電磁界）プロジェクト」を発足させ、周波数0～100㎑を対象
に2007年6月に「環境保健クライテリア(EHC）モノグラフNo.238(WHO, 2007)」を発刊し、これに基づいて「ファクトシートNo.322 超
低周波の電界及び磁界へのばく露」を発表しました。
（https://www.who.int/peh-emf/en/）

国際非電離放射線防護委員会
ICNIRP：International Commission on Nonionizing Radiation Protection
https://www.icnirp.org/

国際非電離放射線防護委員会（ICNIRP）は非電離放射線からの人体及び環境の防護の推進、特に非電離放射線からの人体の防護に関するガ
イドラインと勧告を提供することを目的として1992年に設立された中立的な国際的組織です。ICNIRPのガイドラインは各国政府に対し強制
力を持つものではありませんが、各国の専門家が参加した保健衛生の立場からの評価として、世界各国の防護指針やガイドライン作成に大き
な影響力をもっています。
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このホームページは、経済産業省の委託事業「令和元年度電力設備電磁界情報調査提供事業」により、一般財団法人電気安全環境研究所が作
成したものです。
本ホームページの内容は、パンフレット版「電磁界と健康」（PDFファイル）で閲覧いただくことが可能です。
ダウンロードはこちら → 「電磁界と健康」
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経済産業省 

電磁界の健康影響に関する講演会 

（大阪会場：令和2年10月8日(木)） 

 

 

◆ プログラム ◆ 

 

13:00～13:05 開会挨拶 

 

13:05～13:20 主催者挨拶および 

 経済産業省の取組について 

 

13:20～14:20 講演１「電磁界を知る」 

 電磁界とは何か、主に低周波電磁界の影響と 

身のまわりの磁界の強さ等を紹介します 

 

14:20～14:35 休憩 

 

14:35～15:15 講演２「くらしを取り巻くその他の電磁界について」 

 ＩＨ調理器、電子レンジや携帯電話など身のまわりの電磁界の影響

について国際機関の見解などを中心に紹介します 

 

15:15～16:00 質疑応答 

 

 

＜講演者および対応者＞ 

・古 郡  靖   経済産業省 商務情報政策局 産業保安グループ 

電力安全課 電気保安室長 

・牛 山  明  国立保健医療科学院 

統括研究官 

・大久保 千代次 一般財団法人電気安全環境研究所 電磁界情報センター 所長 

 

 

 

※ご来場の際に配布いたしました質問問用用紙紙は質疑応答の時間に使用いたします。 

ご質問がございます方は質問用紙にご記入の上、受付に設置された質問回収収箱箱に 

投函下さい。 

 

※※講演会会のビビデデオ・・写写真撮影及及びび録音はは事前前にに申し出を頂いているる方方をを除除きき、  

ご遠遠慮いただいてておりりますす。  
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経済産業省 

電磁界の健康影響に関する講演会 

（津会場：令和2年10月15日(木)） 

 

 

◆ プログラム ◆ 

 

13:00～13:05 開会挨拶 

 

13:05～13:20 主催者挨拶および 

 経済産業省の取組について 

 

13:20～14:20 講演１「電磁界を知る」 

 電磁界とは何か、主に低周波電磁界の影響と 

身のまわりの磁界の強さ等を紹介します 

 

14:20～14:35 休憩 

 

14:35～15:15 講演２「くらしを取り巻くその他の電磁界について」 

 ＩＨ調理器、電子レンジや携帯電話など身のまわりの電磁界の影響

について国際機関の見解などを中心に紹介します 

 

15:15～16:00 質疑応答 

 

 

＜講演者および対応者＞ 

・古 郡  靖   経済産業省 商務情報政策局 産業保安グループ 

電力安全課 電気保安室長 

・多 氣 昌 生 東京都立大学 システムデザイン学部 

特別先導教授・名誉教授 

・大久保 千代次 一般財団法人電気安全環境研究所 電磁界情報センター 所長 

 

 

 

※ご来場の際に配布いたしました質問問用用紙紙は質疑応答の時間に使用いたします。 

ご質問がございます方は質問用紙にご記入の上、受付に設置された質問回収収箱箱に 

投函下さい。 

 

※※講演会会のビビデデオ・・写写真撮影及及びび録音はは事前前にに申し出を頂いているる方方をを除除きき、  

ご遠遠慮いただいてておりりますす。  
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経済産業省 

電磁界の健康影響に関する講演会 

（山形会場：令和2年11月13日(金)） 

 

 

◆ プログラム ◆ 

 

13:00～13:05 開会挨拶 

 

13:05～13:20 主催者挨拶および 

 経済産業省の取組について 

 

13:20～14:20 講演１「電磁界を知る」 

 電磁界とは何か、主に低周波電磁界の影響と 

身のまわりの磁界の強さ等を紹介します 

 

14:20～14:35 休憩 

 

14:35～15:15 講演２「くらしを取り巻くその他の電磁界について」 

 ＩＨ調理器、電子レンジや携帯電話など身のまわりの電磁界の影響

について国際機関の見解などを中心に紹介します 

 

15:15～16:00 質疑応答 

 

 

＜講演者および対応者＞ 

・古 郡  靖   経済産業省 商務情報政策局 産業保安グループ 

電力安全課 電気保安室長 

・多 氣 昌 生 東京都立大学 システムデザイン学部 

特別先導教授・名誉教授 

・大久保 千代次 一般財団法人電気安全環境研究所 電磁界情報センター 所長 

 

 

 

※ご来場の際に配布いたしました質問問用用紙紙は質疑応答の時間に使用いたします。 

ご質問がございます方は質問用紙にご記入の上、受付に設置された質問回収収箱箱に 

投函下さい。 

 

※※講演会会のビビデデオ・・写写真撮影及及びび録音はは事前前にに申し出を頂いているる方方をを除除きき、  

ご遠遠慮いただいてておりりますす。  
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経済産業省 

電磁界の健康影響に関する講演会 

（那覇会場：令和2年11月20日(金)） 

 

 

◆ プログラム ◆ 

 

13:00～13:05 開会挨拶 

 

13:05～13:20 主催者挨拶および 

 経済産業省の取組について 

 

13:20～14:20 講演１「電磁界を知る」 

 電磁界とは何か、主に低周波電磁界の影響と 

身のまわりの磁界の強さ等を紹介します 

 

14:20～14:35 休憩 

 

14:35～15:15 講演２「くらしを取り巻くその他の電磁界について」 

 ＩＨ調理器、電子レンジや携帯電話など身のまわりの電磁界の影響

について国際機関の見解などを中心に紹介します 

 

15:15～16:00 質疑応答 

 

 

＜講演者および対応者＞ 

・古 郡  靖   経済産業省 商務情報政策局 産業保安グループ 

電力安全課 電気保安室長 

・牛 山  明  国立保健医療科学院 

統括研究官 

・大久保 千代次 一般財団法人電気安全環境研究所 電磁界情報センター 所長 

 

 

 

※ご来場の際に配布いたしました質問問用用紙紙は質疑応答の時間に使用いたします。 

ご質問がございます方は質問用紙にご記入の上、受付に設置された質問回収収箱箱に 

投函下さい。 

 

※※講演会会のビビデデオ・・写写真撮影及及びび録音はは事前前にに申し出を頂いているる方方をを除除きき、  

ご遠遠慮いただいてておりりますす。  
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経済産業省 

電磁界の健康影響に関する講演会 

（松江会場：令和2年12月3日(木)） 

 

 

◆ プログラム ◆ 

 

13:00～13:05 開会挨拶 

 

13:05～13:20 主催者挨拶および 

 経済産業省の取組について 

 

13:20～14:20 講演１「電磁界を知る」 

 電磁界とは何か、主に低周波電磁界の影響と 

身のまわりの磁界の強さ等を紹介します 

 

14:20～14:35 休憩 

 

14:35～15:15 講演２「くらしを取り巻くその他の電磁界について」 

 ＩＨ調理器、電子レンジや携帯電話など身のまわりの電磁界の影響

について国際機関の見解などを中心に紹介します 

 

15:15～16:00 質疑応答 

 

 

＜講演者および対応者＞ 

・古 郡  靖   経済産業省 商務情報政策局 産業保安グループ 

電力安全課 電気保安室長 

・多 氣 昌 生 東京都立大学 システムデザイン学部 

特別先導教授・名誉教授 

・大久保 千代次 一般財団法人電気安全環境研究所 電磁界情報センター 所長 

 

 

 

※ご来場の際に配布いたしました質問問用用紙紙は質疑応答の時間に使用いたします。 

ご質問がございます方は質問用紙にご記入の上、受付に設置された質問回収収箱箱に 

投函下さい。 

 

※※講演会会のビビデデオ・・写写真撮影及及びび録音はは事前前にに申し出を頂いているる方方をを除除きき、  

ご遠遠慮いただいてておりりますす。  
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経済産業省の取組について 
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講演１ 
 

電磁界を知る 

〈電磁界とは何か、主に低周波電磁界の影響と 

 身のまわりの磁界の強さ等を紹介します〉 
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• それ以降、電力設備からの磁界が長期的影響により健康
に悪影響を及ぼす可能性について、多くの疫学研究、生
物学的研究が行われた。

• 米国電磁界調査及び公衆への情報普及計画
（EMF-RAPID計画）[1992～1998]（予算 約35億円）

米国科学アカデミーによるRAPID計画
の評価書（1999年5月）

米国環境健康科学研究所（NIEHS）による
RAPID計画の報告書(1999年6月） 10

そそのの後後のの経経緯緯（（１））

問題の始まり：疫学調査（長期的影響？）
• 1979年に公表された疫学研究報告
• 米国コロラド州でワルトハイマー（Wertheimer）
とリーパー（Leeper）が行った研究

• 自宅付近にある電線の形状や配置を比較す
ると、小児白血病にかかった子供の自宅の
磁界が高いと推定される傾向が見いだされ
た

小児白血病とは？
✓ 稀な病気である（10万人当たり発症率は年間3ケース程度）
✓ 現在の生存率は８－９割程度
✓ 原因として放射線、遺伝、ウイルス等との関連が考えられてはいるが

まだ不明な点が多い

9

－ 29 －



本本講演ででおお話話ししししたたいいこことと

• 20年以上前に大きく取り上げられていた送電線から
の磁界と小児白血病の関連についての問題は、今は
どうなっているのか？

• 2007年に、世界保健機関（WHO）は、電力設備などから
の磁界にさらされることが「発がん性があるかもしれな
い」と分類しました。その一方で、発がんを含む長期的
な健康影響と磁界ばく露の因果関係は認められないと述
べています。
→ これを、どのように理解すればよいのか

• わが国で、電磁界はどのように規制されているか
• 身近な電力設備からの磁界の実態は規制値と比べて
どのくらいの強さか（測定の実例）

電力設備から発生する商用周波数（50Hzおよび60Hz）の磁界を対象とします

12

そそのの後後のの経経緯緯（（２２））

• WHO（世界保健機関）
国際電磁界プロジェクト[1996～
現在]

• 2007年6月リスク評価文書「環境保健ク
ライテリアNo.238」

• 2007年6月「ファクトシートNo.322」
• 経済産業省によるワーキンググループ
報告書（2008年）

• 経済産業省が電力設備からの磁界を国
際的な防護指針に基づき規制（2011
年）

11
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疫疫学学研研究究ににおおけけるる因因果果関関係係のの判断断（（HHiillllのの基基準準））
関連の強固性：要因Aにばく露された群の疾患Bの発症率（罹患率）が、非ばく露
群に比べてどの程度高いか、すなわち相対リスクがどの程度大きいか

関連の時間性：要因Ａへのばく露があって、その後疾患Ｂが発生しているか

関連の一貫性：要因Ａと疾患Ｂとの同じ関連が異なった地域、集団、時間でも一
貫しているか

生物学的説得性：要因Ａが疾患Ｂを招くという説得性のある説明ができるか

現時点の知識との整合性：された要因Ａと疾患Ｂの関連性は現在一般的に認めら
れている疾患史や経過と矛盾しないか

量反応関係：関連の強固性を補強するもので、疾患Ｂの罹患率の大きさが要因Ａ
のばく露量（期間、強さ、量）とともに増加するか

類似性：要因Ａと疾患Ｂの関連性に、既に認められている因果関係でよく似たも
のがあるか

実験的証拠：要因Ａと疾患Ｂの関連について実験でえられた証拠があるか

28

分類 （注１） 既存分類結果例 [1020例] （注２）

グループ１：
発がん性がある

カドミウム、アスベスト、たばこ（能動・受動）、
アルコール飲料、ガンマ線、エックス線、紫外線、
太陽光、PCB、ディーゼルエンジン排ガス、大気汚
染（PM2.5を含む）、ベンゼン、加工肉 [他を含む
120例]

グループ２A：
おそらく発がん性がある

鉛化合物、クレオソート、高熱の揚げ物作業、
夜間勤務、熱い飲み物、理容・美容労働、赤肉
[他を含む88例]

グループ２B：
発がん性があるかもしれな

い

クロロフォルム、鉛、漬物、ガソリン、ガソリンエ
ンジン排ガス、ドライクリーニング労働、超低周波
磁界、無線周波電磁界 [他を含む313例]

グループ３：
発がん性を分類できない

コーヒー、カフェイン、原油、水銀（無機）、お茶、
蛍光灯、静磁界、静電界、超低周波電界 [他を含む
499例]

国国際際ががんん研研究究機機関関 発発ががんん性性評評価価結結果果

注１）分類基準は分類の基本的な考え方を説明したもの
注２）表中[ ]内の数字は2020年6月26日時点の評価数
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最最近近発発表表さされれたた見見解解:  欧欧州州委委員員会会 22001155年66月月

「電磁磁界へへののばばくく露のの潜在在的的なな健健康影影響につついいててののよよくくあある質問」
httpp:///eecc.eeuuroppaa.eeu/hheealth//eeleecctroomaggneeticc_ffieeldds/ddoccs//eemmff_qqa_een.ppddff

Q8 電力線へのばく露と小児白血病との間に

何らかの結びつきがありますか？

一部の疫学研究が、そのような電磁界へのばく露に伴う小児白血病のリ
スク上昇を示唆しているとしたことがあります。しかしながら、メカニズ
ムは何も突きとめられておらず、このような疫学研究の知見を説明できる
ような実験研究からの裏付けが何もありません。また、その疫学的知見は、
疫学研究の欠点も加わっているため、因果的な解釈が困難です。

２００７年以降の新たな研究が加わっても、結論は変わっていない

32

ファクトシートNo.３２２（2007年6月）
超低周波電磁界へのばく露

• WHOによる健康リスク評価

• 一般環境レベルの超低周波磁界に関する本質的な健康上の論
点はない

• IARCによる「超低周波磁界がヒトに対して発がん性があるか
もしれない」との見解を変更しない

• 小児白血病に関する証拠は因果関係と見なせるほど強いもの
ではない

• その他の健康への悪影響（小児白血病以外のがん、うつ病、
心臓血管系疾患、生殖機能障害、発育異常、神経行動への影
響、神経変性疾患）と、超低周波磁界ばく露との関連性を支
持する証拠は、小児白血病についての証拠よりもさらに弱い

31
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「念のための規制」等の状況
• いくつかの国（主に欧州）や地方自治体レベル（米国等）で健康影
響を根拠とする規制に加えて、不確実であっても、念のために電磁
界を非常に低いレベルに制限している例がある

• 例：スイス１μT，イタリア10 μTあるいは 3 μT，オランダ0.4 μT ，
イスラエル1μT ・・・・

• 住宅、病院、学校など、住民から特に要望のある場所に適用される
ことが多い

• 念のための規制であり、設備として必要な場合は、本来の規制値ま
での範囲で、超えることが認められる場合がある

• この値を超えると悪影響があるという誤解を招く恐れがある

WHOののフファァククトトシシートトににおいて、「長期的影響に関しては、商用周波磁
界へのばく露と小児白血病との関連についての証拠が弱いことから、
ばく露低減によって健康上の便益があるかどうか不明である。」とさ
れているように、健康を保護するために推奨されているわけではない

36

電磁磁界界（（商商用周波波））にに対対すするる規規制・・ガガイイドドラライインン
1μT=10mG

制制定定年
電界界 磁磁界

(kV/m) 区分 (µT) 区分

国際
ﾚﾍﾞﾙ

ICNIRP 注1)
2010年 5.0(50Hz) ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ 200(50Hz) ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ

〃 4.2(60Hz) 〃 200(60Hz) 〃

国
レ
ベ
ル

日本
1976年(電界)
2011年(磁界)

3 規制 200(50/60Hz) 規制

韓国 1998年 3.5 告示 83.3(60Hz) 告示(2004年)

米国 注2) ― ― ― ―

ドイツ 2013年 5 規制 100(50Hz) 規制

スイス 2000年 5 規制 100(50Hz) 規制

フランス 2001年 5 規制 100(50Hz) 規制

スウェーデン 2002年 5 勧告 100(50Hz) 勧告

イタリア 2003年 5 規制 100(50Hz) 規制

英国 2011年 9 基準 360(50Hz) 基準

ノルウェー 2011年 5 規制 200(50Hz) 規制

オーストラリア 2015年 5 勧告 200(50Hz) 勧告

注1) ICNIRPが2010年に改訂した新ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝによる。それまでの磁界ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ値(1998年)は､100μＴ(50Hz)､ 83μＴ(60Hz)。
注2)  米国には国レベルの規制はありませんが州レベルでは規制を設けているところもあります。 35
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○公衆の日常の生活環境に近い電力設備を対象とした。

なお、一部の電力設備を対象に、距離、時間の変化による磁界
変化も確認した。
（磁界は距離と電流に依存することから、実際に距離が離れる
ことで磁界が低減するか、時間によって電気使用量が異なる
ことで磁界が変化するか）

※ なお、測定箇所は、無作為に選定した。

42

磁界測定の概要
測定対象

2011年に改正された「電気設備に関する技術基準を定める省令」及び「解

釈」に示された測定方法（国際規格IEC62110/日本工業規格JIS C 1911に準じた

内容）により、電力設備周辺の磁界測定を行った。

また、それ以外に、より理解を深めることを目的に、特徴的な場所等の測定

を行った。

※ 今回の測定は、商用周波数（50Hzまたは60Hz）を対象とした

目的

測定期間・場所

令和２年7月～８月
山形、津、大阪、松江、那覇

41

磁界測定の概要
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対象箇所

○ 居住環境及び公衆が立入り可能な電力設備の周辺

測定器

○ IEC 61786-1(2013)/JIS C 1910-1(2017) に準拠した測定器
を使用

校正証明書

日置電機製

3軸（3次元）磁界測定器
FT3470-55

レンジ 10Hz～180Hz

に準じた測定国国 際際 規規 格格（（IIEECC  6622111100））
日日本本工工業業規規格格（（JJIISS CC  11991111））

44

電気設備の技術基準の解釈（抜粋）

第31条発電所、変電所、開閉所及び需要場所以外の場所に施設する変圧器、開
閉器及び分岐装置（以下この条において「変圧器等」という。）から発生する
磁界は、第3項に掲げる測定方法により求めた磁束密度の測定値（実効値）が、
商用周波数において200μT以下であること。ただし、造営物内、田畑、山林そ
の他の人の往来が少ない場所において、人体に危害を及ぼすおそれがないよう
に施設する場合は、この限りでない。

2 測定装置は、日本工業規格 JIS C 1910（2004）「人体ばく露を考慮した低周
波磁界及び電界の測定－測定器の特別要求事項及び測定の手引き」に適合する
3軸のものであること。

3 測定に当たっては、次の各号のいずれかにより測定すること。なお、測定場所
の例ごとの測定方法の適用例については31-1表に示す。
【以下省略】 ⇒ 測定方法は国際規格「IEC62110」/日本工業規格

「JISC1911」に準じた内容

※「変電所等」は第39条、「電線路」は第50条に記載
43

磁界規制（2011年10月施行）
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①省令に準じた磁界測定
＜電力設備周辺の磁界測定＞

①－１ 空空間的的にに均均一なな場場所所

①－２２ 空空間的にに不不均均一なな場場所所

50

①
省令に準じ
た測定

①－１
空間的に均一な場所

・ 架空送電線
・ 架空配電線

①－２
空間的に不均一な場所

・ 地中送電線
・ 変電所
・ 路上変圧器
・ ケーブル立ち上がり部

②
理解を深め
るために実
施した測定

②－１
特徴的な場所

・ 人の往来が多い箇所
・ キュービクル周辺
・ 風力発電設備
・ 太陽光発電設備

②－２
物理的な変化の確認

・ 架空送電線からの距離による変化
・ 変電所付近からの時間による変化

49

磁界測定の実施概要
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講演２ 
 

くらしを取り巻くその他の電磁界について 

〈ＩＨ調理器や携帯電話など身のまわりの電磁界の 

影響について国際機関の見解などを中心に紹介します〉 
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IARC発がんハザード分類例

分分類類及及びび分分類類基基準 分分類類例例 [1002200]

ググルループプ１１：発発ががんん性ががああるる

ヒヒトトへへのの発発がんん性性をを示示すす十十分分なな証拠拠ががああるる場場合合やや
限限定的的ででも動動物物へへのの発ががんん性性をを示示すす十分分なな証拠拠と
発発ががんんメメカカニズズムムにに強強いい証拠拠ががああるる場場合合。

ベベンンゼゼンン、アアススベベスストト、たたばばここ、
アアルルコールル飲飲料料、、XX線線 、、紫紫外外線線、、
太太陽陽光光、、PPCCB、、加加工肉肉、、

大大気気汚汚染染（PPMM22.55をを含含むむ）[112200]

ググルループプ２２AA：おおそそらくく発発ががんん性ががああるる

ヒヒトへへのの発発ががんん性性をを示示すす証拠拠はは限限定定的的ででああるるがが、、
動物物のの発発ががんん性をを示示すす十分分な証拠拠ががあある場場合合ややヒヒ
トでで不不十分分ででもも発発ががんんメメカカニズズムムのの証拠拠がが強いい場場
合合ななどど。

ククレレオオソソート、、高熱熱のの揚揚げげ物物作作業、、
夜夜間勤務務、、熱いい飲飲みみ物物、、

理容容・・美美容容労労働 、、赤赤肉肉[８８88]

ググルループプ２２B：発発ががんん性ががああるるかかもししれないい

ヒヒトトへへのの発発がんん性性をを示示すす証拠拠がが限限定定的的でであありり、、動動
物物実実験験ででのの発ががんん性性に対対ししてて不不十十分分なな証拠やや限限定定
的的なな証拠拠ががああるる場場合合やや、、ヒヒトトでで不不十分分ででもも動動物物へへ
のの発発ががんん性性をを示示すす十分分なな証拠拠ががああるる場場合合ななどど。

ククロロホホルルムム、、ガガソソリリンン、、漬漬物物、
ドドラライイククリリーニンンググ労労働、、超超低低周
波波磁磁界、、無線線周波波電磁磁界

[331133]

ググルループプ３：発発ががんん性性ああるるととはは分分類類ででききなないい

ヒヒトへへのの発発ががん性をを示示すす証拠拠がが不不十分分でであありり、、上のの条条
件に該該当当ししなないい場場合合。

コーヒヒー、、カカフフェイインン、、原原油油、、水水
銀、、おお茶茶、、蛍光光灯灯、、静静磁界、、静静電
界、、超低低周周波波電界 [449999]

20
注１）分類基準は通常用いられるもの。注２）表中[ ]内の数字は2020年6月時点の評価数

携帯電話使用の長期的影響
IARCの発がんハザード評価では

2011年5月３１日にタスク会議は、無線周波電
磁界の発がん性を評価。携帯電話と脳腫瘍（神経
膠腫、聴神経鞘腫）の疫学研究の限定的な証拠と、
動物の長期ばく露実験研究の限定的な証拠から、
無線周波電磁界を、「発がん性があるかもしれな
い（２B)」と評価。

IARC:国際がん研究機関（WHOの専門組織）

19
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WHO  ファクトシート193

「携帯電話」 ファクトシート集1-3ページ

11999988年年55月月 作作成成

22000000年年66月月 更更新新

22001100年年55月月 更更新新

22001111年年66月月 更更新新

22001144年年1100月月 更更新新
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IARCの｢２B｣評価に対して
WHO本部はどう考えているのか？

21
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脳腫瘍の罹患率と携帯電話の普及
米米国：上段は携帯電話利利用用者数数

下段段はは脳腫瘍瘍のの罹患率（（199844-22000066））

IInnskipp PP  DD  et  aal.  NNeuurro  OOnccool 200110;112:11114477-11115511 24

何らかの健康影響はあるのでしょうかか？？

携帯電話が潜在的な健
康リスクをもたらすか
どうかを評価するため
に、これまで20年以
上にわたって多数の研
究が行われてきました。
今日まで、携帯電話使
用を原因とするいかな
る健康影響も確立され
ていません。

2ページ
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医療機器への影響

• 不整脈デバイス工業会

http://www.jadia.or.jp/caution/indoor.html

38

医療機器への影響

• 総総務務省省ののパパンンフフレレッットト

各種電波利用機器の電波が植込み型医療機器等へ及ぼす影響を

防止するための指針

http://www tele soumu go jp/j/sys/ele/medical/chis/

パパンンフフレレッットト：知知っってていいまますすかか？「植植込込みみ型型医医療療機機器器」をよよりり

安安心心ししてて使使用用すするるたためめにででききるることと

• 環環境境省省ののパパンンフフレレッットト 3１-４２ページ

http://www.env.go.jp/chemi/electric/material/minomawari.pdf

37
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